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2018年 8月 10～12日 

時事世論調査、翁長さん追悼沖縄県民大会、呼応の集会、

翁長さん通夜、米朝・南北・日朝、自民党総裁選、国民民

主党、戦争の証言・記録 

 

安倍内閣支持微増３８．５％＝６カ月連続で不支持を下回

る－時事世論調査 

 
 時事通信が３～６日に実施した８月の世論調査で、安倍

内閣の支持率は前月比１．５ポイント増の３８．５％、不

支持率は同２．０ポイント減の３８．９％となった。安倍

晋三首相は西日本豪雨のさなかに自民党議員との宴会「赤

坂自民亭」に出席して批判を受けた。その後、矢継ぎ早に

対策を打ち出して支持率は前月に続き改善したものの、６

カ月連続で不支持を下回った。 

 一方、災害対応を一元的に担う組織として自民党の石破

茂元幹事長が主張する「防災省」の創設について尋ねたと

ころ、「賛成」が７２．３％で「反対」の１４．０％を大き

く上回った。 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移

設への賛否を聞いたところ、「反対」３４．１％、「賛成」

２８．５％だった。「どちらとも言えない・分からない」は

３７．４％だった。翁長雄志沖縄県知事の死去により９月

下旬にも実施される知事選では、移設の是非が最大の争点

になる見通しだ。 

 内閣を支持する理由（複数回答）は、「他に適当な人がい

ない」１８．５％、「リーダーシップがある」１０．１％、

「首相を信頼する」８．６％の順。一方、支持しない理由

（同）は、「首相を信頼できない」２２．４％、「期待が持

てない」１７．４％、「政策が駄目」１０．７％などと続い

た。 

 
 政党支持率は、自民党が前月比１．７ポイント増の２７．

１％、立憲民主党は０．１ポイント減の４．６％。以下、

公明党３．３％、共産党２．３％、日本維新の会０．９％、

国民民主党０．５％など。支持政党なしは０．７ポイント

増えて５８．９％だった。 

 調査は西日本豪雨で被害を受けた広島県の一部を除く全

国１８歳以上の男女１９９１人を対象に個別面接方式で実

施。有効回収率は６１．８％だった。 （時事通信

2018/08/10-15:09） 

 

党首討論見直しが６割＝夜開催、定例化に理解－時事世論

調査 

 時事通信の８月の世論調査で、首相と野党党首による党

首討論の在り方について聞いたところ、「制度を見直した上

で存続すべきだ」が５７．１％で最も多く、「現行制度のま

ま続けるべきだ」２０．２％、「廃止すべきだ」８．１％を

上回った。 

 制度を見直すべきだと答えた人に対し、超党派議員連盟

などによる主な提言の中で当てはまるものを複数回答で尋

ねたところ、「夜間に開催し、多くの人がテレビなどで視聴

できるようにする」４０．２％、「２週間に１回程度、定例

で開催する」３５．３％、「４５分間の討論時間を２時間程

度に拡大する」２６．５％の順だった。 

 一方、首相や閣僚の国会への出席回数や時間を減らすこ

とについて賛否を聞いたところ、「反対」３４．９％、「賛

成」３４．０％と拮抗（きっこう）。「どちらとも言えない・

分からない」も３１．１％あった。 

 調査は３～６日、西日本豪雨で被害を受けた広島県の一

部を除く全国１８歳以上の男女１９９１人を対象に個別面

接方式で実施。有効回収率は６１．８％。（時事通信

2018/08/10-15:08） 

 

県民大会で故翁長氏悼む＝副知事「承認撤回、毅然と判断」

－沖縄 

 

米軍普天間飛行場の名護市辺野古移設に反対する「県民大

会」で、亡くなった翁長雄志知事に黙とうをささげる参加

者＝１１日午前、那覇市 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移

設に反対し、政府が１７日にも予定する土砂投入の阻止を

目指す「県民大会」が１１日、那覇市で開かれた。８日に
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亡くなった翁長雄志知事に黙とうをささげるなど、主催者

発表で７万人の参加者が早すぎる死を惜しんだ。 

 
米軍普天間飛行場の名護市辺野古移設に反対する「県民大

会」であいさつする同県の謝花喜一郎副知事＝１１日午前、

那覇市 

 翁長氏の職務代理を務める謝花喜一郎副知事は、前知事

の埋め立て承認撤回に関し、「辺野古に新基地は造らせない

という翁長氏の思いをしっかり受け止め、毅然（きぜん）

と判断する」と表明した。撤回の時期は明言しなかった。 

 翁長氏の次男で那覇市議の雄治さんも登壇、病室でも基

地問題に関する資料を読んでいたと生前の姿を紹介。「父に

辺野古新基地が止められたと報告ができるよう頑張ろう」

と呼び掛けた。 

 大会は移設阻止を掲げる「オール沖縄会議」が主催。土

砂投入の撤回や、移設計画の断念を日米両政府に求める決

議を行った。（時事通信2018/08/11-16:35） 

 

辺野古移設、県民大会で断念要求 翁長知事悼む声相次ぐ 

共同通信2018/8/11 19:098/11 19:10updated 

 

米軍普天間飛行場の沖縄県名護市辺野古への移設に反対す

る「県民大会」で、亡くなった翁長雄志知事への感謝のメ

ッセージを掲げる参加者＝11日午前、那覇市の奥武山公園 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移

設に反対する「県民大会」が11日、那覇市内で開かれた。

主催者発表で約7万人が参加し、辺野古での新基地建設の

断念や、普天間飛行場の即時閉鎖と撤去を要求する決議を

採択。参加者からは、8 日死去した翁長雄志知事を悼む発

言が相次いだ。移設反対を訴える動きは各地に広がり、北

海道や大阪、福岡などでも集会やデモ行進があった。 

 謝花喜一郎副知事（61）は「新基地は造らせないという

翁長氏の思いをしっかり受け止め、毅然として判断する」

と述べ、翁長氏が打ち出した辺野古沿岸部の埋め立て承認

撤回の方針を継承する意向を表明した。 

 

米軍普天間飛行場の沖縄県名護市辺野古移設に反対する

「県民大会」で、メッセージを掲げる参加者たち＝11日午

後、那覇市の奥武山公園 

 

雨の沖縄県民大会「知事の遺志継ぐ」 静かに怒り込めて 

朝日新聞デジタル2018年8月11日21時09分 

「辺野古

新基地ＮＯ！」のメッセージボードを一斉に掲げる参加者

たち＝２０１８年８月１１日午前１１時１８分、那覇市の

奥武山陸上競技場、小宮路勝撮影 
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 時折激しい雨が降る中、多くの人が会場を埋めた。１１

日にあった米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市

辺野古への移設に反対する県民大会。直前に急逝した翁長

雄志（おながたけし）知事への追悼ムードに包まれ、登壇

者も参加者も、辺野古移設に反対し続けた「知事の遺志を

継ぐ」と口をそろえた。 

「自分たちで声を上げることが必要だと思った」 

 参加者たちは那覇市の奥武山（おうのやま）陸上競技場

に、辺野古の海をイメージするブルーの服や帽子を身につ

けて集まった。翁長氏を悼んで黙禱（もくとう）しながら、

肩を震わせたり、涙をぬぐったりする人もいた。 

 あいさつに立った翁長氏の次男で那覇市議の雄治（たけ

はる）さん（３１）は「残念な結果となりました」と言葉

を詰まらせ、「父は生前『沖縄は試練の連続だが、ウチナー

ンチュ（沖縄の人）が心を一つにして闘うとき、想像する

よりも大きな力になる』と何度も言っていた。辺野古新基

地建設が止められたと父に報告できるよう頑張ろう」と呼

びかけた。 

 名護市の学童指導員比嘉陽子さん（４０）は娘の中学２

年陽華（ひなか）さん（１４）、小学５年仁紅（にこ）さん

（１０）と初めて県民大会に参加した。「私たちの気持ちを

代弁してくれた翁長知事が亡くなり、自分たちで声を上げ

ることが必要だと思った」 

 美しい辺野古の自然は、一度奪われれば元には戻せない。

一方で２月の名護市長選では、移設を事実上容認する候補

が当選した。周囲には「反対しても意味がない」と無力感

を語る人もいる。陽華さんにも「別にいいじゃん」と語る

友人がいるという。だが、会場に来て「こんなに声を上げ

る人がいると思わなかった」と驚いた。「自然を守っていく

ため、こういう動きが広がってほしい」 

 読谷村（よみたんそん）の福祉相談員大城貴子さん（５

８）は、翁長氏への弔意を示すため黒いシャツとズボン姿

で参加した。「翁長知事は最後の力を振り絞って理不尽を訴

え続けた。遺志を無駄にしてはいけない」と話した。 

 地元出版社編集長の新城（しんじょう）和博さん（５５）

は、少女暴行事件に抗議した１９９５年の県民大会以降、

様々な大会に参加してきた。今回は杖をついた高齢の男性

や、１本の傘で雨をしのぐ親子連れ、黙禱の時に泣く女性

など、強い意思を感じさせる参加者の姿が印象的だったと

いう。「今回は特にしんみりとして、整然と行われたと感じ

た。沖縄の静かな怒りが込められた大会として語り継がれ

ると思う」と話した。 

米軍ヘリの窓落下事故「魔法が解けた」 

 県民大会には、普天間飛行場に隣接し、昨年１２月に米

軍ヘリの窓落下事故があった普天間第二小学校に春まで勤

めていた教員の姿もあった。 

 ２年生の担任だった仲本喜美子さん（６２）。あの日の午

前１０時すぎ、「運動場に何かが落ちた！」という声で職員

室から外に出た。体育の授業中だった２年生と４年生計約

６０人が、叫びながら校舎に逃げ込んだ。運動場のほぼ中

央に落ちた窓は重さ約８キロ。「まさか」としか言葉が出な

かった。 

 宜野湾市普天間生まれ。大学卒業後に教員となり、普天

間飛行場にオスプレイが配備された翌年の２０１３年４月

に普天間第二小に赴任した。校舎からフェンス越しに銃を

持ち行進する軍人が見え、上空を米軍機が通過する。「異常

だ」と感じつつ、それが日常になっていた。 

 だが、事故によって「魔法が解けた」。事故後に児童が書

いた作文を読んだ。「ぼくはあんぜんで、けがのない小学校

がいいです」「どんな国でもこんなあぶないことはおきない

でほしい」……。いてもたってもいられなくなり、地元紙

に内容を紹介する手記を投稿した。「目の前で起きたことと

児童の気持ちを、きちんと伝えなければいけない」と思っ

てのことだ。 

 別の小学校に転勤後も、普天間第二小の保護者らと定期

的に会い、どうすれば子どもたちが安全でいられるか考え

続けている。９日には普天間飛行場の移設工事が進む名護

市辺野古を見に行った。埋め立て予定地のそばにも、家々

や学校があった。 

 「子どもたちに基地を当たり前の存在と思わせてはいけ

ない。これ以上沖縄に基地を造るのはやめて」。そんな思い

でこの日、「辺野古新基地ＮＯ！」のメッセージボードを掲

げた。 

 

辺野古移設、反対の県民大会 翁長知事を追悼 

朝日新聞デジタル2018年8月11日15時53分 
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「辺野古新基地ＮＯ！」のメッセージボードを一斉に掲げ

る参加者たち＝２０１８年８月１１日午後０時３分、那覇

市の奥武山陸上競技場、伊東聖撮影 

 

 

 

 

 

 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の移設計画で名護

市辺野古の海に土砂が投入されるのを前に、建設断念を求

める県民大会が１１日、那覇市の奥武山（おうのやま）陸

上競技場であった。台風接近で雨が降るなか、主催者発表

で７万人が集まり、急逝した翁長雄志（おながたけし）知

事を追悼するとともに、辺野古に新たな基地は造らせない

という意思を改めて示した。 

 初めに参加者全員が、８日に亡くなった翁長氏を悼んで

黙禱（もくとう）した。壇上には、翁長氏がかぶる予定だ

った、大会テーマカラーのブルーの帽子が置かれた。知事

の職務代理者の謝花（じゃはな）喜一郎副知事はあいさつ

で、国が１７日にも土砂投入を始める予定で、県が埋め立

て承認の撤回の手続きを進めていることに触れ「知事の強

い思いを受け止め、我々も毅然（きぜん）として判断して

いく」と述べた。 

 大会は、翁長氏を支えてきた社民、共産などの政党、市

民団体などでつくるオール沖縄会議の主催。大会に合わせ、

東京や大阪、名古屋でも集会やデモ活動があった。 

 

沖縄県民大会 辺野古移設断念求め７万人 翁長知事を

追悼 

毎日新聞 2018年 8月 11日 19時 22分(最終更新 8月 11

日 20時14分) 

 

県民大会で翁長知事がかぶるはずだった帽子（前列左）を

見つめる謝花喜一郎副知事（同右）＝那覇市で２０１８年

８月１１日午前１１時９分、野田武撮影 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古へ

の県内移設計画を巡り、政府が１７日にも予定する埋め立

て予定海域への土砂投入に反対する沖縄県民大会が１１日、

那覇市の奥武山（おうのやま）陸上競技場であった。主催

者発表で約７万人が参加。８日に膵（すい）がんで亡くな

った翁長雄志（おなが・たけし）知事を追悼するとともに、

「県民の民意を踏みにじり、環境破壊につながる違法工事

だ」として政府に移設断念などを求める決議を採択した。  

 大会の冒頭、翁長氏を悼んで参加者全員で黙とうした。

知事の職務代理者の謝花（じゃはな）喜一郎副知事は、辺

野古沿岸部の埋め立て承認の撤回について、「『辺野古に新

基地は造らせない』という翁長知事の強く熱い思いを受け

止め、毅然（きぜん）と判断する」と述べ、土砂投入前の

正式撤回を目指す考えを示した。  

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001453.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001453.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001453.html
http://www.asahi.com/topics/word/普天間飛行場.html
http://www.asahi.com/topics/word/沖縄県宜野湾市.html
http://www.asahi.com/topics/word/名護市.html
http://www.asahi.com/topics/word/名護市.html
http://www.asahi.com/topics/word/辺野古.html
http://www.asahi.com/topics/word/那覇市.html
http://www.asahi.com/topics/word/翁長雄志.html
http://www.asahi.com/topics/word/辺野古.html
https://mainichi.jp/ch150574711i/%E6%B2%96%E7%B8%84%E7%9C%8C%E6%B0%91%E5%A4%A7%E4%BC%9A
https://mainichi.jp/graphs/20180811/hpj/00m/040/002000g
https://mainichi.jp/graphs/20180811/hpj/00m/040/002000g
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001448.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001464.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001479.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001455.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001483.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001466.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811001467.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811002087.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811002091.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811002084.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811002081.html
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 翁長氏の次男で那覇市議の雄治（たけはる）さん（３１）

は「父からは生前、『ウチナーンチュ（沖縄の人）が心を一

つに闘えば大きな力になる』と何度も何度も言われてきた。

『辺野古新基地が止められた』と報告できるように頑張り

ましょう」と呼び掛けた。  

 大会は、辺野古移設に反対する翁長氏を支えてきた政党

や市民団体などでつくる「オール沖縄会議」が主催。闘病

中だった翁長氏も出席の意向を示していた。【遠藤孝康】  

 

普天間飛行場 県内移設反対 沖縄県民大会に７万人 

毎日新聞 2018年 8月 11日 14時 11分(最終更新 8月 11

日 16時03分) 

 

「辺野古新基地建設断念を求める８・１１県民大会」で、

団結ガンバローと叫ぶ参加者たち＝那覇市で２０１８年８

月１１日午後０時５分、野田武撮影 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古へ

の県内移設計画を巡り、政府が１７日にも予定している埋

め立て予定海域への土砂投入に反対する沖縄県民大会が１

１日、那覇市の奥武山陸上競技場であり、主催者発表で約

７万人が参加した。膵（すい）がんのため８日に亡くなっ

た翁長雄志知事の代理として、謝花喜一郎副知事があいさ

つ。翁長知事が表明していた、前知事による埋め立て承認

の撤回について「辺野古に新基地は造らせないという翁長

知事の強く熱い思いを受け止め、毅然（きぜん）と判断す

る」と述べた。  

 大会では「直ちに国は埋め立て工事を中止し、新基地建

設計画を断念すべきである」とする決議を採択した。  

 

沖縄県民大会、辺野古移設反対訴え 翁長知事の死悼む  

日経新聞2018/8/11 11:59 

 米軍普天間基地（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古への

移設に反対する県民大会（主催者発表で７万人参加）が 11

日午前、那覇市内の陸上競技場で開かれた。大会冒頭、８

日に亡くなった翁長雄志知事を悼み、１分間の黙とうがさ

さげられた。参加者らは「知事の遺志を継ぎ、移設阻止を

諦めない」と訴えた。 

 大会は辺野古移設に反対する政党や団体でつくる「辺野

古新基地を造らせないオール沖縄会議」の主催。台風14号

が近づき時折激しく雨が降るなか、会場は辺野古の海をイ

メージした青色のシャツなどを着た参加者で埋め尽くされ

た。壇上の席には翁長知事が大会に出席するために用意し

たブルーの帽子が置かれた。 

 

沖縄県民大会でメッセージボードを掲げる参加者（11 日、

那覇市） 

 参加者一同、黙とうをささげた後、翁長知事の次男で那

覇市議の雄治氏が、翁長知事が生前に残したメッセージと

して「『ウチナーンチュ（沖縄の人）が心を一つにして戦う

時には、想像よりもはるかに大きな力になる』と何度も何

度も聞かされてきた」と伝え、移設阻止を呼びかけた。 

 職務代理の謝花喜一郎副知事は辺野古埋め立て承認の撤

回について「翁長知事の強く熱い思いを受け止め、毅然と

して判断していく」と述べた。撤回は７月末に翁長氏が表

明した。県は職務代理の副知事でも撤回は可能との立場だ。 

 家族４人で西原町から参加した中学２年の長浜真玄さん

（13）は「１人でも反対の声が増えればと思い参加した。

反対している声もある中で、無理やり基地をつくるのは嫌。

これ以上基地を増やしたくない」と話した。 

 母とともに辺野古を訪れたこともあるという那覇市の中

学３年の前里咲和さん（14）は「きれいな海を壊したくな

い」と訴え、宜野湾市に住む大学１年の男子学生（18）は

「普天間基地をなくすというはずだったのに、ただ移すだ

けというのはおかしい」と語った。 

 与那原町に住む 80 代の主婦は「子供、孫のためにも新

しい基地をつくらせない」と強調。「翁長知事も天国で応援

している。絶対に諦めない」と力を込めた。 

 

産経新聞2018.8.11 17:41更新  

【翁長氏死去】埋め立て承認撤回は１７日まで？ 知事選

後？ 意見割れるオール沖縄 

米軍普天間飛行場の移

設工事が続く沖縄県名護市辺野古の沿岸部（小型無人機か

ら） 

https://mainichi.jp/ch151152987i/%E6%99%AE%E5%A4%A9%E9%96%93%E9%A3%9B%E8%A1%8C%E5%A0%B4
javascript:void(0)
http://www.sankei.com/politics/photos/180811/plt1808110013-p1.html
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 故翁長雄志（おなが・たけし）沖縄県知事の職務を代行

する謝花（じゃはな）喜一郎副知事は１１日、那覇市内で

開かれた米軍普天間飛行場（宜野湾市）の名護市辺野古移

設に反対する集会で、埋め立て承認撤回について「翁長知

事の強く熱い思いを受け止め毅然と判断する」と述べた。

政府は１７日以降に土砂を投入する方針だが、翁長氏を支

えた「オール沖縄」内では１７日までの撤回をめぐり意見

が割れている。 

 「しっかりやれよ」 

 集会後、社民党の照屋寛徳（てるや・かんとく）衆院議

員は謝花氏にこう声をかけた。照屋氏は「基本的には１７

日までの撤回」を求めており、翁長氏が死去した８日も謝

花氏に「職務代理者の権限で埋め立て承認を撤回するのは

問題ない」と迫っていた。 

 謝花氏とともに翁長氏の後継候補として名前が挙がる那

覇市の城間（しろま）幹子市長も集会で「承認撤回に向け

てあとひと息。無念でならなかったと思う。その遺志を引

き継いでいきたい」と早期撤回論をにじませた。 

 これに対し、翁長派の県議会会派幹部は「（９月に見込ま

れる）知事選まで撤回しなくていい」と語る。判断を知事

選後にすれば、選挙戦で撤回の是非を争点にできるためだ。

こうした意見に配慮してか、謝花氏は１１日も撤回時期を

明言しなかった。撤回先送り論の背景には、政府が知事選

前の土砂投入を見送るとの観測がある。だが、防衛省幹部

は「粛々と埋め立てを行うべきだという考えもある」と明

かす。 

 そもそも県庁内部には撤回に反対する声もある。防衛省

の反論を聞く９日の聴聞では、撤回に反対する県土木建築

部幹部が口を開かず、知事公室幹部が説明に追われたとい

う。出席者は「防衛省の質問に答えられず、見ていてかわ

いそうだった」と振り返る。 

 ただ、政府が予定通り土砂投入を行えば、辺野古移設に

反対する活動家が反発するのは必至だ。活動家らは県庁に

座り込み、なかなか撤回に踏み切らない翁長氏への不信を

口にしてきた。土砂投入をきっかけにオール沖縄が空中分

解する可能性もある。（杉本康士、田村龍彦） 

 

「基地建設止める」 沖縄県民大会 断念要求決議 

東京新聞2018年8月12日 朝刊 

◆辺野古阻止貫いた翁長知事と共に 

 米軍普天間（ふてんま）飛行場（沖縄県宜野湾（ぎのわ

ん）市）の名護市辺野古（へのこ）移設に反対する「県民

大会」が十一日、那覇市内で開かれた。主催者発表で約七

万人が参加し、辺野古での新基地建設を断念するよう日米

両政府に要求する決議を採択した。登壇者も参加者も、反

対運動の象徴的存在で八日に死去した翁長雄志（おながた

けし）知事に対する思いを語り、会場は追悼ムードに包ま

れた。 （篠ケ瀬祐司、写真も） 

 謝花喜一郎（じゃはなきいちろう）副知事はあいさつで

「翁長氏が命を削って建設反対を貫こうとした姿勢は後世

まで語り継がれる」と弔意を表明。翁長氏が打ち出した辺

野古沿岸部の埋め立て承認撤回方針を継承する考えを示し

た。 

 辺野古移設に反対する「県民大会」で、壇

上の前列中央の席に置かれた故翁長知事の

帽子。右は謝花副知事＝１１日、那覇市で 

 

 翁長氏の次男で那覇市議の雄治（たけはる）氏（３１）

は、療養中の様子について「どうすれば基地建設を止めら

れるのか、病室のベッドの上で資料を読みあさり、頑張っ

ていた」と紹介した。 

 大会は、台風１４号の接近で断続的に激しい雨が降る中

で行われた。大会テーマカラーの青色のシャツ姿に交じり、

弔意を表す黒い服や喪章を着けた人が目立った。大会の冒

頭、参加者全員で黙とうをささげた。 

 壇上の最前列中央のいすには「辺野古ブルー」の帽子が

置かれた。翁長氏がこの日、かぶる予定だった。「知事は今、

私たちとここにいます」。司会者の声に拍手と指笛が響いた。 

 辺野古移設の賛否を問う県民投票を求めて署名集めをし

たグループの代表、元山仁士郎さん（２６）は開会前のあ

いさつで「月末に十万筆の署名を知事に手渡す予定だった

が、できなくなってしまった。残念でならない」と話した。 

 

８・１１県民大会 

琉球新報2018年8月12日 03:44  
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 米軍普天間飛行場の県内移設に伴う名護市辺野古の埋め

立て阻止を訴える「土砂投入を許さない！ジュゴン・サン

ゴを守り、辺野古新基地建設断念を求める８・１１県民大

会」（辺野古に新基地を造らせないオール沖縄会議主催）が

１１日、那覇市の奥武山公園陸上競技場で開かれました。

台風１４号の接近に伴う雨が降りしきる悪天候にもかかわ

らず、主催者発表で７万人が集まりました。沖縄防衛局が

１７日にも開始する土砂投入計画の断念を要求する大会決

議を採択したほか、８日に急逝した翁長雄志知事を悼み、

新基地建設阻止に懸けた思いを受け継ぐことを確認しまし

た。県民大会の様子を伝える記事をまとめました。 

 

翁長知事が残した言葉「ウチナーンチュが心一つに闘うと

き大きな力になる」 土砂投入許さない県民大会  

琉球新報2018年8月11日 11:18  

 

多くの県民が参加した「土砂投入を許さない！ジュゴン・

サンゴを守り、辺野古新基地建設断念を求める８・１１県

民大会」＝１１日午前１１時すぎ、那覇市の奥武山公園内 

 

 米軍普天間飛行場の県内移設に伴う名護市辺野古の埋め

立て阻止に向けた「土砂投入を許さない！ジュゴン・サン

ゴを守り、辺野古新基地建設断念を求める８・１１県民大

会」（辺野古に新基地を造らせないオール沖縄会議主催）が

１１日午前、那覇市の奥武山公園内で開かれた。主催者発

表で７万人が参加した。 

 ３万人以上の結集を目標とした大会は、８日に急逝した

翁長雄志知事を哀悼する思いも重なり、午前１０時の開場

とともに多くの人々が続々と会場入りした。参加者は「県

民は諦めない」などと書いたメッセージボードを掲げ、翁

長知事が表明した埋め立て承認の撤回を支持する民意を示

した。 

 大会では、沖縄防衛局が辺野古地先への土砂投入を１７

日にも開始すると県に通知した事態に対し「沖縄県民の民

意を踏みにじり、環境破壊につながる違法工事を強行し続

けている」として、建設計画の断念を要求する８・１１県

民大会決議を採択した。 

 参加者は辺野古の海と空をイメージした大会カラーの青

色とともに、喪章や黒いリボンを身に着けて翁長雄志氏へ

の追悼の意を示した。冒頭に１分間の黙とうをささげ、新

基地建設阻止の公約を最後まで貫いた翁長知事の意思を受

け継ぐ決意を確認した。 

 翁長知事の息子の翁長雄治那覇市議が登壇し、知事が生

前、「沖縄は試練の連続だ。しかし、一度もウチナーンチュ

としての誇りを捨てることなく闘い続けてきた。ウチナー

ンチュが心を一つにして闘うときにはおまえが想像するよ

りもはるかに大きな力になる」と何度も口にしていたとこ

とを明かし、「翁長雄志に辺野古新基地建設が止められたと

報告できるようにみなさま頑張りましょう」と呼び掛けた。 

 県知事職務代理者の謝花喜一郎副知事は、翁長知事が入

院中も埋め立て承認の撤回を堅く決意していたことに触れ

た上で、「まさに闘いがここからというところで志半ばで病

に倒れ、無念だった。この遺志を受け止め、阻止に全力で

取り組む」と強調した。さらに撤回については「聴聞の審

理が取りまとめられている。県政をお預かりしている我々

として辺野古に新基地を造らせないという知事の熱い思い

を受け止め、引き続き毅然として判断していく」と決意を

示した。 

 城間幹子那覇市長は翁長知事と高校で同級生だったこと

を明かした上で「彼の沖縄に対する強い思いをいろいろな

形で耳にしてきた。沖縄に対する思いは少しもぶれていな

い。ウチナーンチュの心の寄り添ったウチナーンチュの心

を体現、表現する行動をしていきた。残念ながら見届ける

ことはできなかったが、私たちにそれが託されている」と

力を込めた。その上で「承認撤回に向けて、あと一息手の

届きそうなところにあって、無念でならなかったと思う。

それぞれの立場で遺志を引き継いでいきたいと思う」と話

した 

https://030b46df30379e0bf930783bea7c8649.cdnext.stream.ne.jp/archives/002/201808/0801gougai.pdf
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 壇上には翁長知事用のいすが用意され、県民大会でかぶ

る予定だった青色の帽子が置かれた。沖縄県による撤回を

後押しする大会決議では「沖縄県民の命とくらし、沖縄の

地方自治と日本の民主主義と平和を守るためこの不条理に

全力で抗い続ける」と宣言した。【琉球新報電子版】 

 

翁長知事の遺志継ぐ 「新基地を造らせない」 沖縄で県

民大会 

沖縄タイムス2018年8月11日 11:52 

 

 

 沖縄県名護市辺野古の新基地建設に反対するオール沖縄

会議は１１日午前、「土砂投入を許さない！ジュゴン・サン

ゴを守り、辺野古新基地建設断念を求める県民大会」を那

覇市の奥武山陸上競技場で開いた。雨が降る中、市民らは

辺野古の海の色を象徴する青色の帽子やタオルなどのほか、

８日に膵臓（すいぞう）がんで亡くなった翁長雄志知事へ

の追悼の意を込め、黒い服を身に付け参加。翁長氏の死を

悼み、日米両政府へ新基地建設計画の白紙撤回を求めた。

主催者発表で７万人の市民が参加した。 

 翁長氏の次男で那覇市議の雄治氏は、「父は最期の最期ま

でどうしたら辺野古新基地を止められるか、病室のベッド

でも資料を読みあさり頑張っていた」と紹介。「沖縄は試練

の連続だが、ウチナーンチュが心を一つにして闘うとき、

想像よりはるかに大きな力になると何度も何度も言われて

きた」と生前の翁長氏の発言を明かした。 

 知事職務代理者の謝花喜一郎副知事は、入院中も翁長氏

が埋め立て承認撤回に強い決意を持っていたことを明かし

た上で「撤回は聴聞の審理状況を踏まえ、翁長氏の辺野古

新基地をつくらせないとの強く熱い思いを受け止め、毅然

（きぜん）と判断する」と決意を示した。 

 玉城愛共同代表が「県民の命と暮らし、沖縄の地方自治

と日本の民主主義と平和を守るため、この不条理に対し、

全力であらがい続ける」と大会決議を読み上げ、採択され

た。宛先は首相や防衛相で、土砂投入の撤回、オスプレイ

の配備撤回などを求めている。 

 壇上の最前列中央には翁長氏の席が用意され、いすの上

に翁長氏が大会で着用する予定だった帽子が置かれた。大

会冒頭、参加者全員で翁長氏の冥福を祈り、黙とうした。

開催地の城間幹子市長や、政策集団にぬふぁぶしや、金秀

グループの代表もあいさつした。 

 

県民大会で翁長氏悼む、沖縄 辺野古移設反対訴え 

共同通信2018/8/11 12:11 

 



9 

 

米軍普天間飛行場の沖縄県名護市辺野古移設に反対する

「県民大会」で、亡くなった翁長雄志知事を悼み黙とうす

る参加者＝11日午前、那覇市の奥武山公園 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移

設に反対する「県民大会」が11日、那覇市の奥武山公園で

開かれた。参加者は大会の冒頭、反対運動の象徴的存在で

8 日に死去した翁長雄志知事を悼んで全員で黙とうをささ

げ、移設反対を訴えた。 

 翁長氏の次男で那覇市議の雄治氏（31）は、療養中の翁

長氏の様子について「どうすれば基地建設を止められるの

か、病室のベッドの上で資料を読みあさり、頑張っていた」

と紹介。生前、翁長氏から「沖縄は試練の連続だが、沖縄

の人としての誇りを捨てずに闘えば、想像するよりはるか

に大きな力になる」と伝えられていたことを明らかにした。 

 

翁長雄志知事最後の言葉（次男・翁長雄治那覇市議あいさ

つ全文） ８・１１県民大会  

琉球新報2018年8月11日 12:49  

 

翁長雄治那覇市議 

 「辺野古新基地建設断念を求める８・１１県民大会」で

故翁長雄志知事の次男、翁長雄治那覇市議が登壇し「故翁

長雄志知事最後の言葉」を述べた。全文は以下の通り。 

 はいさい、ぐすーよーちゅうがなびら。８・１１県民大

会にご参集の県民のみなさま、こんにちは。ただいまご紹

介いただきました故翁長雄志の次男、翁長雄治と申します。 

 県民のみなさま、多くの全国のみなさまに父の体のこと

でご心配をおかけしました。みなさまのご期待に添えるよ

うに最後まで頑張りましたが、残念な結果となりました。

申し訳ございませんでした。 

 最後の最後までどうやったら辺野古新基地建設を止めら

れるのか、一生懸命病室のベッドの上でも資料を読みあさ

り頑張っておりました。 

 今日は登壇をさせていただくのか、お願いをしていいの

か、寸前まで迷いましたが、おそらくこれが最後の機会に

なるのではないかと思い、上がらせていただきました。今

日は父が生前よく話していたこと、私に話していたこと、

みなさまの前で話していたことを改めてお話しさせていた

だきたいと思います。 

 沖縄に辺野古に新基地をつくる。どれほどの大義名分が

あるのでしょうか。そういう説明がしっかりとなされてき

たのでしょうか。全国が受け入れないから沖縄に置いてお

けばいい。今われわれが納得できない、そういうものを将

来の子どもたちに残してしまうんでしょうか。県民のみな

さま、今一度しっかりわれわれの思いを形にしましょう。 

 父は生前、「沖縄は試練の連続だ。しかし、一度もウチナ

ーンチュとしての誇りを捨てることなく闘い続けてきた。

ウチナーンチュが心を一つにして闘うときにはおまえが想

像するよりもはるかに大きな力になる」と何度も何度も言

っていました。現に今回の県民投票の署名も必要署名数の

４倍以上になる１０万票を集めることができたのは県民の

大きな決意だと思います。 

 日本全国のみなさま、多くの国民が必要であるというそ

の日米安保、米軍基地。この国土の０・６％にすぎない沖

縄に７０％以上もあるのはいくらなんでも過重すぎはしま

せんか。全国的な議論のテーマに挙げていただいて、この

問題は沖縄の問題ではなく日本国の問題、課題だと認識し

て議論してもらいたい。 

 「国の専権事項だから」と言って今責任を持っているわ

れわれが何もせずに指をくわえているわけにはいきません。 

 オール沖縄の大きな潮流は政治家のためにあるのではな

く政争の具にするものでもございません。オール沖縄はわ

れわれウチナーンチュの強い決意です。覚悟です。その民

意にわれわれ政治家が突き動かされているのです。 

 最後までみなさま諦めずに。頑張って見届けることはで

きませんでしたが、父に翁長雄志に辺野古新基地建設が止

められたと報告できるように皆様頑張りましょう。ありが

とうございました。 

 

「沖縄が一つになるとき大きな力に」 翁長知事の“最後の

言葉”、次男が明かす 

沖縄タイムス2018年8月11日 12:17 

 

翁長雄志知事への感謝のメッセージを掲げる大会参加者＝

１１日、那覇市・奥武山陸上競技場 

http://www.okinawatimes.co.jp/articles/gallery/297310?ph=2
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故翁長雄志知事が県民大会でかぶるために用意していた帽

子が壇上の席に置かれていた 

  沖縄県名護市辺野古の新基地建設に反対する「土砂投入

を許さない！ジュゴン・サンゴを守り、辺野古新基地建設

断念を求める８・１１県民大会」では、辺野古新基地反対

や沖縄の基地負担の軽減を訴え続け、８日に亡くなった翁

長雄志知事の次男で那覇市議の雄治氏が、知事の生前の言

葉を紹介した。 

雄治氏の話は次の通り。 

 はいさい、ぐすーよー、ちゅーうがなびら。県民の皆さ

ま、全国の皆さまには、父の体のことで多大なご心配をお

掛けしました。皆さまのご期待に沿えるよう、最後まで頑

張りましたが、残念な結果となりました。申し訳ございま

せんでした。 

 最後の最後までどうやったら辺野古新基地を止められる

のか、一生懸命病室のベッドの上でも資料を読みあさって、

頑張っていました。父が生前、私に、そして皆さまに話し

ていたことを、改めて紹介したいと思います。 

 沖縄に辺野古に新基地を造る、どれほどの大義名分があ

るのでしょうか。そういう説明がしっかりとなされてきた

のでしょうか。全国が受け入れないから沖縄に置いておけ

ばいい。我々が納得のいかないものを、将来の子どもたち

の残してしまうのでしょうか。 

 県民の皆さま、いま一度しっかりと我々の思いを形に致

しましょう。父は生前、沖縄は試練の連続だと。しかし、

一度もウチナーンチュの誇りを捨てることなく、闘い続け

てきた。ウチナーンチュが心を一つに闘う時は、お前が想

像するよりもはるかに大きな力になると話していました。 

 辺野古新基地建設の是非を問う県民投票に向けた署名活

動でも１０万以上の署名を集めることができたのは、県民

の大きな決意だと思います。 

 日本全国の皆さま、多くの人が必要であるというその日

米安保、国土の０・６％にすぎない沖縄に米軍基地の７０％

以上があるのは、いくらなんでも重過ぎはしませんか。 

 全国的なテーマに上げていただき、この問題は沖縄の問

題ではなく、日本国の問題であると認識し、議論していた

だきたい。国の専権事項だからといって、いま責任を持つ

我々が、次の世代のために何もせずに指をくわえて見てい

るわけにはいきません。 

 オール沖縄という大きな大きな政治潮流は政治家のため

にあるわけではなく、政党の具にするものでもございませ

ん。オール沖縄は我々ウチナーンチュの強い決意、覚悟で

す。 

 この民意に我々政治家が突き動かされているのです。最

後まで見届けることはできませんでしたが、翁長雄志に辺

野古新基地建設は止まったよ、止められたよという報告が

できるよう皆様頑張りましょう。ありがとうございました。 

 

「辺野古埋め立ては自然破壊」 東清二琉球大名誉教授メ

ッセージ全文 ８・１１県民大会 

琉球新報2018年8月11日 22:14  

 
東清二琉球大名誉教授 

 沖縄防衛局が新基地建設の環境保全策を議論するために

設置した環境監視等委員会の副委員長委員だった東清二琉

球大学名誉教授が「辺野古新基地建設断念を求める８・１

１県民大会」に送ったメッセージは次の通り。 

「８・１１県民大会に寄せて」 

 私は２０１４年４月から、沖縄防衛局が設置した環境監

視等委員会の副委員長を務めていましたが、今年４月に正

式に辞職が認められました。 

 最初は環境監視等委員会で、ちゃんとした監視ができる

と期待していました。それで、埋め立て区域も含めてウミ

ガメの産卵場所、ジュゴンの食草であるアマもなど海藻の

分布と密度、ジュゴンが何頭いるのか、どれくらいの頻度

で来ているのか、などの調査を依頼したのですが、全然返

事が来ない。何も調べていないのです。 

 委員会での発言の確認も第１回目の後はありました。し

かし、その後は議事録ができてくる度に全然違う。発言を

しても、こちらの要求までは書いていない。委員会で藻場

の問題も話しましたが、それは議事録には載らない。防衛

省は自分たちの都合の悪いことは議事録に載せないのです。

委員の意見を聞いて、それを守るのが防衛省のはずなのに、

自分らに都合の悪いことは一切書かないで、都合のいいこ

とだけ書いて、それを守っていくだけなのです。そんな委

員は意味がありません。 

 県外からの委員には、沖縄のことはわからないんです。

沖縄に来て初めてサンゴを見た人もいたんじゃないでしょ

うか。 

 とにかく、委員会で何を言っても響かない。開発一点張

りで、サンゴのことだけは答えるが、それ以外のことはま

http://www.okinawatimes.co.jp/articles/gallery/297310?ph=1
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ともに答えない。海草藻場のことなどは見ないことにしよ

う、聞かないことにしようと。工事ありきで、他の意見は

聞かないという態度です。環境監視と言いながら、工事を

進捗させるため、何らかの了解を得るための委員会だと防

衛省は思っているようでした。工事を進捗させることに関

係ないことには耳を貸さないという態度ですね。それじゃ

あ何の意味もない、何のための委員会かということで、私

は２０１５年３月に辞めると事務局に伝えました。沖縄防

衛局からはこの件で取材があれば、事務局に聞いてくれと

答えなさいと言われました。 

 辺野古、大浦湾の環境は優れています。特に藻場はすご

い。あんなに広い藻場は他にないです。それを埋め立てる

のは自然破壊そのものです。沖縄本島の山を崩して埋め土

を持って来るのも、自然破壊です。辺野古、大浦湾の埋め

立ては、やめさせることです。中止すべきです。沖縄には

もう、これ以上、軍用基地はいらないです。 

 慰霊の日の翁長知事の発言には本当に感激しました。私

は、翁長知事の埋め立て承認の撤回を支持します。 

東清二 

 

「私たちの暮らしと自然を犠牲にしない」 山城敦子金秀

興産社長あいさつ全文 ８・１１県民大会 

琉球新報2018年8月11日 18:28  

 

山城敦子金秀興産社長 

 「辺野古新基地建設断念を求める８・１１県民大会」に

登壇した山城敦子金秀興産社長の連帯のあいさつは以下の

通り。 

 みなさまこんにちは。私は金秀グループから来た山城と

申します。 

 ごあいさつの前に翁長知事のご冥福を心よりお祈りした

いと思います。本日は金秀グループ女性を代表して連帯の

あいさつを述べさせていただきます。 

 沖縄の将来を考える一県民、一主婦として、そして未来

に責任を持つ一人として、意見を表明し、微力ながらもそ

の一助になればという思いです。 

 いま沖縄の置かれている状態は、非常事態といっても過

言ではありません。昨年 12 月には未来を担う子どもたち

の学び舎に米軍ヘリの窓の落下事故が発生し、今年６月に

は嘉手納基地を飛び立った F１５戦闘機が那覇沖に墜落し

ました。これが家族や友人、大切な人の下に起きたらと私

は想像しただけで胸が張り裂ける思いです。本当にあり得

ない事故ばかりです。安全安心を確保する責任と権利は県

民一人一人にあるはずです。私たち市民の安らかな暮らし

と、自然を犠牲にしてはなりません。 

 いま世界情勢はめまぐるしく変化しています。なのにこ

の沖縄だけ、どうでしょう。２０年以上前にたてられた辺

野古への基地移転計画が実行されようとしています。基地

は沖縄の経済発展の最大の阻害要因であるということをみ

なさんも実感していると思います。那覇新都心しかり、北

中城のライカムも同様でございます。基地よりも、民間に

よる開発の方が、足腰の強い沖縄県づくりにつながります。 

 そして青く輝く美ら海を思い浮かべてください。優しく

包み混む沖縄の自然との共生は、先祖から受け継がれた素

晴らしい遺産です。 

 私たちは翁長知事の遺志を貫き、しっかりとした軸足と

ともにし、沖縄県全体で取り組む平和で豊かな社会づくり

に尽力せねばなりません。いま日本政府は県民のむなしさ、

怒りを「あきらめ」に変えることに躍起になっています。

強硬姿勢の安倍政権にも必ず終わりがあります。われわれ

は絶対に諦めない。根負けするのは日米両政府の方です。

私たちは辺野古新基地建設断念、オスプレイの配備撤回、

普天間基地の閉鎖・撤去の実現を日米両政府に求め、断固

として辺野古新基地建設を阻止し、違法な土砂投入に反対

しようではありませんか。大切な子や孫のためにも、共に

頑張ってまいりましょう。 

 

「知事の熱い思い受け止めしっかり判断」 謝花喜一郎副

知事あいさつ全文 ８・１１県民大会 

琉球新報2018年8月11日 18:07  

 

謝花喜一郎副知事 

 「辺野古新基地建設断念を求める８・１１県民大会」で、

県知事職務代理者の謝花喜一郎副知事のあいさつは以下の

通り。 

 ハイサイ、ぐすーよーちゅうがなびら。沖縄県副知事の

謝花です。本日は県知事の職務代理としてごあいさつを申

し上げることになりました。よろしくお願いします。本日

の県民大会の開催にあたり、雨天にもかかわらず多くの皆
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さまにお集まりいただき感謝申し上げます。 

 本日の県民大会には翁長知事が直接皆さまの前でごあい

さつすることを予定しておりましが、ご承知の通り８月８

日、翁長知事は膵臓がん多発がん転移により逝去されまし

た。わたし自身、知事の回復を心から願っておりましたが、

このような結果になり誠に残念でなりません。翁長知事の

ご冥福を心から申し上げます。 

 翁長知事は平成２６年１２月の就任から辺野古新基地建

設阻止を県政運営の柱とし、県民のために自らをなげうち

ながらその実現に取り組んできました。知事は政府との会

談やワシントン訪問など機会あるごとに辺野古に新基地は

造らせないと訴え、政府による基地政策の理不尽さを県民

の立場から真剣に指摘し、沖縄の自治と民主主義を守ろう

という強い気持ちを持ち、その実現に努力を続けてこられ

ました。 

 知事は就任してから辺野古新基地建設問題に取り組み、

前知事が行った埋め立て承認は環境保全等多くの疑問があ

ったことからこれを取り消しました。その後和解が成立し、

国が埋め立て工事をいったん中止しました。そして県は岩

礁破砕許可に伴う差し止め訴訟の提起などを行った。これ

らの取り組みにより通常の埋め立て工事に比べ、新基地の

埋め立て工事の着手は約３年遅れました。 

 まさに闘いがここからということで志半ばに病に倒れ本

当に無念だっただろうと思います。翁長知事はわたしと８

月４日に面談した際、一日一日しっかりと公務を着実にこ

なし、県民からのわたしへの付託に応えていきたいという

のは、撤回のことだとわたしに話されていた。 

 知事の思いを深く受け止め、私たちも辺野古に新基地は

造らせないという公約実現に向けて、全力で取りくんでま

いりたいと思います。翁長知事が県民のためにまさに命を

削ってまで辺野古新基地反対を貫いた姿勢は末永く後生ま

で語り継がれるものだと思います。 

 これまで新基地建設に反対する県民の民意が繰り返し示

されているにもかかわらず、民意を無視し、新基地建設を

強行する政府に対して多くの県民が激しい怒りを抱いてい

ることを政府は理解すべきであります。政府は全体の実施

設計や環境保全対策を示すこともなく、公有水面埋め立て

工事に着工し、またサンゴ類を事前に移植することなく工

事を行うなど承認を得ないで、環境保全図書の記載等々異

なる方法で工事を実施しております。 

 また、独自調査によるＣ５護岸設計箇所が軟弱地盤で、

護岸倒壊等の危険性があることが判明したことや、活断層

の存在が専門家から指摘されていること、辺野古新基地が

完成したときには沖縄高専の校舎などが米国防総省の基準

の高さ制限に抵触するなどさまざまな事実が判明しており

ます。 

 沖縄県は再三にわたり行政指導や紹介を行っているが、

政府は真摯（しんし）に向きあうことなく、工事を続けて

います。政府はこれまで工事を強硬し続けており、８月１

７日には埋め立て土砂を投入するとしています。 

 これは県民の民意や美しいサンゴに彩られた辺野古大浦

湾の自然環境への配慮を無視したものと言わざるを得ず、

とうてい容認できない。翁長雄志知事は「政府はなりふり

かまわず、やっきになっており、県民の無力感、あきらめ

感をさそおうとしているが、県民の権利を守り、新基地の

危険を子や孫に背負わせないため、ここであきらめるわけ

にはいかない」と言っていた。 

 普天間飛行場の所属機については平成２８年１２月に名

護市安部にオスプレイが墜落し、平成２９年１０月に東恩

高江の牧草地に CH５３Ｅへりが不時着炎上した。同年１

２月には子どもたちにとって一番安全であるべき場所の宜

野湾市の保育園にＣＨ５３Ｅヘリの部品が落下し、同じ月

に普天間第二小にヘリの窓枠の落下事故が起きるなど、ま

さに県民が危惧していたとおり、県民の命に関わりかねな

い事故が頻発しており、強い怒りと憤りを禁じ得ない。沖

縄県はこれまで政府に対して普天間飛行場の一日も早い危

険性除去のために５年以内の運用停止を求めてきた。県議

会でも今年２月、政府が約束した平成３１年２月末日をま

たずにただちに、同飛行場の運用停止を求める意見書を全

会一致で可決しているが政府はこれらの求めに対応せず危

険性を放置している。 

 沖縄県は今般、埋め立て承認を撤回すべき事由があると

の結論にいたり、撤回に向けた手続きとして、沖縄防衛局

に対して聴聞を行い、審理が終了しました。現在聴聞審理

の結果が取りまとめられているところですが、埋め立て承

認の撤回については主宰者による聴聞の審理状況も踏まえ、

県政をお預かりしているわれわれとして、辺野古に新基地

は作らせないという翁長知事の強く熱い思いを受け止め、

そして引き続きしっかり毅然として判断していきます。こ

れからも県民一丸となって心を一つにして、ともに頑張っ

ていきましょう。ゆたさるぐとう 、うにげーさびら。あり

がとうございます。 

 

県民大会にウーマンラッシュアワー村本さんも参加 

琉球新報2018年8月12日 05:00  

 

県民大会の会場で、参加者の話を聞くお笑いコンビ「ウー

マンラッシュアワー」の村本大輔さん＝11日、那覇市の奥

武山公園 

https://030b46df30379e0bf930783bea7c8649.cdnext.stream.ne.jp/archives/002/201808/large-e37affaea7eaab7d80685de8eed27063.jpg
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 11日の県民大会会場には、お笑いコンビ「ウーマンラッ

シュアワー」の村本大輔さんの姿があった。登壇者のあい

さつを聞く一方で、参加者から声を掛けられると「あなた

はなぜここに来たんですか」と、逆に質問し話を聞き取る

ことを繰り返していた。 

 那覇市内で開催された独演会を前に、「リアルな声を自分

で拾いたかった」という。20代の学生２人から「相手が友

だちでも、基地の話をすると変な空気になるから話題に出

さない」という話を聞いた。それに対し村本さんは「それ

でもあの２人はここ（県民大会）へ来た。僕は賛成でも反

対でもないが、こんなにさまざまな感情がうずめいている

ところに無理やり（基地を）造ることが許せない」と語気

を強めた。 

 

沖縄 副知事 辺野古承認撤回に前向きな姿勢 

ＮＨＫ8月11日 13時16分  

 
沖縄県のアメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設に

反対する大規模な集会が11日、那覇市で開かれ、亡くなっ

た翁長知事の職務代理を務める謝花副知事が「新たな基地

を造らせないという翁長知事の思いを受け止める」などと

述べ、辺野古の埋め立て承認の撤回に前向きな姿勢を示し

ました。 

アメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設工事をめぐ

っては、沖縄防衛局が今月 17 日にも護岸で囲った埋め立

て予定地に土砂を投入する方針で、県は埋め立て承認の撤

回を行うかどうか検討を進めています。 

 

今月８日に亡くなった翁長知事を支えてきた市民団体など

でつくる「オール沖縄会議」は11日、那覇市で辺野古への

土砂の投入に反対する大規模な集会を開き、主催者の発表

で７万人が集まりました。 

始めに、亡くなった翁長知事へ黙とうがささげられ、次男

で那覇市議会議員の雄治さんが登壇し「父に辺野古基地移

設が止められたと報告できるよう頑張りましょう」と述べ

ました。 

そして、翁長知事の職務代理を務める謝花副知事が「亡く

なる４日前に知事は『県民からの負託に応えたいというの

は撤回のことだ』と私に話した。新たな基地を造らせない

という思いを受け止め、きぜんとして判断する」などと述

べ、埋め立て承認の撤回に向けて前向きな姿勢を示しまし

た。 

参加者「若い世代 基地問題知らない人多い」 

集会に参加した 60 代の男性は「絶対に基地を造らせたく

ないという思いで参加した。戦後、沖縄はずっと基地の負

担が押しつけられているので今後、翁長知事の遺志を引き

継ぐ人に知事を務めてほしい」と話していました。 

また県外の大学に通うという19歳の男性は、「翁長知事の

思いを引き継いでいかなければと思って参加した。若い世

代には基地の問題を知らない人が多いので、自分がこの現

状を周りの友達に伝えて行きたい」と話していました。 

大規模集会の参加者は 

ＮＨＫ沖縄08月11日 12時59分 

浦添市から参加した６０代の男性は「絶対に基地を造らせ

たくないという思いで参加した。戦後、沖縄はずっと基地

の負担が押しつけられているので今後、翁長知事の遺志を

引き継ぐ人に知事を務めて欲しい」と話していました。 

久米島出身で県外の大学に通う１９歳の男性は「翁長知事

の思いを引き継いでいかなければいけないと思って参加し

た。若い世代には基地の問題について知らない人が多いの

で自分がこの現状を周りの友達に伝えて行きたい」と話し

ていました。 

那覇市の６０代の女性は、今月１７日にも辺野古の埋め立

て予定地に土砂が投入されることについて「基地が建設さ

れるのは許されない。命を懸けて撤回しようとしていた翁

長知事の遺志を継いで、県には埋め立て承認の撤回をして

欲しい」と話していました。 

中学生の頃から集会に参加していたという那覇市の２０代

の男性は「基地がなく県民が安心して暮らせるようにと築

いてきた翁長知事の取り組みを私たちが引き継いでいきた

い。国には県民の声を聞いて欲しい」と話していました。 

中学生の娘と息子を連れて参加したうるま市の４０代の男

性は「子どもたちのためにきれいな海を守ろうと取り組ん

できた翁長知事の思いを受け継ぎ、県民が意思を示してい

くことが大事だと思う。声を上げ続けていきたい」と話し

ていました。 

宜野湾市の７０代の女性は「翁長知事が亡くなって沖縄は

今後どうなるんだろうという思いだ。知事の息子さんたち

が遺志を引き継いで基地を造らせないよう頑張って欲しい」

と話していました。 

 

JNN11日17時32分 

亡き知事の遺志、辺野古移設反対 那覇市で県民大会 

 今月８日、すい臓がんで亡くなった沖縄県の翁長知事。

１１日、荼毘に付されました。 

 翁長知事の死を悼む人々。アメリカ軍普天間基地の名護

市辺野古への移設に反対する県民大会が那覇市で開かれま

した。 

 「絶対（翁長知事の）遺志を継いで、これ（移設）を止
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めないといけない」（参加者） 

 翁長知事の次男・雄治さんは生前、知事が語ったという

メッセージを紹介しました。 

 「ウチナーンチュが心を一つに闘う時は、お前が想像す

るよりもはるかに大きな力になると話していた。翁長雄志

に辺野古新基地建設は止められたよと、そういう報告がで

きるように、皆様、頑張りましょう」（翁長知事の次男 翁

長雄治さん） 

 壇上に置かれた青色の帽子。翁長知事が大会のために用

意したものです。台風の接近で雨が降りしきるなか、大会

には主催者発表で７万人が集まり、辺野古移設阻止の象徴

だった翁長知事を悼みました。 

 辺野古での工事を加速させたい国は、今月１７日にも土

砂を投入する方針ですが、沖縄県は埋め立て承認の撤回で

対抗する方針です。 

 「埋め立て承認の撤回については、辺野古新基地は造ら

せないという、翁長知事の強く熱い思いを受け止め、毅然

と判断する」（謝花副知事） 

 「日本の民主主義と平和を守るため、この不条理に対し

全力で抗い続ける」（県民大会決議） 

 「辺野古基地断念を政府に突き付けて、翁長知事に報告

したい」（参加者） 

 「本当に平和な沖縄をみんなで一つになるのがとっても

大事な時期じゃないかなと」（参加者） 

 翁長知事の遺志は、沖縄の明日を担う人々へ託されまし

た。 

 

JNN11日12時40分 

辺野古移設反対、沖縄・那覇市で県民大会 

 沖縄のアメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設に

反対する県民大会が、那覇市で開かれました。 

 台風の接近で雨が降る中、会場は辺野古の海をイメージ

した青と、翁長知事への追悼を込めた黒を身につけた多く

の参加者で埋め尽くされました。 

 「未来の子どもたちにきれいな海を残してあげたいし、

基地があることによって戦争への危険性が高まるので」（参

加者） 

 大会は今月１７日にも予定されている名護市辺野古の海

への土砂投入を前に、基地建設の断念を求めるために開か

れました。 

 冒頭、今月８日にすい臓がんで死去した翁長知事への黙

とうが捧げられた後、知事の息子、翁長雄治さんがメッセ

ージを寄せました。 

 「父・翁長雄志に辺野古新基地が止められたと、そうい

う報告ができるようにみなさま、頑張りましょう」（翁長雄

治さん） 

 これまでに６万人、会場に集まったと主催者が発表しま

した。 

 

辺野古埋め立て承認撤回へ 翁長知事の遺志引き継ぐ

ANN2018/08/11 17:41 

 沖縄県名護市辺野古への新基地建設に反対する沖縄の県

民大会が那覇市で開かれ、主催者の発表で 7万人が参加し

ました。 

 会場には、8 日に亡くなった翁長知事の死を悼み、黒い

喪章を身に着けた人の姿も多く見られました。 

 翁長知事の次男・雄治さん：「ウチナーンチュ（沖縄県民）

が心を一つにして闘う時には、お前が想像するよりもはる

かに大きな力になる」 

 翁長知事の次男の雄治さんは、沖縄県民の団結を願った

知事の生前の言葉を伝えました。翁長知事は辺野古の埋め

立て承認撤回を最終判断する前に亡くなりましたが、知事

の職務代理者を務める謝花副知事は「毅然（きぜん）と判

断していく」と述べて、方針は変えていないことを示しま

した。 

 

沖縄 “辺野古移設反対”の大規模集会 

NNN2018年8月11日 15:41 

沖縄で、アメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設に

反対する大規模な集会が開かれた。集会は、国が、辺野古

への埋め立て土砂の投入を１７日にも始めようと計画して

いる中で行われ、主催者発表で７万人が参加した。 

全文を読む 

沖縄で、アメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設に

反対する大規模な集会が開かれた。 

集会は、国が、辺野古への埋め立て土砂の投入を１７日に

も始めようと計画している中で行われ、主催者発表で７万

人が参加した。 

集会では始めに、３日前に急逝した翁長雄志知事に、黙と

うがささげられ、知事の二男の雄治さんが、知事の生前の

言葉を披露した。 

故・翁長雄志知事の二男 翁長雄治さん「ウチナーンチュ

（沖縄の人）が心を１つにして闘う時には、おまえが想像

するよりもはるかに大きな力になると」 

また、翁長知事が座る予定だったイスには、知事の帽子が

置かれた。 

参加者「県知事のオール沖縄として参加したいと思って、

今日は来ました」 

参加者「埋めることがありきの状態で、国が進めているこ

とに憤りを感じますし、沖縄県民がこれだけ怒っていると

いうことを行動で示さないと」 

集会では、辺野古移設の断念を求める決議文が採択された。 

 

辺野古移設批判の動き、各地に 翁長氏悼み「遺志継ぐ」 

共同通信2018/8/11 19:43 

 「遺志を受け継ぐ」「県民を無視するな」。11日、米軍普
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天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移設に反対

する県民大会に合わせ、北海道や大阪、福岡など各地でも

市民が集会やデモ行進に参加し、8 日死去した翁長雄志氏

を追悼、工事を進める政府を批判する声も上がった。 

 札幌市では約130人が横断幕やプラカードを掲げ「沖縄

の思いを無視しないで」とアピール。大阪市北区の集会で

は、約200人が翁長氏の写真などを掲げデモ行進した。京

都市では約80人が参加。福岡市の繁華街・天神では、市民

団体の約 30 人が黙とう。名古屋市の繁華街・栄では市民

団体メンバーら約300人が集まった。 

 

「翁長さんの遺志を継ぐ」 全国２０以上の地域で県民大

会連帯の集い 東京・池袋には２８００人（主催者発表）  

琉球新報2018年8月11日 14:20  

 

翁長雄志知事の遺志を継ぎ、辺野古新基地建設反対を訴え、

沖縄での県民大会に呼応する首都圏大行動で街頭をデモ行

進する参加者ら＝１１日午後、都内・池袋 

 【東京】沖縄での県民大会に連帯する「埋めるな！辺野

古 沖縄県民大会に呼応する８・１１首都圏大行動」が１

１日、都内の東池袋中央公園で開かれた。 

 翁長雄志知事の死去を悼み、辺野古新基地建設で１７日

に予定される土砂投入への反対を確認し合った。 

 約２８００人（主催者発表）の参加者らは「翁長さんの

遺志を継ぐ」などのプラカードを掲げて池袋駅前をデモ行

進し、新基地反対への連帯を沿道に訴え掛けた。 

 集まりでは首都圏のほか、北海道・帯広から東北、中部、

東海、関西、福岡など全国２０以上の地域でも県民大会に

連帯する集まりがもたれたことが報告された。 

 

翁長雄志知事の遺志を継ぎ、辺野古新基地建設反対を訴え、

沖縄での県民大会に呼応する首都圏大行動で街頭をデモ行

進する参加者ら＝１１日午後、都内・池袋 

 首都圏大行動では、沖縄環境ネットワークの花輪伸一世

話人が主催者あいさつし「知事職務代理者により一刻も早

く埋め立て承認が撤回され、１７日からの土砂投入を中止

させることを強く要請する。新基地建設絶対反対を私たち

自身の問題としてとらえ、全国の市民と連帯して新基地建

設を中止に追い込みたい」と述べた。 

 集まりの冒頭には翁長知事に黙祷をささげた。沖縄の県

民大会での謝花喜一郎副知事の知事職務代理者のあいさつ

が中継され、拍手が起こった。 

 街頭デモでは「沖縄差別を許さない」「首都圏に住むわれ

われの問題だ」「工事をやめろ」「サンゴを守ろう」「辺野古

の海を土砂で埋めるな」などと沿道に呼び掛けた。 

 沿道にはコール（呼び掛け）に応じて口ずさむ人や、辺

野古新基地反対のチラシを手に取り中身に見いる人の姿も

あった。【琉球新報電子版】 

 

「基地負担軽減に努力」＝翁長知事の冥福祈り通夜－沖縄 

 

８日に死去した沖縄県の翁長雄志知事の通夜に並ぶ参列者

＝１０日午後、那覇市 

 ８日に死去した沖縄県の翁長雄志知事の通夜が１０日、

那覇市の大典寺で営まれた。政界関係者や県民らが訪れ、

冥福を祈った。米軍普天間飛行場（宜野湾市）の名護市辺

野古移設をめぐり、県と対立した政府から菅義偉官房長官

も参列した。 

 通夜に訪れた稲嶺恵一元沖縄県知事は「全身全霊を尽く

して頑張り抜いた一生だった。沖縄の過重な基地負担を何

とかしたいと努力したが、道半ばで去られたことは本人も

残念だと思う」と述べ、故人をしのんだ。 

 翁長氏とともに辺野古反対を訴えた社民党の照屋寛徳衆

院議員は「沖縄とうちなーんちゅ（沖縄人）の尊厳を守る

ために命を削って闘ってきた」とたたえた。那覇市の城間

幹子市長は「今まで抑えつけられていた沖縄の心が彼によ

って声を出していいと（変わった）」と振り返った。 

 一方、菅氏は参列後、記者団に「辺野古移設は意見が分

かれたが、沖縄振興ではいろんな話し合いをしたことを思

いながら焼香した」と語った。 

 秋の知事選への出馬を予定し、翁長氏と対決の可能性が

あった宜野湾市の佐喜真淳市長は「極めて残念だ。翁長氏

に恥じない沖縄づくりをやらなければならない」と強調し

た。（時事通信2018/08/10-22:10） 

https://www.jiji.com/jc/giin?d=f63b32557bd8a2a0292134a658fb87c2&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=19754f15572e3d46260fef2dde7e2e7e&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018081000995&p=0180810at84&rel=pv
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翁長沖縄県知事通夜、急逝惜しむ 「全力で沖縄に尽くし

た」 

共同通信2018/8/10 21:20 

 
翁長雄志沖縄県知事の通夜の祭壇に飾られた遺影＝10 日

午後、那覇市 

 沖縄の過重な基地負担軽減を訴え続け、8日に67歳で急

逝した翁長雄志沖縄県知事の通夜が 10 日、那覇市の大典

寺で営まれた。「沖縄のために全力を尽くしてくれた」（読

谷村の会社役員）として多くの県民が参列し、会場は悲し

みに包まれた。元知事や菅義偉官房長官ら政界関係者も訪

れ、突然の別れを惜しんだ。 

 祭壇には色とりどりの花が添えられ、スーツ姿で笑顔の

翁長氏の遺影が飾られた。焼香の長い列ができ、ハンカチ

で涙をぬぐう人の姿もあった。 

 10日は、翁長氏を追悼するための記帳が県庁1階などで

始まった。県によると記帳所は 13～17 日に、大阪市北区

の県大阪事務所にも設置される。 

 

翁長雄志沖縄県知事の通夜を訪れ、取材に応じる稲嶺恵一

元知事＝10日午後、那覇市 

8/10 21:20 

 

翁長知事の通夜営まれる 東京の沖縄県事務所にも記帳

所 

朝日新聞デジタル2018年8月10日21時11分 

通夜会場に運ばれる翁

長雄志沖縄県知事のひつぎ＝２０１８年８月１０日午後４

時５０分、那覇市の大典寺、小宮路勝撮影 

 

 ８日に膵臓（すいぞう）がんのため６７歳で死去した沖

縄県の翁長雄志（おながたけし）知事の通夜が１０日、那

覇市の大典寺で営まれ、県民や国会議員ら多くの人が参列

し、死を悼んだ。 

 稲嶺恵一・元知事は、親族から「２カ月以上も前から病

状が深刻だと本人もわかっていた」と聞いたことを明かし

「その間、全く表面には出さず、ひたすら公務に励んだそ

の姿を思い出すと非常に胸を打たれる」と話した。菅義偉

官房長官は弔問後、記者団に「米軍普天間飛行場（宜野湾

市）の名護市辺野古への移設については意見が分かれたが、

沖縄の振興発展については色んな意味で話し合いをしてき

た。大変思い出深く、そういう思いで焼香した」と語った。 

 葬儀は１３日午後３時から同じ大典寺（那覇市松山１の

９の１）で営まれる。喪主は妻樹子（みきこ）さん。 

 県は１０日、県庁や東京にある沖縄県の東京事務所など

に記帳所を設けた。県庁には朝から県民らが次々と訪れ、

追悼の思いを込めて名前を記入した。県は１３～１７日に

は、大阪市北区にある県大阪事務所と、名古屋市中区にあ

る名古屋駐在にも追加で記帳所を設ける。 

 

翁長知事死去 菅官房長官が那覇訪れ、通夜に参列 

毎日新聞 2018年 8月10日 20時 20分(最終更新 8月10

日 22時27分) 

 菅義偉官房長官は１０日、那覇市を訪れ、８日に急逝し

た翁長雄志知事の通夜に参列した。２人は２０１５年に複

数回会食して接点を探り合っており、菅氏は記者団に「辺

野古移設で意見が分かれていたが、沖縄の振興について話

し合ってきたことが思い出深い」と悼んだ。９月中に行わ

れる見通しの知事選について「地方の首長選なので政府の

立場でコメントは控える」と述べるにとどめた。  

 これに先立ち、菅氏は移設工事について防衛省沖縄防衛

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180810003763.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180810003763.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180810003763.html
http://www.asahi.com/area/okinawa/
http://www.asahi.com/area/okinawa/
http://www.asahi.com/topics/word/翁長雄志.html
http://www.asahi.com/topics/word/那覇市.html
http://www.asahi.com/topics/word/那覇市.html
http://www.asahi.com/topics/word/菅義偉（すが・よしひで）.html
http://www.asahi.com/topics/word/菅義偉（すが・よしひで）.html
http://www.asahi.com/topics/word/普天間飛行場.html
http://www.asahi.com/topics/word/沖縄県宜野湾市.html
http://www.asahi.com/topics/word/沖縄県宜野湾市.html
http://www.asahi.com/topics/word/名護市.html
http://www.asahi.com/topics/word/辺野古.html
http://www.asahi.com/topics/word/那覇市.html
http://www.asahi.com/area/okinawa/
http://www.asahi.com/topics/word/大阪市北区.html
http://www.asahi.com/topics/word/名古屋市中区.html
https://mainichi.jp/ch180805920i/%E7%BF%81%E9%95%B7%E7%9F%A5%E4%BA%8B%E6%AD%BB%E5%8E%BB
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180810003763.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180810003779.html
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局幹部と協議。県が辺野古沿岸部の埋め立て承認の撤回に

向けて実施した「聴聞」の説明を受けたとみられる。菅氏

は海への土砂投入を予定通り１７日に行うかについて「（県

の動向を）しばらく見守りたい」と述べた。【高橋克哉】  

 

翁長雄志沖縄県知事の通夜会場を出る菅義偉官房長官＝那

覇市で２０１８年８月１０日午後５時２２分、望月亮一撮

影 

 

翁長知事の通夜、別れ惜しむ 官房長官も焼香  

日経新聞2018/8/10 20:08 

記事保存 

 膵臓（すいぞう）がんのため８日に死去した沖縄県の翁

長雄志知事の通夜が 10 日、那覇市内の大典寺でしめやか

に営まれた。県内外の友人、知人や政界関係者など多くの

人が参列し、翁長氏との別れを惜しんだ。 

 

多くの弔問客が訪れた翁長沖縄県知事の通夜（10日、那覇

市） 

 菅義偉官房長官も会場を訪れ焼香した。多くの弔問客は

黒いかりゆしなどに身を包み、境内で長い列を作った。 

 祭壇には色とりどりの花が添えられ、笑顔の翁長知事の

遺影が飾られた。ハンカチで涙をぬぐう弔問客の姿も見ら

れた。稲嶺恵一元知事は参列後、「できることは全部やった

んだという、最後は安らかなお気持ちになられたと思う」

と静かに語った。 

 

しんぶん赤旗2018年8月11日(土) 

翁長氏

の急逝

悼 む 

那 覇 

小池・

赤嶺氏

ら通夜

参列 

 ８日

に急逝

し た

故・翁

長雄志

知事の

通夜が

１０日、那覇市の大典寺で営まれました。国政・県政の与

野党を問わず多くの人が参列し、翁長氏の急逝を悼みまし

た。 

 日本共産党から小池晃書記局長、赤嶺政賢県委員長（衆

院議員）、鶴渕賢次県委員長代理、猪原健書記長、渡久地修、

嘉陽宗儀、玉城武光、西銘純恵の各県議が参列しました。

小池氏は記者団に対し、「翁長知事の思いをしっかり受け継

いで建白書の立場を引き継ぐ知事を必ず誕生させ、辺野古

の新基地建設を完全に断念させることで翁長さんの思いに

応えたい」と決意を語りました。 

 参列した菅義偉官房長官は、辺野古新基地をめぐる知事

との激しい議論を「大変思い出深い」としつつ、新基地建

設は「地元の市長・県知事、閣議で決めた」として、引き

続き推進する考えを示しました。 

 自民党推薦で県知事選への立候補を表明している佐喜真

淳・宜野湾市長も参列。翁長氏については「目標とする政

治家」と述べる一方、翁長氏が命をかけて反対した辺野古

新基地建設の是非には一切触れませんでした。 

 城間みきこ那覇市長も参列しました。 

 

しんぶん赤旗2018年8月11日(土) 

翁長沖縄県知事死去で 志位委員長が弔電 

 日本共産党の志位和夫委員長は９日、翁長雄志沖縄県知

事の死去（８日）にあたり、弔電を送りました。全文は次

の通りです。 

 翁長雄志沖縄県知事の突然の訃報に接し、強い悲しみに

うたれています。心からのお悔やみを申し上げます。 

 みじんも揺らぐことのない不屈の信念と、烈々たる気概

をもち、県民の心をご自身の心として、文字通り命がけで

「辺野古に新基地をつくらせない」と訴え続けた翁長知事

 

（写真）翁長雄志知事の死を悼み通夜に訪れ

た人たち＝１０日、沖縄県那覇市 

javascript:void(0)
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の４年間のたたかいに、深い敬意と感謝をささげます。 

 「これからは保守は革新に敬意をもち、革新も保守に敬

意をもち、力をあわせて基地のない沖縄をつくりましょう」。

翁長知事のこの言葉が、深く心に残っています。保守・革

新の垣根を超えた、そして心を一つにした共闘にこそ沖縄

の未来がある。そのことをご自身の行動を通じて実証され

たのが翁長知事でした。 

 ご遺志を引き継ぎ、翁長知事が精魂を傾けて築き上げた

「オール沖縄」の結束を強め、来るべき知事選挙で必ず勝

利し、平和で誇りある豊かな沖縄を築くために、日本共産

党もあらゆる知恵と力をつくす決意です。 

 ８月９日 日本共産党幹部会委員長 志位和夫 

 

翁長知事の通夜、弔問続  々 笑顔の遺影、参列者冥福祈る 

琉球新報2018年8月11日 07:00  

 

翁長雄志知事の通夜。参列する人たちが続々と入っていっ

た＝１０日、那覇市の大典寺 

 ８日に死去した沖縄県の翁長雄志知事の通夜が10日夜、

那覇市松山の大典寺でしめやかに営まれた。菅義偉官房長

官、福井照沖縄担当相ら閣僚をはじめ、県内の政治・経済

関係者のほか、多くの一般県民が訪れ、翁長氏の冥福を祈

った。 

 遺体が入ったひつぎの傍らには、晩年好んで飲んでいた

ワインの瓶が並び、笑顔の翁長知事の遺影が飾られた。遺

族によると、遺影の写真はことし初めごろに孫３人を抱い

て撮った写真から切り取られた。 

 午後４時 10 分ごろ、自宅を出た翁長知事のひつぎは同

50分ごろ、大典寺に到着し、親族らがひつぎをゆっくりと

会場まで運んだ。午後５時半ごろから弔問客が続々と訪れ

て列ができ、午後６時から同９時まで弔問客は途切れなか

った。弔問客の一人によると、翁長さんは闘病で体は痩せ

つつも穏やかな顔をしていたという。 

 翁長知事の出棺は11日、告別式は13日午後３時から４

時半、那覇市松山１の９の１の大典寺で行われる。告別式

の前には、位牌（いはい）を乗せた車両が県庁正面玄関や、

４期計 14 年間の市長時代に通った那覇市役所の正面を通

過する。告別式の喪主は妻の樹子（みきこ）さん。 

 

遺影は穏やかな笑顔… 翁長知事の急逝惜しむ 沖縄で通

夜、1500人参列 

沖縄タイムス2018年8月11日 08:52 

 沖縄の基地負担軽減を訴え続け、８日に６７歳で亡くな

った翁長雄志知事の通夜が１０日夜、那覇市の大典寺で営

まれた。親族のほか、友人や国会議員、県議、県幹部ら約

１５００人が別れを惜しんだ。告別式は１３日午後３時か

ら同４時半、大典寺で執り行う。 

 

通夜が始まる前、会場入り口に並ぶ参列者＝１０日午後、

那覇市・大典寺（下地広也撮影） 

 遺影には今年の元旦に孫２人を膝にのせた写真が選ばれ

た。イメージカラーの鮮やかな緑のネクタイを締めている。

名護市辺野古の新基地建設に反対を貫き、難しい顔をする

ことの多かった知事が、仕事から離れ、穏やかな笑顔を浮

かべた貴重な１枚という。 

 稲嶺恵一元知事（８４）は２カ月前から病状が思わしく

なかったことと聞き、「病院に駆けつけた時、本当に安らか

な顔だった。２カ月前から覚悟し、できることは全部やっ

たんだという気持ちではないか」と沈痛な面持ちで語った。 

 ２年間秘書を務めた県職員の中山貴史さん（４０）は車

の中や飛行機の待ち時間で翁長知事の言葉を聞いた。米軍

関係の事件・事故が相次いでも「沖縄の発展に足かせにな

るなら取り除かなければならない」と疲れを見せない一方、

「僕の仕事を基地だけと思っているでしょう」と言いなが

ら、子どもの貧困問題などに懸命に取り組んでいた姿が忘

れられないと語った。 

 

沖縄知事選 翁長氏後継選び加速 自民けん制「経済が争

点」 

東京新聞2018年8月12日 朝刊 

 沖縄県の翁長雄志（おながたけし）知事の死去に伴い九

月に行われる見通しになった知事選に向け、同県名護市辺

野古（へのこ）での米軍新基地建設に反対を訴える陣営は、

翁長氏の後継候補の人選を加速させる構えだ。自民党は基

地問題の争点化を嫌い、経済を前面に押し出している。 

 新基地反対陣営は十三日に予定される告別式後、一気に

人選を本格化させる方針。陣営にとって今回の知事選は「弔

い合戦」。新基地建設の是非を争点に位置付け、埋め立て承

認の撤回を表明した翁長氏の遺志を継ぐ候補を前提にする。 

 四年前に翁長氏の後任として那覇市長に就任した城間幹

https://030b46df30379e0bf930783bea7c8649.cdnext.stream.ne.jp/archives/002/201808/large-7ae310831bac4f31cb857accbfb823c4.jpg
http://www.okinawatimes.co.jp/articles/gallery/297248?ph=1
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子（しろまみきこ）氏は十一日の「県民大会」で「私たち

が翁長氏の遺志を継いでいきたい」と呼びかけた。陣営は

「翁長氏の火を消さない」（幹部）と、前回知事選で革新勢

力に保守支持層も加わった「オール沖縄」の支援で翁長氏

が当選したことを念頭に、幅広い支持が得られる候補の擁

立を目指す。 

 これに対し、既に宜野湾（ぎのわん）市長の佐喜真（さ

きま）淳氏の擁立を決めた自民党は、反発が根強い新基地

建設に話題が集中することを警戒する。菅義偉（すがよし

ひで）官房長官は十日夕、那覇市内での翁長氏の通夜に参

列。知事選について「県民の皆さんの経済や福祉、沖縄の

発展など、さまざまなことが争点になるだろう」と記者団

に語り、新基地反対派をけん制した。 

 加えて、知事選と自民党総裁選の日程が重なることも、

政権側には懸念材料だ。自民党関係者は「これまでの沖縄

県内の首長選のように、幹部や知名度の高い国会議員を

次々投入しにくい」と漏らす。知事選の投開票日は九月二

十三日か三十日になる見込み。 （篠ケ瀬祐司） 

  

翁長知事の通夜営まれる 沖縄 那覇 

ＮＨＫ2018年8月10日 18時48分 

 

８日亡くなった、沖縄県の翁長知事の通夜が那覇市で営ま

れていて、ゆかりのあった人たちが次々に訪れて、別れを

惜しんでいます。 

沖縄のアメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設反対

を訴えて、国と激しく対立してきた沖縄県の翁長知事は８

日、すい臓がんのため67歳で亡くなりました。 

10日、午後６時から那覇市の大典寺で通夜が営まれていて、

白い花に囲まれた祭壇の中央には朗らかにほほえむ翁長知

事の遺影が飾られました。 

稲嶺恵一元知事や菅官房長官などゆかりのあった人たちが

次々に弔問に訪れていて、別れを惜しんでいます。 

夜は午後９時まで行われ、告別式は今月 13 日の午後３時

から通夜と同じ那覇市の大典寺で営まれます。 

稲嶺元知事「全身全霊、頑張り抜いた」 

通夜に訪れた稲嶺恵一元沖縄県知事は「全身全霊、全力を

尽くして頑張り抜いた。私が知事選に出馬するときにいち

ばん、影響を与えたのは翁長知事だった。本当にご苦労様

でした。お疲れ様でした。どうぞ安らかにお休みください

と申し上げました」と述べました。 

菅官房長官「意見分かれたが思い出深い」 

菅官房長官は、沖縄県の翁長知事の通夜に出席したあと、

記者団に対し、「翁長知事と私は普天間飛行場の移設につい

て意見は分かれていたが、沖縄の振興策を話し合ってきた

ことは大変思い出深く、そういう思いを持って焼香した」

と述べました。 

また、アメリカ軍普天間基地の名護市辺野古への移設工事

で、今月 17 日にも行うとしている埋め立て予定地への土

砂の投入について、「きのう沖縄県が国からの『聴聞』を行

ったので、それを踏まえて今後どうするかは沖縄県が決め

ることで、しばらく見守りたい」と述べました。 

さらに、今度の沖縄県知事選挙について、「地方選挙であり、

基本的には県民の経済や福祉、それに沖縄の未来に向けて

の発展などさまざまなことが争点になるだろう」と述べま

した。 

 

翁長知事の書籍、売り切れも 書店に特設コーナー 

沖縄タイムス2018年8月11日 05:52 

 沖縄県の翁長雄志知事の訃報を受け、自身の著書「戦う

民意」（角川書店）など関連本の売れ行きが伸びている。那

覇市牧志のジュンク堂書店那覇店では８日夜から、追悼の

言葉を添えた特設コーナーを設けて関連本５冊を陳列した。 

 

書店に設けられた翁長知事の特設コーナー 

 「戦う民意」は２０１５年発行。同店では翁長知事の訃

報が報道された８日夜から再び売れ始め、９日夜までに完

売した。出版社に在庫を問い合わせたが、すでになかった

という。 

 森本浩平店長（４３）は「沖縄のために尽くした功績が

評価され、足跡をたどりたいというお客さまが手に取って

いるのでは」と推し量る。特設コーナーで足を止めた西原

町の男性（８６）は「政府の圧力にも負けず、沖縄戦、基

地の重圧の歴史を訴えた。よくぞ沖縄魂を見せてくれた。

本当に惜しい人を失ったよ」と目に涙をためた。 

 大手通販サイトのアマゾンでは９日午前１０時半時点で、

松原耕二さん著「反骨 翁長家三代と沖縄のいま」（１６年、

朝日新聞出版）が本の政治家部門売り上げランキングで２

位を記録した。 

 

政府・与党 翁長氏悼む 知事選見据え低姿勢 

https://mainichi.jp/ch151019249i/%E6%94%BF%E5%BA%9C%E3%83%BB%E4%B8%8E%E5%85%9A
http://www.okinawatimes.co.jp/articles/gallery/297027?ph=1
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毎日新聞2018年8月9日 21時20分(最終更新 8月9日 

21時38分) 

 

記者会見する安倍晋三首相＝長崎市で２０１８年８月９日

午後１時１分、森園道子撮影 

 安倍晋三首相は９日、長崎市で記者会見し、沖縄県の翁

長雄志知事の死去について「常に沖縄の発展のために命懸

けで取り組んでこられた政治家だ。沖縄の発展のために尽

くされたご貢献に敬意を表したい」と哀悼の意を示した。

米軍普天間飛行場（同県宜野湾市）の名護市辺野古への移

設を巡って対立してきた政府・与党だが、９月中に実施さ

れる見通しの知事選も見据え、亡くなった翁長氏を悼む姿

勢を強調している。  

 首相は、沖縄に米軍基地の負担が集中している現状を挙

げ「基地負担の軽減、沖縄県の発展のため、常に沖縄に寄

り添いながら全力を尽くす」と語った。自民党の二階俊博

幹事長が９日に弔問のため急きょ沖縄入りしたほか、菅義

偉官房長官も１０日に沖縄を訪問する。  

 １１月１８日に投開票予定だった知事選は９月中に前倒

しとなる見通しだ。辺野古移設を目指す政府・与党は同県

宜野湾市の佐喜真淳市長の擁立を決めている。与党側は移

設反対を掲げた翁長氏の「弔いムード」が広がることを警

戒し、まずは翁長氏を悼むことで県民感情の反発を招かな

いよう腐心している。菅氏は会見で沖縄の負担軽減に向け

「翁長知事の沖縄にかける思いをしっかり受け止め、全力

で取り組みたい」とアピールした。【竹内望、野間口陽】  

 

沖縄県の「聴聞」打ち切りに不満＝小野寺防衛相 

 
閣議後、記者団の取材に応じる小野寺五典防衛相＝１０日

午前、首相官邸 

 小野寺五典防衛相は１０日の閣議後の記者会見で、米軍

普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移設をめ

ぐり、埋め立て承認撤回に向け、県が９日実施した沖縄防

衛局への「聴聞」について「十分な質疑応答がなされず、

約２時間半で終結宣言がなされ、防衛省としては満足のい

くやりとりができなかった」と述べ、県の対応に不満を示

した。防衛省は聴聞の継続を求めていた。（時事通信

2018/08/10-11:34） 

 

土砂投入、県の出方見極め＝沖縄防衛局から聴聞報告－菅

官房長官 

 菅義偉官房長官は１０日、那覇市内で防衛省沖縄防衛局

幹部と会い、米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護

市辺野古移設をめぐり、県が埋め立て承認撤回に向けて同

局を対象に行った聴聞について報告を受けた。この後、菅

氏は記者団に、１７日に予定される辺野古沖への土砂投入

について「（撤回を）どうするかは沖縄県が決めることであ

り、しばらく見守りたい」と述べ、県の出方を見極めて判

断する考えを示した。（時事通信2018/08/10-18:57） 

 

陸上イージス、円滑に導入＝日米防衛相が一致 

 小野寺五典防衛相は１０日夜、マティス米国防長官と電

話で会談し、日本が米国から調達する陸上配備型迎撃ミサ

イルシステム「イージス・アショア」について、円滑な導

入に向けて引き続き協力していくことで一致した。日本の

陸上イージス導入をめぐっては、日ロ両政府による先の外

務・防衛担当閣僚協議（２プラス２）でロシア側が懸念を

示している。 

 電話会談ではまた、北朝鮮の全ての大量破壊兵器とあら

ゆる射程の弾道ミサイルの「完全かつ検証可能で不可逆的

な廃棄（ＣＶＩＤ）」に向け、国連安全保障理事会決議の完

全な履行を引き続き求めていくことを確認した。（時事通信

2018/08/10-23:43） 

 

陸上イージス、２６日から再説明＝山口 

 山口県萩市は１０日、陸上配備型迎撃ミサイルシステム

「イージス・アショア」の配備に関し、政府が２６、２７

両日に住民説明会を開くと発表した。６月の説明会の後、

防衛省が現地調査を延期したことを踏まえ、同市の藤道健

二市長が再説明を要望していた。隣接する阿武町でも２８、

２９両日に説明会が開かれる。（時事通信2018/08/10-18:04） 

 

米、北朝鮮と「ほぼ毎日連絡」 ポンペオ氏再訪朝は未定 

共同通信2018/8/10 08:46 

 【ワシントン共同】米国務省のナウアート報道官は9日

の記者会見で、北朝鮮と、ほぼ毎日のように連絡を取り合

っていると述べる一方、ポンペオ国務長官の再訪朝は未定

だと説明した。 

 ナウアート氏は、米朝間で電話や電子メールを使ったや

りとりが「毎日か1日おき」のペースで続いていると述べ

た。 

 ボルトン大統領補佐官（国家安全保障問題担当）は6日、

https://www.jiji.com/jc/giin?d=78db4919f73c50e39d25735e0d2d420c&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=f63b32557bd8a2a0292134a658fb87c2&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018081000491&p=0180810at20&rel=pv
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ポンペオ氏が平壌を訪れて金正恩朝鮮労働党委員長と会談

することを最近、北朝鮮側に提案したと明らかにしたが、

ナウアート氏は「公表できる会議や出張の予定はない」と

述べた。 

 

韓国と北朝鮮、思惑にずれも＝閣僚級会談の代表団確定 

 【ソウル時事】韓国統一省は１１日、板門店の北朝鮮側

施設「統一閣」で１３日に行われる北朝鮮との閣僚級会談

について、双方の代表団が確定したと発表した。韓国は趙

明均統一相が首席代表で、大統領府の南官杓・国家安保室

第２次長らが出席、次回の南北首脳会談の日程や議題の調

整を行いたい考えとみられる。 

 これに対し、北朝鮮は祖国平和統一委員会の李善権委員

長が首席代表を務め、金潤赫鉄道省次官らが参加。鉄道連

結問題を重視する布陣で、双方の思惑のずれが表面化する

可能性もある。 

 １１日付の韓国紙・朝鮮日報は、韓国政府が当初、秋に

予定されていた次回首脳会談を８月中にも開く方向で北朝

鮮と本格協議していると報じた。非核化や朝鮮戦争の終戦

宣言をめぐり、こう着状態に陥っていた米朝間の交渉で最

近、「進展が見られる」と判断したためという。 

 具体的な進展内容は明らかではないが、１３日の南北閣

僚級会談に続き、ポンペオ米国務長官が近く訪朝。米朝協

議を受けて南北首脳会談も開かれるというシナリオを同紙

は伝えている。 

 ただ、南北の鉄道連結を早期に実現させ、国際制裁の緩

和・解除に向けた突破口にしたい北朝鮮に対し、韓国側は

非核化実現まで大規模投資は困難な状況。北朝鮮は、４月

の南北首脳会談で署名された「板門店宣言」の履行に関し

「実質的に進んでいることはほとんどない」（朝鮮労働党機

関紙・労働新聞）と不満をあらわにしている。（時事通信

2018/08/11-18:17） 

 

非核化でも「核技術保持」＝米国への不信感鮮明－北朝鮮

外相 

 【カイロ時事】北朝鮮の李容浩外相は９日、訪問先のイ

ランでラリジャニ国会議長と会談し、非核化に関連して「非

核化に合意したが、米国がわれわれに対する敵視を放棄し

ないことは承知している。このため、われわれは核技術を

保持するだろう」と語った。イランのメヘル通信が伝えた。 

 李外相は「われわれの主な目標は朝鮮半島全体の完全な

非核化だ」と改めて主張。「米国が自らの約束を順守する必

要があるが、彼らはそれを拒んでいる」と述べ、米国への

根強い不信感をあらわにした。（時事通信2018/08/10-17:40） 

 

北朝鮮、国連総長に反発＝訪日時の発言「無謀」 

 【ニューヨーク時事】北朝鮮国連代表部は１０日の声明

で、訪日したグテレス国連事務総長が、８日の安倍晋三首

相との共同記者発表で「完全で検証可能かつ不可逆的な非

核化によって、北朝鮮が国際社会の正常なメンバーになる

ことを推進する」と発言したことについて、「無謀」だと反

発した。 

 声明は、６月の米朝首脳会談を「世界が支持・歓迎」す

る中で、グテレス氏の発言は「驚きだ」と強調。「国連事務

総長なら制裁の（維持を求める）合唱をするだけでなく、

朝鮮半島の現状に利益となることをすべきだ」と主張した。

（時事通信2018/08/11-07:41） 

 

北朝鮮、国連総長を批判 日本での非核化発言に反発 

共同通信2018/8/11 06:49 

 

安倍首相との会談後、共同記者発表する国連のグテレス事

務総長＝8日午前、首相官邸 

 【ニューヨーク共同】北朝鮮の国連代表部は10日、グテ

レス国連事務総長が安倍晋三首相との共同記者発表で北朝

鮮の完全非核化を求めたことについて「無謀な発言」だと

批判する報道声明を発表した。 

 グテレス氏が国連憲章で定められていない国際社会の

「正常なメンバー」の資格に言及したと問題視。「特定の国

を喜ばせるために制裁を声高に唱えるのではなく、朝鮮半

島の平和と安定のために有益なことをするべきだ」と不満

を表明した。 

 グテレス氏は 8 日に安倍首相と東京で会談後、「完全で

検証可能、不可逆的な非核化により、北朝鮮は国際社会で

正常なメンバーになることができる」と述べた。 

 

安保理決議の完全履行を 対北朝鮮、日米防衛相が電話  

日経新聞2018/8/11 0:53 

 小野寺五典防衛相は 10 日夜、マティス米国防長官と電

話し、北朝鮮情勢で意見交換した。両氏は米朝首脳間の書

簡のやりとりなど直近の動きを踏まえ、核を含む全ての大

量破壊兵器と弾道ミサイルの「完全かつ検証可能で不可逆

的な廃棄」に向け、国連安全保障理事会決議の完全履行を

求める方針を確認した。 

 日本が導入を目指す地上配備型迎撃システム「イージス・

アショア」を巡り、小野寺氏から７月末に選定した搭載レ

ーダーなどについて説明。円滑に導入できるよう、日米で

引き続き協力することで一致した。 

 両氏は、中国による沖縄県・尖閣諸島周辺への領海侵入

を念頭に、日本の施政を損なおうとするいかなる一方的な

行動にも反対することを改めて確認。引き続き東シナ海の
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情勢を注視し、地域の平和と安定のため協力していくとし

た。 

 会談は午後９時半から約30分間行われた。 

〔共同〕 

 

拘束邦人、事実上の「人質」＝日本に揺さぶりも－北朝鮮

専門家 

 【ソウル時事】北朝鮮国営メディアは、日本人男性の拘

束について報じておらず、具体的な状況や容疑は明らかに

なっていない。専門家は、北朝鮮が拘束男性を事実上の「人

質」として、日本政府との「交渉カード」に利用、揺さぶ

りをかけてくる可能性が高いとみている。 

 韓国の拉致被害者家族でつくる「拉北者家族会」の崔成

竜代表は１１日、電話取材に「日本が拉致問題の解決を求

めているのに対し、北朝鮮は『解決済みだ』と主張し、過

去の清算を訴え、対立している」と指摘。「こうした状況で

拘束された日本人男性は、いわば『人質』のようなもので、

北朝鮮は、日本政府を対話に誘導するために利用するだろ

う」という見方を示した。拘束した日本人男性に記者会見

をさせ、「日本の情報機関の指示でスパイ活動を働いた」な

どと「罪の自白」をさせたりすることも考えられるという。 

 北朝鮮は５月、金正恩朝鮮労働党委員長とトランプ大統

領による史上初の米朝首脳会談を前に、信頼醸成措置の一

環として、拘束していた米国人３人を解放している。崔氏

は、北朝鮮当局が最終的には「正恩氏の配慮」を強調し、

「日本政府の要請を受け、赦免する」と発表する展開もあ

り得るとみている。 

 韓国のシンクタンク、世宗研究所の鄭成長・研究企画本

部長も「北朝鮮は、米国人を『スパイ行為』や『敵対行為』

を理由に相次いで拘束した。日本人拘束が事実なら、交渉

カードとして使うだろう」と分析。北朝鮮に詳しい別の筋

も「北朝鮮がどのような形で拘束を公表するかはケースご

とに異なるが、交渉に利用する可能性は高い」と述べた。

（時事通信2018/08/11-14:43） 

 

北朝鮮で日本人男性拘束＝政府、情報収集急ぐ 

 北朝鮮で日本人の中年男性１人が現地当局に拘束された

ことが分かった。日本政府関係者が１１日、明らかにした。

政府は拘束の理由や安否について情報収集を急ぎ、解放に

向けた交渉も進めるとみられる。 

 政府関係者によると、男性は旅行目的で中朝国境から北

朝鮮に入り、数日前に西部の南浦で拘束されたもよう。別

の政府関係者は「邦人保護の観点で対応している」と語っ

た。 

 安倍晋三首相は北朝鮮への制裁を維持しつつ、日本人拉

致問題の解決に向けて金正恩朝鮮労働党委員長との首脳会

談に意欲を示している。日本政府内には、今回の拘束は「日

本を揺さぶる狙い」との見方があり、日朝関係に影響を与

える可能性もある。 

 日本外務省は国民に北朝鮮への渡航自粛を求めている。

北朝鮮は過去にもスパイ容疑などで日本人を拘束したこと

がある。（時事通信2018/08/11-16:27） 

 

北朝鮮当局が日本人男性を拘束 政府、早期釈放呼び掛け 

共同通信2018/8/11 19:31 

 日本人男性が北朝鮮で今月、現地当局に拘束されたこと

が分かった。日本政府は情報収集を進めるとともに、北京

の大使館ルートなどを通じて早期釈放を呼び掛けている。

複数の政府関係筋が11日、明らかにした。日本人拉致問題

の解決に向け、金正恩朝鮮労働党委員長との首脳会談実現

を目指す安倍晋三首相の戦略に影響を与える可能性もある。 

 関係筋によると、男性は 30 代。外国の旅行会社のツア

ーを利用して北朝鮮に入り、西部の港湾都市・南浦を訪れ

ていたという。過去にも北朝鮮に渡航していたとの情報も

ある。北朝鮮では日本の元新聞記者が 1999 年にスパイ容

疑で拘束され、約2年間抑留された。 

 

北朝鮮が拘束の日本人男性、旅行会社のツアーで入国か 

朝日新聞デジタル2018年8月11日19時50分 

地図 

 北朝鮮で今月、現地当局に拘束された日本人男性は、北

朝鮮西部の南浦（ナムポ）で拘束されていたことがわかっ

た。男性は３０代で、海外の旅行会社が企画したツアーで

北朝鮮に入ったという。日本政府は外交ルートで北朝鮮側

に詳しい経緯の説明を求める方針だ。 

 複数の日本政府関係者が明らかにした。関係者によると、

男性は南浦で複数人で行動中、北朝鮮当局に拘束された。

南浦は海軍造船所などがある軍港として知られ、スパイ行

為の容疑をかけられた可能性がある。外務省の邦人保護を

担う領事局が引き続き情報収集などをしている。 

 北朝鮮では１９９９年、元新聞記者がスパイ容疑で拘束

され、約２年間抑留されたことがある。政府関係者は「北

朝鮮に対してどういう経緯で何の容疑で拘束しているのか

説明を求める必要がある」と話すが、日朝間には国交がな

いことから、領事面会など通常の邦人保護対応が困難とな

っているとみられる。 

 

北朝鮮で日本人拘束 政府が情報収集  

日経新聞2018/8/11 19:00 

 北朝鮮で日本人男性が現地当局に拘束されたことが 11

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811002261.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/外務省.html
http://www.asahi.com/topics/word/自衛隊法改正の動き.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/北朝鮮ミサイル問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/自衛隊法改正の動き.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180811002261.html
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日わかった。複数の日本政府関係者が明らかにした。男性

は北朝鮮西部の南浦を訪れたとみられ、日本政府は拘束の

理由や男性がどういう状況に置かれているかなど情報収集

を急いでいる。北京に置く大使館のルートなどを通じて北

朝鮮側に早期の解放を働きかける方針だ。 

 北朝鮮は過去にもスパイ容疑などで国内にいた日本人を

拘束したことがある。安倍晋三首相は日本人拉致問題の解

決を目指し金正恩（キム・ジョンウン）委員長との直接会

談に意欲を示している。日本人の拘束が今後の調整にどう

影響するかは不透明だ。外務省関係者は「政治的な交渉材

料にされないようにしないといけない」と語った。 

 

北朝鮮が邦人拘束 ３０代男性 政府、釈放呼び掛け 

東京新聞2018年8月12日 朝刊 

  

 日本人男性が北朝鮮で今月、現地当局に拘束されたこと

が分かった。日本政府は情報収集を進めるとともに、北京

の大使館ルートなどを通じて釈放を呼び掛けている。複数

の政府関係筋が十一日、明らかにした。日本人拉致問題の

解決に向け、金正恩（キムジョンウン）朝鮮労働党委員長

との首脳会談実現を目指す安倍晋三首相の戦略に影響を与

える可能性もある。 

 関係筋によると、男性は三十代。外国の旅行会社のツア

ーを利用して北朝鮮に入り、西部の港湾都市・南浦を訪れ

ていたという。過去にも北朝鮮に渡航していたとの情報も

ある。北朝鮮では日本の元新聞記者が一九九九年にスパイ

容疑で拘束され、約二年間抑留された例がある。北朝鮮の

李容浩（リヨンホ）外相は十一日、シンガポールとイラン

歴訪を終え、帰国のため経由した北京国際空港で記者団に

日本人男性が拘束された理由を問われたが、一切答えなか

った。 

 日本外務省関係者は、邦人拘束事案について「確認中だ」

と述べ、詳細を明らかにしなかった。政府内には「北朝鮮

が拘束した男性を対日交渉のカードとして使い、日本に揺

さぶりをかけてくる可能性もある」との見方が出ている。

日本政府は、全国民に北朝鮮への渡航自粛を要請している。 

 

JNN11日19時09分 

北朝鮮が拘束の邦人男性、ツアー旅行の３９歳映像クリエ

ーター 

 日本人が北朝鮮当局に拘束された問題で、男性はツアー

旅行で訪朝した３９才の映像クリエーターで、１０日に拘

束されたことがわかりました。政府は情報収集を急いでい

ます。 

 政府関係者などによりますと、ツアー旅行で訪朝してい

る３９歳の映像クリエーターの日本人男性が１０日の昼、

北朝鮮西部の南浦（ナンポ）で拘束されたということです。

男性は複数回訪朝経験があり、去年は、北東部の羅先（ラ

ソン）を訪れていたということです。 

 「（Ｑ．日本人がなぜ拘束されたのですか？）・・・・・」

（李容浩外相） 

 男性を知る人は「連絡がとれていない」と話していて、

日本政府は男性が拘束された経緯について、情報収集を急

いでいます。 

 

南北労働団体、徴用工像に献花 歴史問題で連携の動き  

日経新聞2018/8/11 20:45 

 【ソウル＝山田健一】韓国と北朝鮮の労働団体の代表ら

は11日、ソウル市内の竜山（ヨンサン）駅前に設置された

日本の植民地支配下で徴用された労働者を象徴する像を訪

ねた。聯合ニュースが伝えた。韓国の団体関係者数百人が

集まる中、北朝鮮の団体代表らが徴用工像に献花。南北が

日本の植民地支配を巡る歴史問題で連携する動きをみせた。 

 北朝鮮の労働団体「朝鮮職業総同盟」のチュ・ヨンギル

委員長らは、南北民間交流の一環で韓国入り。韓国側から

「全国民主労働組合総連盟（民主労総）」の金明煥（キム・

ミョンファン）委員長らが出迎え、市内で会合を開いた。

会合終了後、徴用工像を訪ねた。 

 聯合によると、金委員長は会合で「南北の労働者がより

頻繁に会い、祖国統一の機運を作っていこう」と表明。北

朝鮮に対する経済制裁を批判する一幕もあったという。 

 

産経新聞2018.8.11 22:14更新  

南北の労働団体、ソウルで「統一サッカー」 首脳会談後、

初の民間交流…徴用工像に献花も 

 １１日、ソウルで開かれた南北

労働者統一サッカー大会で対戦する選手（共同） 

 【ソウル＝名村隆寛】韓国と北朝鮮の労働団体による「南

北労働者統一サッカー大会」が１１日、ソウルのワールド

http://www.sankei.com/world/photos/180811/wor1808110023-p1.html
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カップ競技場で行われた。同大会は１９９９年に北朝鮮の

平壌で初開催され今回で４回目で、２０１５年以来３年ぶ

り。４月に板門店で開かれた南北首脳会談以降、初の民間

団体による交流行事となった。 

 大会は韓国の韓国労働組合総連盟と全国民主労働組合総

連盟が主催。北朝鮮の「朝鮮職業総同盟」の２チームとそ

れぞれ対戦した。観客らは朝鮮半島に韓国が占拠する竹島

（島根県隠岐の島町）を描いた「統一旗」を振り、「われわ

れは一つ」「祖国統一」などと歓声をあげた。 

 朝鮮職業総同盟の朱英吉（チュ・ヨンギル）中央委委員

長らは試合前に、ソウル中心の竜山（ヨンサン）駅を訪問。

駅前に設置された、日本の朝鮮半島統治下で「強制された」

という「徴用工」の像に献花し、対日問題で共闘の姿勢を

示した。 

 

慰安婦問題研究所が開所、ソウル 日韓合意批判の教授が

所長に 

共同通信2018/8/10 19:28 

 

「日本軍『慰安婦』問題研究所」の開所式で記者団の質問

に答える金昌禄所長。右は鄭鉉栢女性家族相＝10日、ソウ

ル（共同） 

 【ソウル共同】慰安婦問題を研究する韓国政府の「日本

軍『慰安婦』問題研究所」の開所式が10日、ソウルで開か

れた。所長には 2015 年の慰安婦問題を巡る日韓合意に批

判的な慶北大の金昌禄教授が就任。日本政府は外交ルート

を通じ、合意の理念に反することがないよう韓国側に求め

た。 

 金氏は開所式で、研究所と日韓合意は無関係だと強調。

「日本の慰安婦問題は普遍的な女性の人権と平和の問題で、

研究はどの国であってもしなければならない。代表的な被

害国の一つである韓国が行うのは当然のことだ」と主張し

た。 

 

日韓市民団体が靖国神社反対集会 「植民地主義と一体」 

共同通信2018/8/11 17:46 

 靖国神社の思想に反対する日韓の市民団体が 11 日、東

京都内で集会を開き、安倍政権の歴史認識や改憲について

も議論した。約320人が参加し、東京大の高橋哲哉教授（哲

学）は「靖国神社は日本の植民地主義の歴史と一体になっ

て発展してきた」と述べた。 

 ベストセラー「日本軍兵士」の著書がある一橋大の吉田

裕特任教授は、太平洋戦争中に死亡した日本兵の6割が餓

死だったとの推計や、特攻死、自殺など特異な死が目立っ

たことを例示。「靖国思想の追悼には顕彰が含まれる。死者

を英霊にまつりあげなければ戦えなかった」と話した。 

 集会では日韓の歌手や韓国の若者グループが歌や踊りも

披露した。 

 

「懸案解決が必要」＝日中条約４０周年シンポジウム 

 

１１日、北京で開かれた日中平和友好条約締結４０周年記

念シンポジウムで発言する鳩山由紀夫元首相 

 【北京時事】１２日の日中平和友好条約締結４０周年を

記念したシンポジウムが１１日、北京のホテルで開かれた。

日中の元政府高官ら出席者からは日中関係改善の流れを歓

迎する一方、歴史問題などの懸案解決が必要だという意見

が相次いだ。 

 基調報告を行った鳩山由紀夫元首相は「歴史問題は未解

決のままだ」と指摘し、一層の関係改善に努めるよう安倍

政権に求めた。中国の戴秉国・元国務委員は「中日関係が

正常な軌道に戻る時期にあるからこそ、双方が敏感な問題

の善処に取り組まないといけない」と述べた。 

 一方、日本の横井裕駐中国大使は「今後は日中の要人往

来や協議が定期的に行われ、日中間の意思疎通がさらに緊

密になる」と語り、年内の安倍晋三首相の訪中や来年の習

近平国家主席の訪日実現を目指す考えを強調した。シンポ

ジウムは中国政府のシンクタンクである中国社会科学院が

主催した。（時事通信2018/08/11-15:47） 

 

野村万作・萬斎さんが狂言公演＝日中平和条約４０周年記

念－北京 

 
日中平和友好条約締結４０周年記念の狂言公演で狂言の魅

力を解説する野村萬斎さん＝１０日、中国北京市（主催者

提供） 

https://www.jiji.com/jc/giin?d=489b6a5cf02ef7341b2b098cd217df31&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018081100386&p=0180811at29&rel=pv
https://www.jiji.com/jc/article?g=soc&k=2018081000876&p=0180810atg4&rel=pv
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 【北京時事】日中平和友好条約の締結から１２日で４０

年を迎えるのを記念して、人間国宝の野村万作さんと、俳

優としても活躍する野村萬斎さん親子による狂言の公演が

１０日夜、北京市内で行われた。 

 冒頭、萬斎さんは「皆さんと同じ親しみのある人間性を

描いている」と狂言の魅力を解説。２０２０年東京五輪・

パラリンピックの開閉会式を総合統括することが決まった

ばかりとあって、「次は東京で見てほしい」と観客に呼び掛

けた。 

 

日中平和友好条約締結４０周年記念の狂言公演で舞台あい

さつする野村万作さん（前列左）と野村萬斎さん（同右）

＝１０日、北京 

 この日は、「棒縛」（ぼうしばり）、「川上」（かわかみ）、

「茸」（くさびら）の３演目を披露。萬斎さんの長男、裕基

さんも出演した。 

 萬斎さんは、主演した映画「陰陽師」をきっかけに中国

でも人気があり、一般販売された約７４０枚のチケットは

３０分ほどで完売。北京の日本大使館で１１日に開催予定

の狂言講座にも、聴講希望者が殺到した。（時事通信

2018/08/10-21:45） 

 

日中首相が祝電交換 平和友好条約署名４０年  

日経新聞2018/8/12 5:00 

 安倍晋三首相と中国の李克強（リー・クォーチャン）首

相は日中平和友好条約の署名40年を迎えた12日、祝電を

交換した。安倍首相は「両国は地域や世界の平和と繁栄に

大きな責任を共有している。手を携えて協力を深め、国際

社会が直面する諸課題の解決に貢献し、その期待に応えて

いきたい」と強調した。年内に訪中し、日中関係を新たな

段階に押し上げたい考えを示した。 

 李氏は同条約を含む日中の４つの政治文書を順守する重

要性を指摘した。「互恵協力を深め、意見の相違を適切にコ

ントロールし、中日関係の長期的で健全かつ安定した発展

を推進していく」とした。 

 

信頼回復へ「正直、公正」訴え＝石破氏、総裁選出馬を表

明－自民 

 自民党の石破茂元幹事長（６１）は１０日、衆院議員会

館で記者会見し、９月の党総裁選に出馬する意向を正式に

表明した。森友・加計学園問題など相次ぐ政権不祥事に批

判が高まったことを踏まえ、信頼回復へ「国民本位の政治・

行政改革」の断行を公約。安倍晋三首相（６３）の政権運

営を念頭に「正直、公正」を訴えた。 

 

自民党総裁選への出馬を表明する石破茂元幹事長＝１０日

午後、東京・永田町 

 総裁選への正式な立候補表明は石破氏が初めて。３選が

懸かる首相は今月下旬に正式に出馬表明する方向だ。野田

聖子総務相（５７）は推薦人確保のめどが立っておらず、

首相と石破氏の一騎打ちとなりそうだ。 

 石破氏は会見で人口減少や東京への一極集中、厳しさを

増す安全保障環境などの課題を挙げ、「日本の設計図を書き

換えるには、政治が国民に誠実で謙虚で正直に勇気を持っ

て真実を語る姿勢が必要だ」と主張した。 

 「正直、公正、石破茂」と題する公約ビラも発表し、「国

民の思いに近い政治」を取り戻すなどと強調。石破政権が

実現した場合の１００日プランとして「官邸の信頼回復」

や「国会運営の改善」などを掲げた。今後３０年の社会・

経済発展に向けた長期ビジョンを策定する考えも示した。 

 憲法改正については会見で、参院選挙区の合区解消と緊

急事態条項の創設を優先事項に列挙。９条改正は「国民の

深い理解が必要だ」と述べ、慎重な議論を求めた。９条１、

２項を維持して自衛隊根拠規定を設ける首相案に対抗し、

戦力不保持の２項削除論も展開。また、持論である地方創

生に軸足を置いた「アベノミクス」の修正を主張した。具

体的な政策は改めて説明する。 

 首相の総裁任期満了に伴う総裁選は９月７日告示、同２

０日投開票となる見通し。石破氏は自身が率いる石破派（２

０人）と参院竹下派（２１人）の大半の支持を取り付けた。

今後は他の国会議員や党員・党友の「地方票」の取り込み

を図る。（時事通信2018/08/10-18:44） 

 

石破氏、首相の9条改憲案を批判 「合区解消が優先」 

共同通信2018/8/11 19:01 

 

自民党総裁選への決意を述べる石破元幹事長＝11日、鳥取
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県米子市 

 自民党総裁選への立候補を表明した石破茂元幹事長は

11日、鳥取県米子市の国政報告会で、安倍晋三首相が訴え

る憲法9条への自衛隊明記案では自衛隊の権限や役割が変

わらないとして「何も変わらない改憲をしてどうするのだ」

と批判した。9 条改憲より参院選「合区」の解消や緊急事

態条項新設を優先すべきだと重ねて強調した。 

 先の国会で成立した参院定数を6増やす改正公選法はあ

くまで緊急避難的だとした上で「合区解消のための改憲を

急ぐべきだ」と述べた。緊急事態条項については「いつ首

都直下型地震や南海トラフ巨大地震が起こるか分からない」

と訴えた。 

 

自民総裁選、石破氏が出馬表明 「正直、公正」を主張 

朝日新聞デジタル岩尾真宏2018年8月10日16時24分 

自民党総裁選への立候補を正式表明する石破茂・元幹事長

＝２０１８年８月１０日午後４時２４分、東京・永田町の

衆院第２議員会館、岩下毅撮影 

 自民党の石破茂・元幹事長（６１）は１０日、国会内で

記者会見し、９月の党総裁選に立候補する意向を正式に表

明した。森友・加計（かけ）学園問題をめぐる安倍政権の

対応などを念頭に、「正直、公正」な政治姿勢を打ち出した。

連続３選を目指して今月下旬にも出馬表明する見通しの安

倍晋三首相（６３）との一騎打ちとなる公算が大きく、６

年ぶりの選挙戦となる。 

 石破氏は会見で、「政治・行政の信頼回復１００日プラン」

をつくり、年内に実行すると表明。①謙虚で正直で国民の

思いに近い政治②透明・公平・公正な政治、行政③課題に

正面から挑み決断する政治、の３点を「取り戻す」と訴え

た。 

 憲法改正については「優先順位を定めるべきだ」とし、

参院選挙区の合区解消や緊急事態条項の創設の必要性を指

摘。９条には「国民の深い理解が必要だ」との言及にとど

めた。安倍首相の経済政策「アベノミクス」の成果は認め

つつ、世代間や地域間で広がる格差是正の必要性を強調し

た。 

 石破氏は、鳥取１区選出で連続１１回当選。防衛相や農

水相などを歴任し、第２次安倍政権で党幹事長、地方創生

相を務めた。総裁選への立候補は２００８年と１２年に続

いて３回目。１２年総裁選では、党員・党友の地方票で安

倍首相を圧倒したが、国会議員票で逆転を許した。 

 今回の総裁選では、党内７派閥のうち５派閥が首相支持

を決定。国会議員票（４０５票）の約７割を首相が固めて

おり、石破氏は今回から国会議員票と同数となった地方票

の取り込みをねらう。野田聖子総務相も総裁選出馬に意欲

を示しているが、推薦人（２０人）確保が難航している。

（岩尾真宏） 

 

信頼回復叫ぶ石破氏、改憲掲げる首相 自民総裁選の構図 

朝日新聞デジタル岩尾真宏 小野甲太郎 2018年 8月 10日

23時02分 

自民党総裁選をめぐる

党内の支持模様 

 ９月の自民党総裁選に、石破茂・元幹事長が名乗りを上

げた。党内各派閥が安倍晋三首相支持に雪崩を打つなか、

首相の政治手法を批判し、「政治への信頼を取り戻す」と訴

える。一方、３選を目指す首相は憲法改正を争点に据え、

改憲機運の高まりを期待する。 

キャッチフレーズは「正直、公正、石破茂」 

 「正直、公正、石破茂」。国会内で開かれた石破氏の記者

会見場には、そんな総裁選のキャッチフレーズが並んだ。

「私は本日、総裁選に立候補する決意を致しました」。会見

冒頭、緊張した表情で約１０分間にわたって語ったのは、

「政治への信頼の回復」だ。 

 念頭にあるのが、安倍政権を揺さぶる森友・加計学園問

題。朝日新聞社が４、５両日に実施した全国世論調査（電

話）では、この問題で首相が国会で「説明責任を果たして

いない」との回答は７７％に達し、自民支持層でも６３％

に上った。 

 石破氏はこうした世論を背に、政治と行政の信頼を回復

させる「１００日プラン」を公約。省庁の幹部人事を官邸

が一元管理する内閣人事局の見直しや国会の公正な運営、

国民目線に立った行政改革の必要性を矢継ぎ早に訴えた。 

 ２００１年に就任した小泉純一郎首相が始め、１１年の

東日本大震災を機に菅直人首相が中止した記者団の質問に

原則毎日応じる「ぶら下がり」取材の復活にも言及。「民主

主義社会のため、自分に気に入らないこと、不都合なこと

でも取材には極力応じるべきだ」と述べた。この日の会見
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も約１時間半に及んだ。 

 ただ、石破氏を取り巻く党内情勢は厳しい。竹下派の一

部が石破氏を支持するものの、党内５派閥が首相支持を表

明。計算上は国会議員の約７割を首相が押さえた状況で、

石破氏は「数だけが力だと思わない」と強がるものの、石

破派内からも「四面楚歌（しめんそか）だ」（幹部）との声

が上がる。 

 こうした中、石破氏が活路を見いだすのが、自身の知名

度をテコとした地方票（党員・党友票）の獲得だ。この日

の会見では、「国民の評価が党員の評価につながる」と世論

を重視する姿勢を強調した。 

 １２年総裁選で石破氏に票を投じた小泉進次郎・筆頭副

幹事長との連携にも期待を寄せる。９日夜のテレビ番組で

は、小泉氏と意見交換の機会をつくりたいと言及。１０日

の会見では、小泉氏らが打ち出した国会改革について、「若

手の方々の提言を尊重していきたい」と秋波を送った。（岩

尾真宏） 

「なんとしても自分が首相の間に」 

 １０日午後の首相公邸。首相は、総裁選対策の一環で続

けている地方議員らとの懇談に参加し、憲法改正について

こう言った。「なんとしても自分が首相の間にやり抜きたい。

国民の理解が大事だ。地方議員の先生方の協力がいる」 

 総裁３選で長期政権を視野に入れる首相にとって、憲法

改正は悲願。先月の記者会見では、「総裁選の大きな争点と

なる」と踏み込んだ。 

 自民党は３月、首相が提案した９条１、２項を残して自

衛隊を明記することなどを盛り込んだ憲法改正案を取りま

とめた。ただ、石破氏は２項削除論を唱え、首相案を批判

する。首相周辺は「総裁選で党内の改憲案の議論に終止符

を打つ。安倍案が勝つか、石破案が勝つかだ」と話す。 

 首相側には、石破氏の掲げる９条２項削除論と、２項を

維持する首相案が対立軸になれば、幅広い賛同を得ること

を主眼に置いた首相案のほうが支持を得やすいとの算段も

ある。結果的に、総裁選で首相が目指す地方票・議員票双

方での「圧勝」に憲法論争は優位に働くというわけだ。 

 総裁選を憲法改正の機運を高める契機とするねらいもあ

る。 

 首相が改憲案を提起したのは昨年５月の憲法記念日。秋

の衆院選で大勝し、衆参両院で憲法改正の発議に必要な３

分の２の勢力を維持した。今年の通常国会で議論を進め、

発議に踏み出すことも視野に入れていた。 

 ところが、財務省による決裁文書改ざんなどの不祥事が

続出し、与野党対立が激化。改憲論議はかき消された。首

相側は総裁選で機運が高まれば、秋の臨時国会や来年の通

常国会での議論次第で、参院選前の発議も可能になると期

待する。 

 とはいえ、政治決戦となる来夏の参院選に向けて野党と

の対立の激化が予想されることに加え、与党の公明党すら

早期の改憲には慎重姿勢を崩さず、発議への道のりの厳し

さは変わらない。首相に近い議員からも「憲法改正は難し

いが、それでも言い続けることで首相の存在感を示すこと

ができる」との声が漏れる。（小野甲太郎） 

 

石破氏「何も変わらない憲法改正をしてどうするのか」 

朝日新聞デジタル2018年8月11日18時19分 

講 演す

る自民党の石破茂元幹事長＝２０１８年８月１１日午後０

時半、鳥取県米子市、岩尾真宏撮影 

自民党の石破茂元幹事長（発言録） 

 （安倍晋三首相が掲げる２項を維持した上での憲法９条

への自衛隊明記案を念頭に）何も変わらないという憲法改

正をしてどうするのか。違憲という学者がいる、それがど

うした。違憲ならなんで自衛隊法、防衛省設置法があるの

か。国民は違憲なんて誰も思っていない。９条改正は国民

の理解なくして決してできるものではない。改正論者の私

であればこそ、そのように思う。 

 （立候補表明した党総裁選について）この戦いは日本の

ため、次の時代のために絶対にやらねばならない、絶対勝

ち抜かねばならない戦いだ。劣勢です。国会議員の７割は

安倍さん支持と言っている。本当に今の政策、今の党のあ

り方でいいんですか。野党の時、自民党は地方のおかげで

成り立っている政党だと思った。自民党は国会議員のため

の党ではない。党員のための党だ。（鳥取県米子市での講演

で） 

 

石破氏「正直で公正な政治を」…総裁選出馬表明 

読売新聞2018年08月10日 20時45分 

 

自民党総裁選への出馬を表明する石破元幹事長（１０日午

後、国会内で）＝青山謙太郎撮影 

 自民党の石破茂・元幹事長（６１）は１０日、国会内で

記者会見し、９月の党総裁選への出馬を正式に表明した。

一連の政権不祥事を踏まえて「正直で公正な政治」を公約

に掲げ、憲法改正では、参院選の合区解消と緊急事態対応

を急ぐ考えを示した。 

 総裁選への出馬表明は石破氏が初めてで、連続３選を目
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指す安倍晋三首相（６３）は今月後半にも正式表明する。

６年ぶりの選挙戦は、両氏の一騎打ちとなる公算が大きい。 

 石破氏は記者会見で、財政や社会保障、格差解消などの

課題を挙げ「日本の設計図を書き換えないといけない」と

述べた。そのためには政治への信頼が必要だとして「正直

で公正、謙虚で丁寧な政治を作りたい」と訴えた。森友学

園や加計
かけ

学園を巡る問題を念頭に、首相との対立軸を強調

した形だ。 

 

野田氏、石破氏の出馬を歓迎…自身出馬にも意欲 

読売新聞2018年08月10日 22時26分 

 野田総務相は１０日の閣議後記者会見で、９月の自民党

総裁選に石破茂・元幹事長が出馬を表明したことについて、

「総裁選が行われない最悪の事態は免れた」と述べ、歓迎

した。「仲間との活動を加速化させて追い付けるよう取り組

む」として、自身の出馬についても意欲を強調した。 

 野田氏は政策論争で党の多様性を示すとして、２０１５

年の総裁選でも出馬を目指したが、出馬に必要な推薦人の

国会議員２０人を確保できず、安倍首相（党総裁）が無投

票再選した経緯がある。今回も野田氏の推薦人集めは難航

している。 

 

自民総裁選 立候補表明の石破氏「正直で公正な政治を」 

毎日新聞 2018年 8月10日 21時 14分(最終更新 8月10

日 21時21分) 

 自民党の石破茂元幹事長（６１）は１０日、国会内で記

者会見し、９月の党総裁選に立候補すると正式に表明した。

森友・加計学園問題などで政権への不信感が高まっている

ことを念頭に「正直で公正、謙虚で丁寧、そういう政治を

作りたい」と述べ、「国民本位の政治・行政改革」を行うと

訴えた。正式表明は石破氏が初めてで、３選を目指す安倍

晋三首相（６３、党総裁）は今月下旬以降に表明する見通

しだ。  

 

自民党総裁選への出馬を表明し、記者の質問に答える石破

茂元幹事長＝東京都千代田区で２０１８年８月１０日午後

４時５３分、和田大典撮影 

 総裁選では６年ぶりの選挙戦となる。野田聖子総務相（５

７）は推薦人集めに苦心しており、首相と石破氏の一騎打

ちとなりそうだ。  

 石破氏は会見で、人口減少・高齢化の進展や、世代間・

地域間の格差固定化を挙げて「日本が直面する大きな課題

に対応するには、日本の設計図を書き換えなければならな

い」と強調。その上で「国民に、政治に納得と共感、信頼

を寄せていただかなければ、書き換えはできない」と続け

た。  

 森友・加計問題を踏まえ、「国民がいろいろな事象につい

て『本当だろうか』と思っているのは事実だ。『今の政権は

公正、正直だ』と思ってもらえなければ政治は役割を果た

すことはできない」と主張。問題の釈明に消極的な首相の

姿勢を間接的に批判した。  

 憲法改正については、参院選挙区の合区解消と緊急事態

条項の創設を優先すべきだとした。９条については「議論

から逃げるつもりはない。『自衛隊は必要最小限度の実力組

織だから軍ではない』という説明でわかる人はいるのか」

と指摘。首相が提起した自衛隊の存在を明記する９条改正

案に疑問を呈し、９条２項（戦力の不保持）を削除する持

論を堅持するとした。  

 外交の継続性を重視して首相の総裁３選を支持する声が

党内に多いことには「友情と国益は別だ。過去の経験から、

外交で日本の国益を実現することには自信を持っている」

と語った。 会見では「正直、公正、石破茂」と大書した

公約ビラも発表。政権運営の基本姿勢をまとめたもので、

個別の政策は今後、陣営内で協議して発表する。  

 石破氏支持の派閥は石破派（２０人）と竹下派の参院側

（２１人）にとどまり、党員票の獲得で挽回を狙う。  

 石破氏は１９８６年衆院選で初当選。防衛相、農相、党

政調会長・幹事長、地方創生担当相などを歴任。２０１５

年に石破派（水月会）を結成した。総裁選出馬は０８、１

２年に続き３回目。前回１５年は安倍内閣の閣僚であるこ

とから立候補を見送った。【高橋恵子】  

 

自民総裁選、石破氏が出馬表明 首相と一騎打ちの公算  

日経新聞2018/8/10 16:33 (2018/8/10 22:55更新) 

 自民党の石破茂元幹事長は10日、国会内で記者会見し、

９月の党総裁選への出馬を正式に表明した。「総裁選に立候

補する決意をした。正直で公正、謙虚で丁寧な政治をつく

りたい」と述べた。総裁選への立候補を正式に表明するの

は石破氏が初めて。３選を目指す安倍晋三首相（党総裁）

と石破氏の一騎打ちとなる公算が大きい。 

20180810-tx-1 5820390575001 large  

石破氏は公文書の改ざんや隠蔽など安倍政権の不祥事を念

頭に「国民本位の政治をつくる」と強調。年内をめどに「政

治・行政の信頼回復100日プランを作成し、実行する」と

語った。中央省庁の幹部人事を管理する内閣人事局につい

て「見直さなければならない。政権への奉仕ではなく国民

に奉仕する観点から人事は評価されるべきだ。首相官邸の

信頼回復が必要だ」と訴えた。 

 憲法改正に関しては「９条については国民の深い理解が

必要だ。急ぐものは何かを認識しながら取り組む」と主張。

https://mainichi.jp/ch151147682i/%E8%87%AA%E6%B0%91%E7%B7%8F%E8%A3%81%E9%81%B8
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９条に自衛隊を明記する改正よりも、参院選の合区解消や

緊急事態条項の創設を優先課題に挙げた。日本の人口減少

が見込まれるなか「財政、社会保障がこのまま持続するこ

とはできない」と述べた。 

 ３選を目指す安倍首相とは「徹底的に議論し、国民に誰

がどのような主張をしているか理解してもらえる総裁選に

したい」と語った。 

 石破氏は自ら率いる石破派（20人）と竹下派参院議員の

大半の支持を受ける。首相は党内７派閥のうち５派の支持

を受け、国会議員票で優位に立つ。国会議員票と同数の地

方の党員票を巡る競争が激しくなりそうだ。 

 総裁の任期は１期３年で、連続３期９年まで。15年９月

は安倍首相が無投票再選したため、６年ぶりの選挙戦とな

る。安倍首相は11日に地元・山口県で事実上の出馬表明を

する見通し。出馬を模索する野田聖子総務相は推薦人を確

保するめどが立っていない。 

 

産経新聞2018.8.11 21:42更新  

【自民党総裁選】石破茂氏「何も変わらぬ改憲してどうす

る」 安倍晋三首相と対決姿勢強める 

 ９月の自民党総裁選への立候補を表明した石破茂元幹事

長は１１日、鳥取県米子市で開いた国政報告会で「総裁選

は参加することに意義があるのではない。次の時代のため

に何としても勝たねばならない」と訴え、党員票獲得に注

力する考えを示した。 

 また、安倍晋三首相が求める憲法９条への自衛隊明記を

念頭に「（自衛隊の権限などが）何も変わらない改憲をして

どうする」と述べ、首相との対決姿勢を強めた。 

 

自民党総裁選、石破氏 出馬表明 改憲 首相を痛烈批判 

東京新聞2018年8月11日 朝刊 

記者会見で自民党総裁選への

出馬を表明する石破茂氏＝１

０日午後、東京・永田町で 

 

 自民党総裁選への立候補を十日に正式表明した石破茂元

幹事長は、安倍晋三首相に対し改憲で議論を挑む姿勢を明

確にした。持論の九条改憲を巡り、首相が主導する自衛隊

明記案を疑問視。政治姿勢でも首相を痛烈に批判し、対抗

心をむき出しにした。 （中根政人） 

 「（自衛隊の実態は）何も変わらないのに、『（自衛隊は）

憲法違反だ』と言う学者がいて、それが教科書に記載され

るのを変えることが優先順位が高いとは、私は思わない」 

 石破氏は記者会見で、自衛隊を明記する改憲が必要とす

る首相の説明を、真正面から批判した。 

 首相は七月の記者会見で「（自衛隊）違憲論が載った教科

書で、自衛官の子どもたちも勉強しなければならない状況

に終止符を打つのは、今を生きる政治家の使命だ」と主張。

自衛隊明記は急ぐべき課題という認識を示していた。 

 九条改憲を巡って石破氏は、戦力不保持を定めた二項を

削除すべきだとの考え。同時に、国民の理解を得るために

十分時間をかけるとの立場にも立つ。会見では「どうせ理

解されないからこれでよい、という考え方を私はとらない」

とも話し、世論調査などで賛成論が少ないまま改憲を進め

る首相の姿勢に異を唱えた。 

 公約ビラのキャッチフレーズは「正直、公正、石破茂」。

森友、加計（かけ）学園問題などで首相らの不透明な国会

答弁が批判を浴びたことが念頭にある。会見では「政治が

正直に、勇気を持って真実を語る姿勢が大事だ」と強調し

た。 

 党運営や国会運営の改善策として「自由闊達（かったつ）

に真実を語り、協議し決断する」「多様な組織と対話・調整

し、国会を公正に運営。政府を謙虚に機能させる」などと

指摘した。 

 

 

「９条改憲優先せず」 石破氏、総裁選出馬を表明 

東京新聞2018年8月11日 朝刊  

 自民党の石破茂元幹事長（６１）は十日、国会内で記者

会見し、九月の自民党総裁選への立候補を正式表明した。

改憲を巡っては、九条改憲を優先せず、参院選挙区の合区
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解消や緊急事態条項新設などを急ぐべきだとの考えを明ら

かにした。連続三選を目指す安倍晋三首相は憲法に自衛隊

を明記する九条改憲を重視しており、立場の違いが鮮明に

なった。 

 

 会見の冒頭で石破氏は「総裁選は憲法も論点になる。優

先順位をきちんと定めるべきだ」と指摘。改憲で優先すべ

きは二〇一六年参院選で導入された「合区」の解消と、大

災害に備えた緊急事態条項の新設であり、九条改憲は「国

民の深い理解が必要だ」として時間をかけて議論すべきだ

との考えを示した。 

 総裁選向けにまとめた公約ビラでは、安倍政権で森友、

加計（かけ）学園問題などの不祥事が相次いでいることを

念頭に「何よりも先に政治への信頼を取り戻す」と強調。

正直で公平、公正な政治、行政を取り戻すため「信頼回復

百日プラン」を策定するとした。詳しい政策は後日発表す

る。石破氏は衆院鳥取１区選出、当選十一回。党幹事長、

防衛相、地方創生担当相などを務めた。 

 総裁選は九月七日告示、二十日投開票で調整。国会議員

票（四百五票）と、党員・党友による地方票（四百五票）

の計八百十票で争われる。野田聖子総務相も出馬を目指し

ているが、推薦人確保が難航し、首相と石破氏の一騎打ち

の公算が大きくなっている。 （中根政人） 

◆石破氏公約ポイント 

▽謙虚で正直で国民の思いに近い政治 

▽透明・公平・公正な政治・行政 

▽課題に正面から挑み決断する政治 

▽「１００日プラン」として官邸の信頼回復など断行 

▽今後３０年の社会・経済発展ビジョン策定 

 

自民 石破元幹事長が総裁選立候補を正式表明 

NHK2018年8月10日 17時50分 

来月の自民党総裁選挙に向けて、石破元幹事長は 10 日、

国会内で記者会見し、「正直で公正、そして、謙虚で丁寧な

政治を作りたい」と述べ、立候補を正式に表明しました。 

この中で、石破元幹事長は「９月の自民党総裁選挙に立候

補する決意をした。私は使命感や責任感を持っており、全

身全霊で臨みたい」と述べ、総裁選挙への立候補を正式に

表明しました。 

そのうえで、森友学園や加計学園をめぐる一連の問題など

を念頭に、「正直で公正、そして、謙虚で丁寧な政治をつく

りたい。国民が、いろんな事象に『本当なんだろうか』と

いう思いを持っているのは事実で、国民に『今の政権は公

正だね』、『正直だね』という思いを持ってもらわなければ、

政治は役割を果たすことができない」と述べました。 

そして、政治と行政の信頼を回復させるため「100日プラ

ン」を作成し年内に実行する方針を示しました。 

また、「実質的に総理大臣を選ぶ選挙でもあるので、徹底的

に議論し、党員のみならず、国民にも誰がどのような主張

をしているのかを理解してもらいたい」と述べ、政策や政

権運営などをめぐって活発に議論したいという考えを示し

ました。 

一方、石破氏は、憲法改正も総裁選挙の論点になるとした

うえで、「自衛隊の明記」よりも、参議院選挙の合区の解消

や、大規模災害などに対応するための「緊急事態条項」の

新設に優先的に取り組むべきだという考えを示しました。 

このほか、災害対応や防災対策に一元的にあたる「防災省」

の創設が必要だという認識も示しました。 

石破氏は、衆議院鳥取１区選出の当選 11回で、61歳。こ

れまでに、防衛大臣や農林水産大臣、それに、党の幹事長

や政務調査会長などを歴任しています。 

今回の総裁選挙で、立候補を正式に表明するのは石破氏が

初めてですが、安倍総理大臣が３選に強い意欲を示してい

て、６年ぶりの選挙戦となる見通しです。 

石破茂氏とは 

石破茂氏は、衆議院鳥取１区選出の当選 11回で、61歳。 

自民党内では、３年前にみずから創設した石破派を率いて

います。 

鳥取県知事や自治大臣を務めた元参議院議員の石破二朗氏

の長男で、銀行員や旧田中派の事務局職員を経て、昭和 61

年の衆議院選挙で、当時、全国最年少となる 29 歳で初当

選しました。 

平成５年に、政治改革法案の取り扱いをめぐって、野党が

提出した宮沢内閣に対する不信任決議案に賛成し、自民党

を離れ、その後、新生党、新進党を経て、平成９年に自民

党に復党しました。 

平成 14 年、第１次小泉改造内閣で、防衛庁長官として初

入閣し、有事法制の整備やイラクへの自衛隊派遣に取り組

んだほか、福田内閣でも防衛大臣を務め、安全保障政策の

論客として知られています。 

また、農林水産大臣や、自民党の政務調査会長なども歴任

しています。 

総裁選挙には、10年前に初めて挑みましたが、立候補した

５人のうち最下位で、勝利した麻生副総理兼財務大臣に大

差で敗れました。 

２回目に立候補した６年前の総裁選挙では、１回目の投票

で１位となったものの過半数に届かず、国会議員だけの決

選投票で、安倍総理大臣に敗れました。 

その後、幹事長や初代の地方創生担当大臣として、安倍政
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権を支えましたが、おととしの内閣改造で、安倍総理大臣

から閣内にとどまるよう打診されたのを固辞して、閣外で

「ポスト安倍」を目指した活動を進めてきました。 

 

「正直・公正」石破氏、総裁選立候補を表明 

NNN2018年8月10日 17:37 

自民党の石破元幹事長が１０日、来月行われる総裁選挙へ

の立候補を表明した。石破氏が打ち出したのは「正直・公

正」という政治姿勢だった。 

全文を読む 

自民党の石破元幹事長が１０日、来月行われる総裁選挙へ

の立候補を表明した。石破氏が打ち出したのは「正直・公

正」という政治姿勢だった。 

石破元幹事長は安倍首相との対決姿勢を鮮明にしている。

会見場で配られたビラには「正直、公正」と大きく書かれ

ている。石破氏の周辺は「正直・公正の裏返しはウソつき・

えこひいきだ」と話していて、「森友・加計」問題をめぐる

安倍首相への批判を強く意識していることがうかがえる。 

国会議員票で安倍首相に大きくリードされている石破氏だ

が、地方を回る中で、全国の自民党員票による逆転に手応

えを感じたという。 

１０日に出馬表明した理由について、石破派の幹部は「自

民党議員がお盆に、地元の有権者に石破支持を迫られるこ

とになる。議員の投票に影響を与えたい」と語っている。 

こうした石破氏の主張を安倍首相の陣営はどのように受け

止めているのだろうか。安倍首相に近い議員は「総理の批

判ばかりしていても党内の支持は得られない」と強く反発

している。 

優位に立っている安倍首相サイドとしては、情勢を変える

きっかけとなりうる石破氏との真っ向からの議論をできる

限り避けたい考えで、首相周辺は「テレビ討論の回数も極

力減らしたい」と話している。 

６年ぶりとなる総裁選に向け、駆け引きが激しくなってき

た。 

 

安倍首相「６年前と志変わらず」＝地元で総裁３選に意欲

－９条改正を強調 

 

囲む会で講演する安倍晋三首相＝１１日午後、山口市 

 安倍晋三首相は１１日、山口市内で開かれた自民党山口

県連の会合で講演し、９月の党総裁選に関し「６年前総裁

選に出た時のあの志は、みじんも変わるところがない」と

述べ、３選を目指して立候補することに強い意欲を示した。

その上で「志を支える気力、体力が果たして十分かを自ら

に問いながら最終的に判断したい」と語った。 

 会合では、高村正彦副総裁や河村建夫衆院予算委員長ら

から出馬への期待が相次いで示された。首相は今年が明治

維新１５０周年に当たることに触れ、「長州出身の政治家と

して正しい判断をし、皆さまと共に頑張っていきたい」と

強調した。 

 首相は総裁選で争点となる憲法改正について「いよいよ

取り組むべき時を迎えた」と指摘。自衛隊違憲論があるこ

とに触れ、「この状況に終止符を打つ大きな責任を持ってい

る」と述べ、９条への自衛隊規定追加の必要性を訴えた。 

 経済運営をめぐり、「（アベノミクスの）３本の矢で挑戦

した結果、国内総生産（ＧＤＰ）は過去最高を記録した」

と成果を強調。幼児・高等教育無償化を推進する考えを示

し「全ての子どもたちが経済的な理由によって進学できな

いということのない日本をつくっていきたい」と語った。 

 外交・安全保障では、特定秘密保護法や安全保障法制を

挙げ、「大きな反対に遭ったが、国民を守るために必要な情

報がはるかに入るようになった」と主張した。 

 首相は今月下旬にも総裁選出馬を正式表明する。１０日

に出馬表明した石破茂元幹事長との事実上の一騎打ちの構

図となっている。（時事通信2018/08/11-19:05） 

 

安倍首相、３選へ実績前面＝石破氏の地方票浸透警戒－自

民総裁選 

 

囲む会で気勢を上げる安倍晋三首相（中央）ら＝１１日午

後、山口市 

 安倍晋三首相は１１日、地元山口県での講演で、自民党

総裁３選に強い意欲を示すとともに、経済を中心に政権の

実績を訴えた。今後、地方振興に力点を置く方針も強調し

た。対抗馬の石破茂元幹事長は、首相の政治手法を批判し

ながら一般党員らの「地方票」への浸透を図っており、石

破氏の動きに対する警戒感が濃くにじむ内容となった。 

 「大都市だけでなく、地方にもチャンスが出てきている」。

首相は山口市で１１日に開かれた党県連主催の「首相を囲

む会」で、各地の有効求人倍率や最低賃金の上昇、法人税

収の増加などを数字を並べてアピール。訪日観光客が増え

たことにも触れ、「地方創生の起爆剤にしたい」と語った。 

 安全保障関連法の成立など外交・安保分野の取り組みに

も言及し、「（日米）同盟はその絆を強くした」と胸を張っ

た。 

https://www.jiji.com/jc/giin?d=489b6a5cf02ef7341b2b098cd217df31&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=4e952208d394b5b4881edf16bebc6284&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=b334c077923a6c2bdfb633e7ca50ba4a&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=489b6a5cf02ef7341b2b098cd217df31&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=b334c077923a6c2bdfb633e7ca50ba4a&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018081100407&p=0180811at49&rel=pv
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018081100474&p=0180811at50&rel=pv
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 石破氏は１０日の出馬表明に当たり、森友・加計学園問

題などを念頭に「正直、公正」な政治への転換を主張。地

方創生担当相を務めた経歴を基に地方重視の姿勢も示した。

１１日の鳥取県米子市での会合で「自民党は国会議員のた

めの党ではなく、党員のための党だ」と語るなど、地方議

員や一般党員への働き掛けを強めている。 

 ９月の総裁選に向け、首相は４０５の国会議員票の７割

以上を確保したとみられ、優位に立つ。しかし、同じ４０

５票が割り当てられる地方票の動向はなお不透明で、党員

の中には「安倍政治」への不満も聞かれる。首相の出身派

閥の細田派の細田博之会長は「総裁選では今までも、票を

開けてみたら意外な結果が出たことがある」と最後まで手

綱を緩めない考えだ。 

 首相陣営は今後の選挙戦でも、アベノミクスの成果を訴

えの軸に据え、石破氏が看板とする地方創生についても対

抗して主張していく構え。「現職と挑戦者の最大の差は実績

の有無だ」。細田派幹部は、現職の利を最大限に生かす考え

を示している。（時事通信2018/08/11-18:42） 

 

安倍首相、総裁連続3選に意欲 9条改憲「大きな責任」 

共同通信2018/8/11 17:13 

 

地元の山口市で開かれた自民党山口県連の集会であいさつ

する安倍首相＝11日午後 

 安倍晋三首相（自民党総裁）は11日、地元の山口市で開

かれた党集会で、9 月の総裁選について「6 年前に出た時

の志はみじんも変わることはない。志を支える気力、体力

が十分かを最終的に判断していきたい」と述べ、連続3選

へ向けた立候補に意欲を表明した。憲法 9条に自衛隊を明

記する改憲の実現に関しても「大きな責任を持っている」

と決意を強調した。 

 石破茂元幹事長は10日に出馬を正式表明しており、6年

ぶりの選挙戦が一騎打ちで展開される見通し。憲法改正や

地方創生、政治主導の在り方などが論点となりそうだ。 

 

自民総裁選 安倍首相「志変わらず」 ３選に意欲 

毎日新聞 2018年 8月 11日 20時 14分(最終更新 8月 11

日 21時10分) 

 安倍晋三首相（６３）は１１日、山口市で開かれた自民

党山口県連の会合で「６年前、総裁選に出たときの志はみ

じんも変わることがない」と述べ、９月の党総裁選での連

続３選に強い意欲を表明した。そのうえで「志を支える気

力、体力が十分かを自らに問いながら最終的に判断したい」

と述べ、正式な立候補表明は改めて行う考えを示した。  

 総裁選は石破茂元幹事長（６１）との一騎打ちになる見

通し。首相は３選を念頭に「いよいよ憲法改正に取り組む

ときを迎えた」と強調。総裁選の焦点になる自衛隊明記の

改憲を巡っては「ほとんどの教科書には（自衛隊）違憲論

の記述がある。この状況に終止符を打つ大きな責任を持っ

ている」と述べ、憲法９条第２項（戦力不保持）の削除を

主張する石破氏との論戦に自信を示した。  

 

安倍晋三首相 

 首相は、特定秘密保護法や、集団的自衛権の行使を容認

する安全保障関連法、「共謀罪」の趣旨を盛り込んだ改正組

織犯罪処罰法の制定を挙げ、「（野党などの）反対にあった

が、こうした法整備の結果、国民を守るために必要な情報

ははるかに入るようになり、（日米）同盟は絆を強くした」

と成果を訴えた。  

 首相はまた、来年１０月の消費税率１０％への引き上げ

を前提に、増税分の使途を変更して幼児教育を無償化する

方針を説明。「子どもたちが経済的な理由で進学できないと

いうことのない日本をつくりたい」と述べた。地方経済を

支える中小企業の支援に引き続き取り組む考えも示した。

【川辺和将】  

 

自民総裁選 安倍首相 石破氏への対抗意識、随所に 

毎日新聞 2018年 8月 11日 21時 20分(最終更新 8月 11

日 22時56分) 

 安倍首相は１１日、自民党山口県連の会合で９月の自民

党総裁選への立候補を事実上、表明した。当初、山口県滞

在中には総裁選に踏み込まない考えだったが、石破氏が先

に表明したため方針を転換。首相は約２５分間のあいさつ

で、石破氏への対抗意識を強くにじませた。  

 約３００人が出席した会合で、首相は同席した河村建夫

衆院予算委員長（山口３区）の方を向きながら「委員長と

してまさに公正、公平な判断をいただいている」と切り出

し、会場の笑いを誘った。石破氏が１０日の記者会見で「正

直で公正な政治」を掲げたことを踏まえたとみられる。  

 そのうえで、学校法人「森友学園」「加計学園」の問題を

念頭に「国民の行政に対する信頼を揺るがすさまざまな出

来事があった。行政府の長として責任を痛感している」と

改めて陳謝した。  

https://www.jiji.com/jc/giin?d=2f276310ec29a60231f80348ff8b4427&c=syu&rel=ja
https://mainichi.jp/ch151147682i/%E8%87%AA%E6%B0%91%E7%B7%8F%E8%A3%81%E9%81%B8
https://mainichi.jp/ch151147682i/%E8%87%AA%E6%B0%91%E7%B7%8F%E8%A3%81%E9%81%B8
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 総裁選で首相の政治姿勢に焦点が当たれば、地方の党員

を中心に首相への批判票が石破氏に流れかねないと首相サ

イドは警戒している。高村正彦副総裁はこの日の会合で、

経済、外交分野での安倍政権の実績を評価し、「モリ・カケ

の問題はあれだけ長く詮索されても、首相や周辺で悪いこ

とは何も出てこなかった。安倍首相の力の一つは反省力だ」

と擁護した。首相の実弟の岸信夫衆院議員（山口２区）は

「当初は総決起大会と銘打って案内し、安倍首相を囲む会

という名前に変わったが、われわれの心は変わらない」と

結束を訴えた。  

 首相周辺も石破氏への批判を強める。麻生太郎副総理兼

財務相は１１日、北九州市での会合で「派閥を解消しよう

と言って無派閥の会を作り、石破派を作った」と述べ、石

破氏の「言行不一致」を問題にした。  

 一方、石破氏は１１日、鳥取県米子市で講演し「米大統

領選のように、憲法・外交・安全保障、経済・財政・社会

保障、地方創生、党運営で（それぞれ）３時間、徹底した

討論をするのが自民党の責務だ」と提案した。現状では国

会議員票で劣勢のため、総裁選の論戦を通じて党員票を掘

り起こそうと懸命になっている。【田中裕之、木村敦彦】  

 

産経新聞2018.8.11 21:07更新  

【自民党総裁選】安倍晋三首相、９条改憲「大きな責任」 

石破茂氏と一騎打ちへ 

山口県入りし、自民党山口県連「安

倍晋三内閣総理大臣を囲む会」で演説する安倍首相＝１１

日午後、山口県山口市（奥清博撮影） 

 安倍晋三首相（自民党総裁）は１１日、山口市で開かれ

た党山口県連の会合で「６年前に総裁選に出たときの志は、

みじんも変わるところはない」と述べ、９月の総裁選に出

馬する意向を示した。自衛隊を憲法９条に明記する憲法改

正については「大きな責任を持っている」と実現への決意

を示した。総裁選をめぐっては、石破茂元幹事長が１０日

に出馬を正式表明している。平成２４年以来、６年ぶりの

総裁選は、首相と石破氏の一騎打ちの構図がほぼ固まった。 

 首相は連続３選がかかった総裁選について、幕末の志士、

吉田松陰の「志定まれば、気盛んなり」などの言葉を引用

し「志が定まれば、気力も充実をしてきて、しっかりと、

ものごとを間違いなくやり遂げることができる」と述べた。 

 この日、首相は正式な出馬表明は留保したものの「長州

出身の政治家として正しい判断をし、皆さまとともに頑張

っていきたい」と強い意欲を示した。 

 憲法改正については「取り組むべき時を迎えた」と強調

した。その上で「自衛隊は違憲だ」とされる状況に終止符

を打つことが「自民党の責任であり、今を生きる政治家の

責任ではないか。われわれは責任をもって国民にしっかり

と説明していきたい」と訴えた。 

 また、首相は２４年１２月の第２次安倍政権発足以来、

国内総生産（ＧＤＰ）が過去最高を記録したことや、正社

員の有効求人倍率が初めて１倍超となるなど、改善した経

済指標を示し、アベノミクスの実績をアピールした。最低

賃金の引き上げに関しても「さらに力を入れていきたい」

と強調した。 

 学校法人「森友学園」をめぐる財務省による決裁文書改

竄（かいざん）などについても言及し、「決してあってはな

らないことだ。二度とこうしたことを起こさないよう、組

織を立て直していくことで、責任を果たしていく決意だ」

と述べた。 

 首相は現時点で、すでに党所属国会議員の８割弱にあた

る支持を固めている。ただ、２４年の総裁選では石破氏が

党員票で首相に勝利したことから、首相陣営は党員票の取

り込みに力を入れている。 

 

産経新聞2018.8.11 15:01更新  

【自民党総裁選】安倍晋三首相が出馬の意向「６年前の志

はみじんも変わらず」 

山口県入りし、自民党山口県連「安

倍晋三内閣総理大臣を囲む会」で演説する安倍首相＝１１

日午後、山口県山口市（奥清博撮影） 

 安倍晋三首相は１１日、山口市内で開かれた自民党山口

県連の「安倍晋三内閣総理大臣を囲む会」であいさつし、

９月の自民党総裁選について「６年前に総裁選に出た時の

志はみじんも変わることはない」と述べ、出馬する意向を

示した。 

 その上で首相は「志を支える気力、体力が十分であるか

ということを自らに問いながら最終的に判断したい」と述

べるとともに、「長州出身の政治家として正しい判断をし、

みなさんとともに頑張っていきたい」と述べた。 

 

産経新聞2018.8.11 18:18更新  

【自民党総裁選】安倍晋三首相「志支える気力、体力…長

州出身政治家として正しい判断する」 挨拶詳報 

http://www.sankei.com/politics/photos/180811/plt1808110017-p1.html
http://www.sankei.com/politics/photos/180811/plt1808110012-p1.html
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山口県入りし、自民党山

口県連「安倍晋三内閣総理大臣を囲む会」終了後、昭恵夫

人と共に出席者を握手で見送る安倍首相＝１１日午後、山

口県山口市（奥清博撮影） 

 安倍晋三首相（自民党総裁）は１１日、山口市内で開か

れた自民党山口県連の「安倍晋三内閣総理大臣を囲む会」

で挨拶し、９月の自民党総裁選について「６年前に総裁選

に出た時の志はみじんも変わることはない」と述べ、立候

補の意向を示した。挨拶の詳報は以下の通り。 

 ◇  

 皆さん、こんにちは。内閣総理大臣の安倍晋三です。本

日は大変お忙しい中、囲む会に県内各地からご参集をいた

だきましたこと、厚く御礼を申しあげます。そして、きょ

うは県選出の衆参国会議員、村岡（嗣政）知事、ご挨拶を

いただいた柳居（俊学）県議会議長はじめ、多くの県議会

議員の皆さま、また、自民党籍を持っていただいている首

長の皆さまにもこうしてお集まりをいただきました。本当

に、心が熱くなる思いです。 

 まず、昨年の総選挙でわが党の各候補に対して、力強い

ご支援をいただいたこと、御礼を申し上げたいと思います。

おかげさまで、全員が当選を果たすことができたわけでご

ざいます。本当に皆さまのおかげでございました。自民党

総裁として御礼を申し上げる次第です。 

 そして、先の豪雨により、山口県も被害が発生。お亡く

なりになられた方々のご冥福をお祈りし、ご遺族の皆さま

にお悔やみを申し上げ、全ての被災者の皆さまにお見舞い

を申し上げます。復旧復興に全力を尽くしていくことをお

誓いする次第です。 

 この１年９力月、国民の皆さまの行政に対する信頼を揺

るがすさまざまな出来事がありました。決裁文書の改竄な

ど、決してあってはならないことでございますが、行政府

の長としてその責任を痛感しております。二度とこうした

ことを起こさないように、改竄の防止を徹底して進め、組

織を立て直していくことによって、その責任を果たしてい

く決意です。 

 総裁に再度就任してから、もう６年がたとうとしている

わけでますが、同時に、本年、私が国会議員に初めて当選

してから２５年が経過したところです。この２５年の議員

生活の中で、一番うれしかったのはやっぱり最初に当選を

果たしたときかなと思っている。ですけど、一番苦しかっ

たとき、何といっても皆さまからご期待をいただきながら、

第１次安倍内閣が１年をもって終止符を打ち、皆さまに本

当に失望させてしまったこと、突然の辞任によって、本当

に皆さまにもご迷惑をおかけいたしました。私自身も、も

うこれで政治生命は終わったかな、こう思いました。まさ

に私の自信も誇りも砕けちったところですが、帰ってまい

りますと。本当に県の皆さまには温かいご声援をいただき

ました。 

 そして、県連の皆さまにも会合を持っていただき、本当

に今でも覚えているんですが、伊藤博県会議員、当時（党

山口県連の）幹事長をやっておられた。「伊藤博文さんも再

度、総理大臣になったんだから、安倍さんも頑張れ」。こう

いっていただき、皆さまから大きな拍手をいただきました。

そうおっしゃっている伊藤さんも、聞いている私も「なか

なかそんなことは起こらないだろうな」と思いつつ（笑い）、

しかし、そう励ましていただいたことによって、だんだん

私も自信を回復し、気力を充実させることができた。こう

今でも感謝しているところでございます。 

 そして６年前、総裁選に挑戦することになりました。何

といっても民主党政権の３年間。日本はデフレ不況に沈み、

そして、連鎖倒産という言葉が日本全体を覆っていました。

その結果、日本の外交における存在感が薄くなり、国の国

益は失われていました。このままではだめだ。復興遅々と

しても進まない。今こそ立つべきだ。こういう皆さんの声

に推されて、再度挑戦をしたところでございます。 

 あのとき覆っていたのは、諦めという大きな壁でありま

す。日本の人口は減少していくのだから、もう経済は成長

なんかしない、もう成長しなくたっていいんではないか。

こういうことすら言われていました。 

 私たちはそう考えませんでした。しっかりとした政策を

進めていけば、日本人はやればできる。その後、「３本の矢」

で挑戦した結果、経済は１１・８％成長し、ＧＤＰ（国内

総生産）は過去最高を記録しました。そして、５年６力月

前の総選挙で、「デフレ不況で失われた国民総所得５０兆円

を取り戻します」と私はお約束をしました。そんなことで

きるはずがない、無鉄砲だという批判すら、経済界からは

あった。しかし、５年と６力月が経過しどうなったか。５

０兆円をはるかに上回る６５兆円、私たちは取り戻すこと

ができたのであります。 

 こういったＧＤＰなどの話をしますと、ちょっと分かり

にくいというお話がございます。やっぱり一番分かりやす

いのは雇用だと思います。私たちの使命は、働きたい人に

働く場所があるという政治を行っていくことではないかと

思います。この５年６力月の間に私たちは２５０万の雇用

を増やしました。そして、大切な正規の有効求人倍率は初

めて１倍を超えた。民主党政権時代は１００人の正社員に

なりたいという人に対して５０人分の正規の雇用しかなか

った。今は１００人の正社員になりたいという人に対して

１１３人分の仕事があるのです。まっとうな社会を私たち

http://www.sankei.com/politics/photos/180811/plt1808110015-p1.html
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は作り出すことができた。こう思っています。 

 「まっとうな政治」というスローガンを掲げている某政

党がありますが、まっとうな政治とは、このようにしっか

りと仕事をつくって、結果を出していくことでないでしょ

うか。 

 今年特に４月の就職で、山口県においても高校、大学を

卒業して、就職する皆さんの就職率が過去最高のレベルに

なって、本当にうれしいことであります。若い皆さんが自

らの努力、情熱で未来をつかみ取ることができる社会にな

ってきたと思います。 

 この中で、「そうは言ったって、東京とか大都会と地方は

ずいぶん格差があって、それ広がっているんではないか」

という指摘もあります。確かに、地方都市が東京と同じよ

うに発展していく、これはなかなか難しいわけですが、し

かしあのバブル期とは違って、大都市だけがどんどん伸び

ていくという成長とは違う形になっています。 

 先ほど申し上げましたように、雇用においても、正規の

有効求人倍率は１・１３倍になった。これは平均です。山

口県では、これを上回って１・３１倍。そしてまた、企業

の実績においても、法人関係税収においても、山口県は政

権奪還前と比べれば、４割も増えています。地方も確実に、

地方の企業も利益を上げているところであります。 

 そして、国民の所得についても、今年の４月、経団連の

４分の３の企業で、３％以上の賃上げが実現しました。中

小企業などにおいても、この２０年間で最も高い水準の賃

上げが行われた。山口県においては平均２％、これは史上

最高です。平均２％の賃上げが行われたところであります。 

 では、格差の問題はどうか。安倍政権は一貫して最低賃

金を上げてまいりました。この最低賃金制度がいつできた

か。これは岸信介内閣であります。岸信介内閣というと安

保条約しかやっていないようでありますが、これ国民皆年

金制度、そして最低賃金をつくったのは岸内閣です。 

 安倍政権においては、初年度に１５円あげて、次が１６

円上がった。そして、１７円と思わせつつ、１８円。そし

て２５円と上がって、とうとう今度は２６円上がりました。

これは１９９１年、あのバブル以来の最高値となっていま

す。この山口県におきましてもこの６年間で１１２円あが

っています。平均すると１８円強上がっています。民主党

政権時代どうだったか。民主党政権時代の３年間、平均は

山口県においては７円、７円しか上がっていない。それが

平均６年間で１８円上がることができた。そしてパートで

頑張っている皆さんの時給は過去最高になっています。 

 つまり、大都市だけではなくて、地方にも大きなチャン

スが出てきているのは間違いないだろう。まだまだ不十分

だと私も思っています。しっかりと、さらに力をいれてい

きたいとこう思っています。 

 それと、格差の問題であります。例えば、生活保護世帯

の子供たちの進学はどうなっているか。生活保護世帯のお

子さんたちの高校への進学率は、ずっと８０％でしたが、

今般９０％まで上がりました。また、一人親世帯のお子さ

んの大学の進学率は２４％だったんですが、安倍政権にな

って４２％まで上がりました。 

 困っている人たちに光を当てていくのが政治の役割です

から、しっかり格差を縮めていく、不公平な格差を無くし

ていく努力を重ねていきたい。そのために、私たちは幼児

教育の無償化、そして真に必要な子供たちの高校教育の無

償化。消費税を引き上げる財源を活用して、実行していき

たい。全ての子供たちが経済的な理由によって進学できな

い、そういうことのない日本を作っていきたい、こう思っ

ております。 

 私はいつも正月とお盆のには地元にこうして帰郷させて

いただいております。いつも帰ってきてやることは、肺に

たまった永田町の空気を全部ふーっと吐き出し、ふるさと

のすがすがしい空気を胸いっぱい吸い込むことです。そう

すると人間がちょっと生まれ変わっているような気持ちに

なります。山口県は日本海の青い海と、そして山々に囲ま

れた美しいふるさとです。 

 日本全国のこのような田園風景を支えているのはやっぱ

り農林水産業だと思っています。しかし農林水産業は厳し

い仕事です。自然と向き合い、時には台風や大雨と戦いな

がら、荒れる海と向き合いながら仕事をしなければいけな

い。ですから皆さんの手はごつごつしている。しかし、こ

のごつごつした手で、日本のまさに礎を作り上げてきた。

国の基を担ってきた。そしてみんなこの誇りとともに生き

てきた。私たちはこの大切な農林水産業を必ず守ってまい

ります。 

 しかし、同時にいま農業に携わっている皆さんの平均年

齢は６６歳を超えてしまいました。守るだけでは守れない。

だからこそ私たちがいま攻めの農政を行っています。攻め

の農政を行ってきた結果、農林水産物の輸出額は５年連続

過去最高、ずっと伸びております。そして今年の、前半の

１月から６月までの数値が出ましたが、それも前年を１

５％上回っています。おそらく６年連続過去最高を記録す

ると思います。４５００億円だったものが８１００億円に

なり、昨年。目標の１兆円は見えてきています。 

 日本人はやっぱり、やればできるんだろうと思います。

最初からあきらめていては決して何も成し遂げることはで

きない。しかし、日本人はものづくりに優れていますから、

しっかり頑張る農家を私たちは支援し、同時に農家の手取

りを、漁業の手取りを、林業の手取りを増やしていく。全

力を尽くしていきたい。そのことによって、国の基を守っ

ていきたいと思います。 

 おかげさまで、４０歳以下の新規就農者数は２万人を４

年連続超えている。これは統計を取りはじめて、初めて。

この統計を取りはじめて、４年連続ということは、この１

８年で初めてのことです。これからもしっかり、攻めの農
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政を展開し、大切な農林水産業、地域を守っていきたい。

こう思っています。 

 同時にいま、観光も地方にとっては大きな産業の柱にな

ってまいりました。きょう私は故郷の長門市に帰って、お

墓参りをします。もう何回かご紹介をさせていただいてい

ますが、故郷・長門には元乃隅稲成神社。いま大西（倉雄）

市長が盛んに自慢をしている神社ですが、年間数百人から

多くて数千人しか参拝者がいない、まあひなびた、しかし

美しい神社なんです。日本海に向かって赤い鳥居がずーっ

と続いていくという神社なんですね。たまたまＣＮＮが紹

介しました。そうすると「インスタ映えする」と評判にな

りました。かつて数千人しか訪問していなかったこの元乃

隅稲成神社に、昨年はなんと１００万人が訪問しました。

そして賽銭箱、入れにくい場所にあるんですが、この賽銭

箱になんと２５カ国のお賽銭がはいっていて、神主さんも

びっくりしたと。 

 今や買い物中心の旅から、そこでしかできない経験が、

ここでしかできない見れない光景を見に行く体験型の旅に

変わりつつある。これは本当に地方にとっては大きなチャ

ンスだろうとこう思います。８００万人だった観光客は２

８００万人を超え、今年は間違いなく３０００万人を超え

ていきます。２０２０年には４０００万人になっていく、

これを地方創生の起爆剤にしていきたいと、こう思います。 

 地方を支える企業は、やっぱり中小企業、小規模事業者

が中心です。私が訪問しました小さなメッキ工場。お父さ

んが従業員を大切にせよ、常にそう言っていた。先代が。

その先代の言葉を守った若い社長さんが、中学を卒業し、

あるいは高校中退で入ってくる若い従業員、工業高校に通

わせまました。夜間の工業高校に通わせ、卒業までずっと

支援をしました。あの厳しいリーマンショックの時にも、

歯をくいしばってみんなの雇用を守った。その工員さんた

ちもその若い社長の気持ちに応えようと、行程に工夫を重

ね、営業に知恵を絞って生産性を上げる、そして売り上げ

を増やした。収益も増えた。そして社長はそれに応えて賃

金をあげたんです。 

 これが私は日本の力だろうと思います。この町工場の若

い工員さんがこう言ってましたね。「安倍さん、給料が上が

ったら、発泡酒がビールに変わったよ」。４年前に訪問した

んですが、４年後どうなったか。この町工場、小規模事業。

ずっと４年連続、賃金を上げ続けたそうです。そして今度、

この若い工員さんはこう言いました。「ずっと賃金が上がっ

たから、今は外で飲むようになった」。奥さんがどう捉えて

いるかは別ですが、そういうことになっている。 

 ここに見られるのはやはり、人材育成の重要性と、生産

性を上げていくことの重要性が表れている。政府としては

しっかり、人材育成の、そして生産性を上げていくために

支援をしてまいります。「安倍さんそんなことを言ったって、

地方は人手不足で大変だよ」という声も聞こえてきそうで

すが、人手確保のために私たちはしっかり支援してまいり

ます。人手不足を補うために生産性を上げる投資をした中

小企業・小規模事業者には、例えば、固定資産税などの税

制や補助金でしっかりと支援してまいります。 

 そして、外国人人材については、いわゆる移民政策はと

りませんが、外国人人材をしっかりと増やしていく。今ま

で技能実習という名目だけでありましたが、技能実習に加

えて、就業を正々堂々とちゃんと加えました。必要な分野

には外国人人材に頑張ってもらいたいと思います。そのた

めに、しっかりとした制度を作っていきたいと思っており

ます。 

 自民党は、立党以来、さまざまな困難な政策に挑んでま

いりました。安倍政権でもこの６年間、さまざまな政策に

取り組んでまいりました。その中には困難な政策もありま

した。しかし、それは国民のために必要だとの結論に至れ

ば、みんなで結論に至れば、たじろくことなく、先輩たち

がそうであったように、黙々と実行してきたところです。

特定秘密保護法、あるいは平和安全法、そしてテロ等準備

罪。反対にもあいましたが、こうした法整備ができた結果、

国民を守るために必要な情報ははるかに入るようになりま

した。そしてお互いに助け合うことのできる同盟はその絆

を強くしました。これからもしっかりとやるべきことを進

めていく、それが自民党の誇りではないか。こう思ってい

ます。 

 そして、いよいよ私たちは憲法改正に取り組むべき時を

迎えたと思っております。今年３月、私は内閣総理大臣と

して防衛大学校の卒業式に出席しました。卒業したばかり、

任官したばかりの新しい制服に身をつつんだ、初々しい自

衛官たちから私は服務宣誓を受けます。時に臨んでは危険

を顧みず、身をもって責務の完遂につとめ、もって国民の

負託に応える。この重い宣誓を私は最高指揮官として受け

ます。つまり彼らは国民を守るために命を懸けることを誓

うわけであります。 

 しかし、今もなお、彼らが合憲だと言い切ることができ

る憲法学者は全体の２割にしかならない。よって残念なが

らほとんどの教科書には、違憲論についての記述がある。

憲法違反だとの記述がある。そして彼らの子供たちもこの

教科書で学ばなければならない。ある自衛官からこう言わ

れました。お子さんから「お父さん、憲法違反なの」。それ

言われてつらかった、というお話を伺いました。私たちは

この状況に終止符を打つ大きな責任をもっている、こう思

います。それこそが私たち、自民党の責任であり、今を生

きる政治家の責任ではないでしょうか。われわれは、責任

を持って国民の皆さまにしっかりと説明をしていきたい、

こう思っておる次第です。 

 今日は皆さまから本当に力強いお話をいただきました。

次の総裁選に出馬するということを前提にお話をいただい

たところですが、吉田松陰先生がよく言われた言葉に、「志
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定まれば、気盛んなり」、こうおっしゃっておられました。

そして、また「志のあるところ、気もまた従う」。志が定ま

れば、気力も充実をしてきて、しっかりとこのことを間違

いなくやり遂げることができるという意味だそうですが、

私も６年前、総裁選に出た時の、あの志はみじんも変わる

ところがありません。 

 その上で、その志を支える気力、体力、果たして十分で

あるかということを自らに問いながら、最終的に判断をし

ていきたいと思う次第です。同時に、やはり何といっても

今年は明治１５０年ですが、長州出身の政治家として正し

い判断をし、皆さまとともに頑張っていきたい、こう思う

次第でございます。 

 

首相、総裁３選に意欲 地元で会合 「改憲取り組む時」強

調 

東京新聞2018年8月12日 朝刊 

地元の山口市で開かれた自民党山

口県連の会合で、気勢を上げる安

倍首相ら。右は昭恵夫人＝１１日

午後 

 

 安倍晋三首相は十一日、地元の山口県で開かれた党会合

で「六年前に総裁選に出た時の志は微塵（みじん）も変わ

らない」と述べ、九月の党総裁選での連続三選に意欲を示

した。自衛隊を憲法に明記する九条改憲に「大きな責任を

持っている」と強調。「いよいよ憲法改正に取り組むべき時

を迎えた」と総裁選で改憲を訴えていく考えを示した。 

 総裁選には、石破茂元幹事長が十日に出馬を正式に表明

しており、両氏の一騎打ちとなる公算になった。 

 首相は会合で、九条改憲に関し「教科書に自衛隊違憲論

の記述がある。私たちはこの状況に終止符を打つ大きな責

任を持っている。自民党の責任であり、今を生きる政治家

の責任だ」と訴え。石破氏が九条改憲を優先しない考えを

示したのに対抗し、九条優先の姿勢を打ち出した。 

 この日は正式な出馬表明を見送り、「志を支える気力、体

力が十分かと自らに問いながら、最終的に判断したい。長

州出身の政治家として正しい判断をしたい」と語った。 

 森友学園を巡る財務省の決裁文書改ざんなどを念頭に

「行政に対する信頼を揺るがすさまざまな出来事があった。

行政府の長としてその責任を痛感している」と表明。「再発

防止を徹底して進め、組織を立て直していくことで、その

責任を果たしていく」と話した。 

 

首相 問われる「１強」５年８カ月 「森友・加計」疑念晴

れず 

東京新聞2018年8月12日 朝刊  

 九月の自民党総裁選は十一日、安倍晋三首相が連続三選

に意欲を表明した。石破茂元幹事長との一騎打ちとなる公

算の選挙戦では、第二次安倍政権が二〇一二年十二月末に

発足して以来の「安倍一強の五年八カ月」そのものが問わ

れる。 （村上一樹、金杉貴雄） 

 「続投に向け、一致団結して頑張ろう！」。首相の地元・

山口県で開かれた十一日の会合は、首相の支持者約三百人

が三度こぶしを突き上げ、さながら総裁選への決起集会の

様相となった。高村正彦副総裁は「あと三年間よろしくお

願いする」と首相の外交、経済での実績を持ち上げた。 

 首相はあいさつで、第二次安倍政権の経済面の「功績」

を自画自賛。「ＧＤＰ（国内総生産）は過去最高」「正規の

有効求人倍率は一倍を超えた」「生活保護世帯の進学率も上

がった」などと並べ立てた。 

 「アベノミクス」は曲がり角を迎えた、と指摘される。

「異次元の金融緩和」は、超低金利による経済への副作用

の長期化が懸念されている。経済を好転させ消費税増税の

環境を整え、財政再建する－はずが、税率１０％への引き

上げを二度延期してきた。財政再建は遠のき、負担は将来

世代に先送りされている。 

 

  首相は、数々の法律を野党の反対を押し切って強引に成

立させたことも「実績」に挙げた。特定秘密保護法、安全

保障関連法、「共謀罪」法の成立に触れ「必要だと結論に至

れば、たじろぐことなく実行してきた」と胸を張った。 
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 改憲にも、重ねて意欲を示した。同時に安倍政権は憲法

を軽視するような姿勢も目立つ。憲法上許されないと歴代

政権が判断してきた集団的自衛権の行使を容認し、憲法の

規定に基づく野党の臨時国会開会要求に応じてこなかった。 

 首相自身あいさつで認めたように、政治や行政への国民

の不信感は深刻だ。森友・加計問題では、発覚から一年半

を経ても国民の疑念が晴れていない。首相と加計学園理事

長の面会が記された文書など「証拠」が次々に明らかにな

ったのに、首相らの不可解な説明が続いているからだ。 

 総裁選は、首相が国会議員の七割超の支持を確保。注目

は、より国民の感覚に近い党員などによる地方票。支持の

行方次第で、政権への評価が見えてくる。 

 

産経新聞2018.8.11 05:00更新  

【単刀直言】西村康稔官房副長官「安倍首相の存在は日本

の強み」「憲法改正、公明・維新と協議を」 

西村康稔官房副長官＝首相官邸（春名中

撮影） 

 昨年８月に官房副長官に就任しました。就任にあたり、

安倍晋三首相には「私は小泉（純一郎元首相）さんに官房

副長官をさせてもらい、非常によい経験になった。西村君

にとっても、よい経験になる。しっかり支えてほしい」と

声をかけられました。 

 ９月には自民党総裁選が行われます。首相は西日本豪雨

の被災地対応に全力を挙げているところですが、総裁選へ

の対応はしかるべき時期に判断されると思います。 

菅義偉官房長官「私は派閥は作らない！」「安倍首相の強み

は決断力」 

 私は、首相に引き続き政権を担っていただきたいと思っ

ています。副長官としてこの１年間、首相の外国訪問に６

回同行し、日米首脳会談は電話を合わせて２１回、日韓首

脳会談も同様に１２回同席しました。 

 首相のすごいところは、世界のどの首脳とも率直に腹を

割って話ができることです。外国首脳やその国に関する細

かいエピソードをよく覚えていて、当意即妙のやりとりを

して関係を築いています。首相は世界のリーダーとして、

各国首脳から信頼され、頼りにされているのです。北朝鮮

問題や貿易問題など、世界が混迷を深めているだけに、日

本にとって首相の存在は強みです。 

 トランプ米大統領との関係は象徴的です。北朝鮮対応に

ついて矢継ぎ早に質問してくるトランプ氏に対し、首相は

丁寧に説明しています。首相は圧力をかけ続ければ、北朝

鮮の方から対話を求めてくると言ってきましたが、２月の

平昌五輪以降、実際に北朝鮮が対話に傾くと、トランプ氏

は「シンゾーの言う通りになったな」と言っていました。 

 北朝鮮をめぐっては、核、ミサイルに加え、日本にとっ

ては何よりも拉致問題があります。拉致問題を解決できる

のは首相しかいない。首相も拉致問題は安倍政権の間に必

ず解決するという強い決意を持って、あらゆるチャンスを

逃さず取り組む意向です。私もそれを支えたい。拉致被害

者の有本恵子さんは私の地元、兵庫県出身ですし、ぜひ解

決したい。 

 貿易問題では、トランプ氏は手ごわい交渉相手ですが、

ここでも首相とトランプ氏の関係がカギになります。 

 ６月、カナダで開かれた先進７カ国（Ｇ７）首脳会議（サ

ミット）の首脳宣言には「保護主義と闘う」という文言が

盛り込まれました。首脳宣言の文言を詰める際には、米国

と他の５カ国が対立しましたが、トランプ氏は何度も首相

に意見を求め、「シンゾーの言うことに従う」と言って、合

意できました。内閣府副大臣時代に環太平洋戦略的経済連

携協定（ＴＰＰ）交渉に携わった身として、貿易問題でも

首相を支えていきたい。 

 こうした実績と確固たるビジョンがあるからこそ、欧州、

中東の各国首脳が首相に「話を聞きたい」と求めてきます。

ロシアとの領土問題、平和条約締結もプーチン大統領との

信頼関係のもとで首相にしかできない。ぜひ在任中に実現

してほしい。 

 安倍政権が５年７カ月の安定政権となっている理由の一

つは危機管理です。例えば菅義偉官房長官は、北朝鮮がミ

サイルを撃つと誰よりも早く官邸にきて、対応に当たって

います。冗談で「スーツで寝ているんじゃないか」と言う

人がいるほどです。見習いたいと思います。 

 日本が直面する課題は山積しています。経済最優先で、

デフレ脱却の道筋を付けなければなりません。国民に消費

税率１０％への引き上げもお願いしつつ、経済を成長軌道

に乗せていく。ＡＩ（人工知能）やロボットを活用しつつ、

地方をどう活性化するかも大事です。 

 憲法改正は戦後７０年を経てようやくチャンスがきた。

自民党の改憲案４項目（自衛隊明記、緊急事態条項の創設、

参院選「合区」解消、教育の充実）をブラッシュアップし

て、公明党や日本維新の会とも話をするタイミングにきて

いると思います。国民投票につながるよう、国会の憲法審

査会での議論に期待します。（沢田大典） 

 

安倍首相 総裁選３選に意欲 憲法改正目指す 

NHK2018年8月11日 20時57分 

地元、山口県を訪れている安倍総理大臣は自民党山口県連

の会合で、「『まっとうな政治』とは、しっかり仕事を作っ

て結果を出していくことだ」と述べ、これまでの政権運営

http://bit.ly/2nrTBj9
http://bit.ly/2nrTBj9
http://www.sankei.com/politics/photos/180811/plt1808110001-p1.html
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の実績を強調し、来月の自民党総裁選挙での３選に意欲を

示しました。また、安倍総理大臣は自衛隊の存在を憲法に

明記するため憲法改正を目指す考えを重ねて示しました。 

この中で、安倍総理大臣は有効求人倍率が 1.6倍を超える

など高い水準を維持していることや最低賃金が平成 14 年

度以降最も大きく引き上げられたことなどに触れたうえで、

「『まっとうな政治』とは、このようにしっかり仕事を作っ

て結果を出していくことだ」と述べ、これまでの政権運営

の実績を強調しました。 

そのうえで、安倍総理大臣は「６年前の総裁選挙に出た時

のあの志はみじんも変わるところはない。その志を支える

気力、体力は果たして十分であるかをみずから問いながら

最終的に判断していきたい」と述べ、来月の自民党総裁選

挙での３選に意欲を示しました。 

また、安倍総理大臣は「いよいよ憲法改正に取り組むべき

時を迎えた。教科書には自衛隊が憲法違反という記述があ

り、私たちはこの状況に終止符を打つ大きな責任を持って

いる」と述べ、自衛隊の存在を憲法に明記するため憲法改

正を目指す考えを重ねて示しました。 

安倍総理大臣は11日から14日までの予定で山口県に滞在

し、国政報告会やみずからの後援会の関係者との会合など

に出席することにしています。 

 

安倍総理が出馬に強い意欲「6 年前と志変わらない」

ANN2018/08/11 19:05 

 地元の山口県を訪問中の安倍総理大臣は、支持者らを前

に「6 年前と志は変わらない」と述べ、来月に迫る自民党

総裁選挙での再選に向けて強い意欲を示しました。 

  安倍総理大臣：「6年前に総裁選に出た時の志は、みじ

んも変わることはない。そのうえで志を支える気力、体力

が果たして十分か、自ら問いながら最終的に判断していき

たい」 

 また、自衛隊に違憲論があることについて「この状況に

終止符を打つ責任がある」と強調し、「戦力の不保持」を規

定する 2項を維持したまま3項に自衛隊を明記する憲法 9

条の改正に強い意欲を示しました。すでに立候補を表明し

ている石破元幹事長は、2 項を削除して自衛隊を「戦力」

に位置付けるべきと主張しています。安倍総理としては総

裁選で憲法改正を争点とすることで再選された後の改正論

議に道筋を付ける狙いもあります。 

 

安倍首相３選に向け意欲 自民党総裁選 

NNN2018年8月11日 18:26 

９月の自民党総裁選挙をめぐり、安倍首相は１１日、第二

次安倍政権が発足した６年前と「志はみじんも変わること

はない」と述べ、３選に向けて意欲を示した。 

全文を読む 

９月の自民党総裁選挙をめぐり、安倍首相は１１日、第二

次安倍政権が発足した６年前と「志はみじんも変わること

はない」と述べ、３選に向けて意欲を示した。 

安倍首相「私も６年前、総裁選挙に出た時の、あの志はみ

じんも変わるところがありません。しかし、その上で、こ

の志を支える気力、体力、果たして十分であるかというこ

とを、自らに問いながら、最終的に判断をしていきたいと、

こう思う次第でございます」 

また、憲法９条を改正して自衛隊を明記することについて

「大きな責任を持っている」と述べ、改めて決意を強調し

た。安倍首相は今月末にも正式に総裁選への立候補を表明

する考え。 

一方、１０日に立候補を表明した石破元幹事長は、１１日

の講演で安倍首相への対抗心をあらわにした。 

自民党・石破元幹事長「国会議員の７割が安倍さん支持、

そのように言っています。本当に今の政策でいいんですか。

今の党のあり方でいいんですか」 

石破氏は、安倍首相との対決姿勢を鮮明にすることで、安

倍政権への批判票を取り込みたい考え。 

また、立候補を目指す野田総務省も「精いっぱいできる限

り歩んでいきたい」と述べ、立候補に必要な国会議員の推

薦人２０人確保に全力を尽くす考えを強調した。 

 

安倍総理が地元で出馬意欲表明 石破氏は支持訴え 

ANN2018/08/11 17:51 

 安倍総理大臣は地元・山口にお国入りし、来月に迫る自

民党総裁選に向けて自らの出馬に意欲を示しました。 

 安倍総理大臣：「6年前に総裁選に出た時の志は、みじん

も変わることはない。志を支える気力、体力が果たして十

分か、自ら問いながら最終的に判断していきたい」 

 そのうえで、自衛隊に違憲論があることについて「この

状況に終止符を打つ責任がある」と強調し、自衛隊を明記

した形での憲法9条の改正に強い意欲を示しました。 

 自民党・石破元幹事長：「総裁選挙は勝たねばなりません。

参加することに意義があるわけではない。なんとしても勝

たねばならない選挙だと思っております」 

 一方で、10日に正式に出馬を表明した石破氏も地元・鳥

取に入って支持を訴えました。石破氏は、憲法改正などの

政策を進めていくうえで「政治は正直で公正であってこそ、

初めて国民の理解が得られる」と強調しました。 

 

産経新聞2018.8.12 05:00更新  

【主張】首相も「出馬」表明 ９条改正大いに論じ合え 

 安倍晋三首相が地元山口県の会合で「６年前に自民党総

裁選に出た時の志はみじんも変わることはない」と述べた。 

 事実上の出馬表明である。１０日に表明した石破茂元幹

事長との一騎打ちとなる構図がはっきりと見えてきた。党

内の幅広い支持を得ている首相の出馬は当然視されていた

が、「３選」に向けて大いに政策論議を戦わせてほしい。 



40 

 

 首相が外交・経済の基本路線を継続するとしても、政策

の修正や強化の必要性について最大与党が定期的に検証す

ることは欠かせない。石破氏との真正面からの議論を国民

に示す必要がある。 

 注目すべきは、首相が憲法９条に自衛隊を明記する改正

について「大きな責任を持っている」と語ったことだ。石

破氏も同じく９条改正を主張するが、戦力不保持を定めた

２項の削除を求める点で首相とは立場が異なっている。 

 ９条改正について首相は「勇気を持って説明していきた

い」と訴えたが、石破氏は「優先順位が高いとは私は思わ

ない」と述べている。それでは期待する正面からの論戦と

はなりにくい。 

 なぜ自衛隊を明記すべきかという根本的な意義を含め、

この機会に両氏には、国民の前で分かりやすく論じ合って

もらいたい。 

 その前提として、北朝鮮や中国の動向など安全保障環境

の大きな変化や、トランプ米政権との間での日米同盟のあ

り方についても認識を明らかにしてほしい。 

 保護主義を強める米国とどう付き合っていくか。自由貿

易や民主主義の価値観が死活的に重要な日本にとっては文

字通り、かじ取りにかかわる問題である。 

 首相は森友、加計問題にも触れて「再発防止を徹底的に

進める」と語った。石破氏がこの問題を念頭に「正直、公

正」を掲げたことも意識したのだろう。 

 佐川宣寿前国税庁長官の虚偽答弁や財務省の公文書改竄

（かいざん）などは行政に対する国民不信を募らせた。問

題を長引かせ、国会審議の停滞を招いた面も大きい。石破

氏の問題提起を受け止め、論争を機会に行政の立て直しや

信頼の回復を図らなくてはならない。 

 首相の政権基盤が強固となるなかで、党内の政策論議が

停滞するきらいもあった。両氏の論争に連動し、支持する

議員らも内外の政策を吟味し、論争を盛り上げることに腐

心してもらいたい。 

 

玉木氏が出馬表明＝国民民主代表選 

 

記者会見で９月の代表選への出馬を表明する国民民主党の

玉木雄一郎共同代表＝１０日午前、東京都千代田区 

 国民民主党の玉木雄一郎共同代表は１０日午前、党本部

で記者会見し、９月の党代表選について「引き続き責任を

果たしていきたいという決意を固め、立候補することを決

めた」と述べ、出馬を表明した。代表選は２２日に告示さ

れ、９月４日の党大会で投開票される。津村啓介衆院議員

も出馬に意欲を示している。 

 玉木氏は、来年の参院選での党勢拡大を目指し、共産党

を除く他の野党に統一会派結成や「共同選対」の設置を呼

び掛ける方針を表明。「私自身が論戦の先頭に立って政権と

の対決姿勢を強めていきたい」と強調した。 

 玉木氏は旧希望の党代表として旧民進党との合流を主導。

５月の国民民主の結党と同時に、大塚耕平氏と共に共同代

表に就任した。大塚氏は代表選に出馬せず、玉木氏を支援

する。（時事通信2018/08/10-11:05） 

 

玉木氏、国民民主の代表選出馬を正式表明 

ＮＮＮ2018年08月10日 21時04分 

 

国民民主党の代表選への出馬を表明した玉木雄一郎共同代

表（１０日午前１０時１３分、東京都千代田区で）＝吉川

綾美撮影 

 国民民主党の玉木共同代表（４９）は１０日、党本部で

記者会見し、「党を育て強くする役割を担っていきたい」と

述べ、党代表選（２２日告示、９月４日投開票）への出馬

を正式に表明した。 

 現執行部に批判的な津村啓介衆院議員（４６）も１３日

に記者会見を開き、出馬を表明する方針だ。選挙戦になれ

ば、党勢拡大策や野党連携の進め方が争点となる。 

 玉木氏は記者会見で、来年夏の参院選について、「野党全

体の議席増を最大の目標に党運営に取り組む」と意欲を示

した。立憲民主党など他の野党に対し、国会で行動を共に

する統一会派の結成や「共同選対」の設置を呼びかける考

えも明らかにした。共産党との協力については「考えてい

ない」と否定した。 

 

国民民主代表選 「対決も解決も」出馬表明の玉木氏 

毎日新聞 2018年 8月10日 19時 01分(最終更新 8月10

日 19時01分) 

安倍政権との対決色強める路線へ転換の考え示す  

 国民民主党の玉木雄一郎共同代表（４９）は１０日、党

本部で記者会見し、代表選（２２日告示、９月４日投開票）

への立候補を正式表明した。５月の結党以来主張してきた

「対決より解決」路線について「『対決しない』と誤解され

るところもあり、少し修正したい。対決も解決もする。対

決して政権を取って代わらないといけない」と述べ、安倍

政権との対決色を強める路線へ転換する考えを示した。  

https://www.jiji.com/jc/giin?d=6ce55e00530f14fd5b3af2165f19a293&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=031c7e3ded636e25c3badee71a06d452&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=e3f07edd5670c3b0df8857dd52307574&c=san&rel=ja
https://mainichi.jp/ch180804844i/%E5%9B%BD%E6%B0%91%E6%B0%91%E4%B8%BB%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E9%81%B8
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018081000129&p=0180810at18&rel=pv
http://www.yomiuri.co.jp/photograph/news/article.html?id=20180810-OYT1I50041
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 立憲民主党など他の野党と一線を画す「解決」路線を巡

っては党内に不満があり、出馬に意欲を見せる津村啓介衆

院議員（４６）も「対決や解決という言葉をもてあそんで

いる」などと批判。玉木氏としては、路線対立が代表選で

争点化されて亀裂が深まるのを避ける狙いがある。  

 玉木氏は、党の支持率が上がらない現状について「責任

を痛感している。党勢拡大が私の果たすべき責任だ」と強

調。来夏の参院選の候補者調整を行う共同選対の設置や、

国会の統一会派結成を各野党・会派に呼びかけ、連携路線

へかじを切ると説明した。ただ共産党に対しては「基本的

な考え方が違う」と、こうした呼びかけはしない考えも示

した。  

 一方、大塚耕平共同代表は１０日、代表選に出馬せず、

玉木氏を支援する意向を記者団に示した。大塚氏は「党勢

拡大と野党連携はどの候補にとっても至上命題で、代表選

の争点は路線選択ではない」とも語り、玉木氏に歩調を合

わせた。  

 津村氏は１３日に立候補を表明する予定で、国会議員１

０人の推薦人集めを急ぐ。党内ではさらに現執行部に批判

的な一部議員が出馬を模索する一方、執行部支持派には玉

木氏の無投票当選を望む声もある。【立野将弘】  

 

国民・玉木氏 立民に統一会派提案へ 「対決より解決」

修正  

日経新聞2018/8/10 17:00 

 国民民主党の玉木雄一郎共同代表は10日の記者会見で、

党代表選（22日告示―９月４日投開票）への立候補を表明

し、立憲民主党など他の野党に衆参の統一会派の結成を呼

びかけた。来年の参院選を見据え、野党の共同選対の設置

も提案した。 

 玉木氏ら執行部は先の通常国会で「対決より解決」を掲

げ、立民など野党の抵抗路線とは一線を画してきた。玉木

氏は出馬会見で「（安倍政権と）対決しないと取られること

もあったので修正したい。我々は解決もするし対決もする」

と述べた。 

 

産経新聞2018.8.10 18:34更新  

憲法改正「阻止」で川崎市教委後援取り消しの教科研大会、

開幕 

教育科学研究会（教科研）・全国大会の

開会式であいさつする佐貫浩委員長＝１０日、川崎市（外

崎晃彦撮影） 

 川崎市教育委員会が、憲法改正「阻止」を掲げるのは「政

治的中立性を欠く内容」だとして後援を取り消した「教育

科学研究会（教科研）・全国大会」が１０日、開幕した。開

会式には全国の教職関係者ら約２５０人が参加した。 

 佐貫浩委員長は参加者に向けて「（教委に対し）説明不足

もあり、事業の性格が伝わらなかった」と取り消しの経緯

を説明。「これを教訓に体制を強化したい」と述べた。 

 東京新聞の望月衣塑子記者が「進む政治の私物化 瓦解

（がかい）する官僚たち～安倍政権とメディア～」をテー

マに講演。憲法改正議論に言及し、「人類が理想や英知を結

集した９条２項を無力化するものだ」と改正反対の立場を

強調した。 

 佐貫委員長は開会前、産経新聞のインタビューに応じ、

「政治的中立性を損なう内容ではなく、市教委の後援取り

消しは不当だ」と見解を述べた。 

 大会は同市中原区で１２日まで行われ、憲法改正「阻止」

をうたうフォーラムや「安倍（晋三）政権下の教育政策と

課題」といったテーマの分科会を開く。 

 

島根３号機、審査申請＝建設中原発で２基目－中国電 

 中国電力は１０日、建設中の島根原発３号機（松江市、

出力１３７万３０００キロワット）について、運転開始の

前提となる新規制基準への適合性審査を原子力規制委員会

に申請した。建設中原発の申請は、２０１４年１２月の電

源開発大間原発（青森県大間町）に続き２基目。 

 中国電は１３年１２月に島根２号機の審査を申請してい

る。１０日の申請後の取材に、北野立夫電源事業本部副本

部長は「並行での審査は難しいと聞いている。２号機を優

先し、それを踏まえ３号機の審査に入るようお願いしたい」

と話した。 

 中国電は２号機の審査過程で、敷地の南約２キロにある

宍道断層の評価を見直し、想定される地震の揺れ（基準地

震動）を申請時の６００ガルから８２０ガルに上方修正し

た。隣接する３号機でも、基準地震動を８２０ガルとした。

（時事通信2018/08/11-00:43） 

 

新規 島根３号機申請 福島事故後２基目、同型炉 

東京新聞2018年8月10日 夕刊 

 中国電力は十日、建設中の島根原発３号機（松江市）の

新規稼働に向け、原子力規制委員会に審査を申請した。二

〇一一年の東京電力福島第一原発事故当時に建設中だった

原発が審査を申請するのは、電源開発大間原発（青森県）

に続き二例目。全国で唯一、県庁所在地にある原発の島根

３号機は本体の工事がほぼ終わり、隣接する２号機の審査

が先行していることから、大間原発より早期に審査が進む

との見方がある。  

http://www.sankei.com/politics/photos/180810/plt1808100022-p1.html
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 島根原発３号機（手前）＝松江市で 

 

 島根３号機は福島第一原発と同じ沸騰水型炉で、審査に

正式合格しているのは東電柏崎刈羽６、７号機（新潟県）

だけ。審査の進捗（しんちょく）次第では、原発事故後、

新たに稼働する初の原発となる可能性があるが、島根県な

ど立地自治体から事前了解を得る必要があり、実際の運転

開始時期は見通せない。 

 中国電の北野立夫常務は審査の申請書を提出後、報道陣

に「既存原発が再稼働する流れの中で、３号機も（新規稼

働に向け）申請可能だと考えた」と強調した。 

 島根３号機を巡っては、九日に島根県の溝口善兵衛知事

が、審査申請を了解すると中国電に伝えた。既に松江市も

容認しており、必要な「立地自治体の事前了解」が出そろ

い、中国電は申請を十日にすると表明。半径三十キロ圏内

の鳥取県なども容認する考えを示している。 

 島根３号機は、出力が国内最大級の百三十七万三千キロ

ワット。中国電によると、〇六年に本工事を始め、九割以

上を終えていたが、震災と原発事故の影響で運転開始の見

通しが立たなくなった。一三年に原発の新規制基準が施行

され、地震や津波、炉心損傷事故への対策強化を求められ

た。 

 

  

SUGIZOさん、脱原発へ活動 「核のごみを残すのは無責

任」 

共同通信2018/8/11 17:42 

 

インタビューで原発や難民問題について語った SUGIZO

さん 

 人気ロックバンドの「X JAPAN」、「LUNA SEA」の

ギタリストで、脱原発などにも取り組む SUGIZO さんが

「（原発から出る）核のごみを残すのは無責任。次世代に危

険をなすり付けるのは、この時代の恥だ」と話した。11日

までに東京都内で共同通信のインタビューに応じた。 

 脱原発や難民支援に関する活動を始めて 20 年。再生可

能エネルギーによる水素燃料の電気を使ったライブを開催

したり、海外の難民キャンプで楽器を演奏したりしてきた

という。 

 「音楽や芸術は社会のうねりとともにある。自分が良い

と思うことを誇りを持ってやっていく」と主張した。 

 

太平洋戦争 徴用船「まるで特攻」 ９２歳の元乗組員 

毎日新聞 2018年 8月 11日 08時 00分(最終更新 8月 11

日 08時00分) 

 

徴用船に乗船していた吉田香一郎さん＝大阪府吹田市で２

０１８年８月２日、梅田麻衣子撮影 

撃沈３度、死と隣り合わせ 仲間、いまだ海の底  

 太平洋戦争では、国家総動員体制の下、兵隊や武器など

の輸送のために民間船が徴用され、多くの船員が命を落と

した。徴用船の乗組員だった吉田香一郎さん（９２）＝大

阪府吹田市＝も、連合国側の攻撃によって乗っていた船が

３度沈没し、多くの仲間を失った。「ほとんど丸腰で危険な

海に出され、まるで特攻に行くようだった」と振り返る。  

https://mainichi.jp/ch151147410i/%E5%A4%AA%E5%B9%B3%E6%B4%8B%E6%88%A6%E4%BA%89
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 吉田さんは戦時中、日本郵船で経理関係の仕事をしてい

た。しかし、戦局の悪化で船員が不足し、１９４４年１月

に海上勤務を命じられた。当時はまだ１８歳。戸惑いはあ

ったが、「同じ年ごろで軍隊に取られている人もいるのだか

ら、仕方がない」と受け入れた。  

 待っていたのは、軍人と同じように死と隣り合わせの仕

事だった。海へ出るようになって約８カ月後。門司港（現

北九州市）から中国の上海に兵隊を運んでいたところ、潜

水艦の魚雷を２発受けて船が沈んだ。救命艇で命からがら

脱出すると、すぐに別の徴用船での勤務を命じられた。出

航の度に不安になったが、拒否はできなかった。  

 ２度目の沈没は「九死に一生」の体験だった。４５年２

月、重油を載せてシンガポールから日本へ航行中、ベトナ

ム沖で、魚雷攻撃を受けた。衝撃と同時に船体が傾き、甲

板にいた吉田さんは海に放り出された。  

 板きれにしがみついて南シナ海を漂った。一緒に浮いて

いた仲間たちは次々に力尽きていった。「眠ったらおしまい

だ」。自分に言い聞かせて何とか意識を保ち、約１０時間後

に日本軍の艦艇に救出された。乗組員のほぼ半数の２９人

が、船と一緒に海に沈んだ。  

 終戦の１カ月ほど前には、関門海峡に仕掛けられていた

機雷に船が触れて沈没。もはや安全な海域などなくなって

いた。だから、終戦を知った時には心底ホッとした。「これ

で死ぬこともなくなったんだな」  

 戦後７３年がたったいまも、多くの仲間の遺骨は海底に

眠ったままだ。３度も船が沈められながら、自分が生き延

びられたのは奇跡に近い出来事だと改めて思う。「狂気に支

配され、命が軽んじられた。あんな時代が二度とあっては

いけない」【岡崎英遠】  

徴用船員、軍人より高い死亡率  

 １９４１年に日米が開戦すると、食料や資源などを海上

輸送する船が不足した。このため政府は、あらゆるものを

国の統制下に置くため３８年に制定された「国家総動員法」

に基づき、民間商船や船員の大半を徴用し、兵隊や武器の

輸送まで担わせた。  

 公益財団法人「日本殉職船員顕彰会」（東京都）などによ

ると、終戦までに約２５００隻の商船が沈められ、漁船な

ども含めると７０００隻を超える民間船が失われた。約６

万人の船員が犠牲となり、そのうち３割ほどは未成年だっ

た。死亡率は推計で４３％に達し、約２割とされる陸海軍

の軍人と比べても、生命の危険が大きい任務だったと言え

る。  

 顕彰会の岡本永興理事は「島国である日本は、拡大した

戦線を維持するのも資源を確保するのも海上輸送が生命線

だった。だが、まともな護衛も付けずに、徴用船を次々と

危険な海域に送り出した結果、大きな犠牲を招いた」と指

摘する。【岡崎英遠】  

 

１９１３年６月１１日、中国へ向かう部隊に従う陸軍徴用

船の漁船群 

 

10月に明治150年式典 政府が閣議決定  

日経新聞2018/8/10 17:00 

 政府は10日の閣議で、2018年が明治改元から150年に

当たるのを踏まえ、記念式典を 10 月 23 日に憲政記念館

（東京・千代田）で開くと決定した。菅義偉官房長官は記

者会見で「明治以降のわが国の歩みを振り返り、未来を切

り開く契機としたい」と述べた。内閣府に 10 日付で準備

室を設置したことも明らかにした。 

 

女性 子ども 死体の山 佐世保空襲を経験・江島麗介さん

（８６） 

東京新聞2018年8月12日 朝刊 

江島麗介さん（右）が亡くなった人を大勢見た

というトンネルの前で取材する鈴木弘人記者

＝長崎県佐世保市で 

 

 十三歳の少年は空襲のさなか、一人で家を守ろうとした。

縁側から、隣町が焼けるのが見える。「うちも焼けるかも」。

焼夷（しょうい）弾が落ちても火を消そうと、木の棒に縄

をつけた「火たたき」をしっかり握った。 

 長崎県佐世保市の廃校の教室を活用した「佐世保空襲資

料室」で、私は江島麗介さん（８６）の話を聞いた。佐世

保は私が生まれた街。再現された「火たたき」を手にしな

がら「これで本当に火を消せるんですか」と聞くと、江島

さんは「無理でしょうね」と笑った。 

 降りしきる強い雨の中、一九四五（昭和二十）年六月二
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十八日の深夜から翌日未明にかけ、佐世保市の中心街が空

襲に遭った。長男の江島さんは母や弟、妹ら五人を防空壕

（ごう）に残して家に戻った。「俺は国を守る。おまえは家

を守れ」。そう言って軍の施設に向かった父との約束を果た

すために。爆撃で街は昼間のように明るかった。 

 幸い、自宅も家族も無事だった。だが夜が明け、おじが

空襲で亡くなったと聞き、走っておじの家に向かった。途

中のトンネルが、わらのむしろで隠されていた。隙間から

女性と子どもの死体が何人も重なっているのが見える。「前

からも後ろからも空襲の熱気が来て、逃げられなかったの

だろうね」。中に入る勇気はなく、引き返した。 

 数日後、近くの山で遺体を焼く手伝いをすることになっ

た。親族らが涙ながらに遺体を運んでくる。大人が頭の方、

江島さんが足首を持って遺体の山に放り投げ、よく燃える

ように薪（まき）も投げた。「もちろん、気持ちが良いもの

ではない。それでも、大人の命令だったので夢中でやりま

した」 

 梅雨の湿気で傷んだ数百もの遺体から異臭が漂う中、周

囲にガソリンがまかれ、火が付けられた。底の方からじわ

じわ焼けていくのを見ていられず、その場を立ち去った。

「人間の最後の哀れさを感じました」 

   ◆ 

 海軍の基地近くに住み、「軍国少年だった」という江島さ

ん。緑の軍服が「格好良い」と陸軍に憧れ、中学に入学後

すぐに陸軍幼年学校を受験した。不合格となり、翌年に再

び受けようと考えていたところ、終戦。米軍が進駐し市役

所に星条旗がはためいた。「悔しかったよ。占領されたって

思った」 

 長い間、「思い出すことがつらい」と戦争体験を話さなか

った。中学教諭を退職した六十歳ごろ、自分より上の世代

が亡くなっていくことに危機感を覚え、語り部を務めるよ

うに。毎年、空襲のあった六月末に小中学校で体験を伝え

ている。「子どもに伝えることで、自分でも『戦争はよくな

い』という思いが増してきました」。時に軽やかに、笑顔で

体験を語ってくれるのは、七十三年の長い月日の流れがあ

ってこそなのだと感じた。 

   ◆ 

 

 私が産声を上げた産婦人科の病院は、Ｂ２９の編隊が飛

んだ真下だった。私が部活動でサッカーに明け暮れていた

十三歳の夏、江島さんは遺体を焼く手伝いをさせられてい

た。多くの人が犠牲になり、復興した土地で私は生まれた

のだ。 

 「人からされて嫌なことはしない。この単純な言葉を守

りさえすれば、平和は保たれるんです」と江島さんは語る。

どれだけの人が、それを守っているだろうか。ヘイトスピ

ーチやいじめなどの問題は、この「単純な言葉」で解決で

きる。一人一人の小さな意識が平和をもたらす。生まれた

土地で、私は初心に戻った気がした。 

＜佐世保空襲＞ 佐世保空襲犠牲者遺族会と佐世保市によ

ると、米軍のＢ２９爆撃機１４１機が１９４５年６月２８

日午後１１時５８分、空襲を予告する「警戒警報」が鳴る

前に襲来。翌２９日未明までの約２時間、爆撃した。市内

の約３５％にあたる１万２０３７戸が全焼し、１２４２人

が犠牲となった。同市では６月２９日を「佐世保空襲の日」

とし、毎年追悼式を行っている。 

 

広島で平和の誓い 天皇陛下「信念養う」 元東宮侍従、

日誌に書き残し  

東京新聞2018年8月12日 朝刊 

栄木忠常元東宮侍従が残した日誌 

 

 皇太子時代の天皇陛下の側近だった人物が、太平洋戦争

終結前後の混乱期、陛下の教育について周囲が検討する様

子を日誌に書き残していたことが分かった。本紙が入手し

た日誌には、陛下が原爆投下から四年後の広島で語った、

平和希求の原点と言える言葉も記されている。 （小松田

健一） 

 日誌を書いたのは、栄木（さかき）忠常さん（一九〇九

～九五年）。東京帝国大卒業後、宮内省や学習院の事務官な

どで皇室にかかわり、終戦直前の四五年八月十日、陛下を

支える東宮職の発足と同時に東宮侍従に就任し、五〇年三

月まで務めた。 

 本紙は栄木さんの長男で学習院初等科から高等科まで陛

下の学友だった栄木和男さん（８４）から、終戦前後の日

誌の一部の提供を受けた。日々の業務や陛下の動静、側近

たちの発言などが書き残されていた。 

 陛下は学習院高等科一年だった四九年四月六日、広島市

を訪問。日誌には「人類が再びこの惨劇を繰り返さないよ

う、固い信念と覚悟を養いたい」「私の責任をよく自覚して
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勉強と修養に努力していく」などと、地元青少年の前で述

べたあいさつの要旨が書き残されている。公式の場で話す

のは初めてだった。 

終戦直後、当時皇太子だ

った天皇陛下。右は東宮

侍従を務めていた栄木

忠常さん＝共同通信社

「平成の皇室」より（１

９４７年撮影） 

 

 終戦前後の様子もある。四五年八月十五日の昭和天皇の

「玉音放送」は、疎開先の栃木県・奥日光で陛下と同じ部

屋で聞いたといい、側近らが涙ながらに放送を聞く様子を

書いた。 

 二十四日には、今後の陛下の住まいと教育の地に長野県・

松代（現・長野市）が候補に挙がる。松代は戦中、政府中

枢の移転を想定した松代大本営が建設されていた。忠常さ

んは「将来日本を興すべき青少年の教育場所としては健全

なる田舎の剛健なる還境（原文のまま）に限る」「殿下の御

教育地として適当」などと賛同意見を記した。 

 実際には陛下は十一月、奥日光から帰京し、四六年四月、

現在の東京都小金井市に移転していた学習院中等科へ進学

した。 

 四六年一月十七日には、四、五年後に英国と米国へ留学

する構想が記された。実現しなかったが、陛下は五三年に

英国女王エリザベス二世の戴冠式へ出席、その機会に欧米

十四カ国を訪問し、見聞を広めた。 

◆人物像知る手掛かり 

＜瀬畑源（はじめ）・長野県短大准教授（日本現代史）の話

＞ 今の天皇は側近の日記などが複数残る昭和天皇と異な

り、文書となった一次史料が少ない。歴史的に重要な新事

実は見当たらないが、当時皇太子だった天皇の周辺がどの

ような思いで教育に携わったのかや、天皇の人物像を知る

手掛かりとなる。混乱期に前例がない中、自分たちが何と

かしなければという職務に対する重みも感じる。 

 

＜２０代記者が受け継ぐ戦争 戦後７３年＞ 満州敗走 

母子救えず 

東京新聞 2018年 8月 11日 朝刊 本紙は栄木さんの長男

で学習院初等科から高等科まで陛下の学友だった栄木和男

さん（８４）から、終戦前後の日誌の一部の提供を受けた。

日々の業務や陛下の動静、側近たちの発言などが書き残さ

れていた。 

 陛下は学習院高等科一年だった四九年四月六日、広島市

を訪問。日誌には「人類が再びこの惨劇を繰り返さないよ

う、固い信念と覚悟を養いたい」「私の責任をよく自覚して

勉強と修養に努力していく」などと、地元青少年の前で述

べたあいさつの要旨が書き残されている。公式の場で話す

のは初めてだった。 

 

大島記者（左）に自身の戦争体験

を話す稲川寅男さん＝東京都江

戸川区で 

 

 「円匙（えんぴ）でタコツボを掘ってね。ここが自分の

死に場所になると思ったよ」 

 東京都江戸川区の稲川寅男さん（９４）の自宅を訪れた

私は、聞き慣れない言葉に少し戸惑った。入社四年目で初

めてとなる戦争体験の取材。スコップ（円匙）で縦穴（タ

コツボ）を掘り、ソ連軍との戦闘を迎えた七十三年前の夏

の体験に、じっと耳を傾けた。 

 一九四五（昭和二十）年八月九日、ソ連軍が満州（現・

中国東北部）に侵攻。関東軍の歩兵第三七〇連隊に所属し

ていた稲川さんは、牡丹江近郊で日本人開拓民の保護を命

じられた。 

 十三日昼、縦穴に身を潜める中、ソ連軍の戦車がごう音

と共に街道を進んできた。武器・弾薬は欠乏し、最新鋭の

戦車に対抗できる状況にない。仲間たちが縦穴から飛び出

し、爆弾を抱えて戦車に飛び込む肉弾攻撃を仕掛けたが、

厚い鉄板に覆われた戦車が一瞬、宙に浮いただけだった。 

 十四日は、遮るものがない草原での銃撃戦。「ヒュン、ヒ

ュン」。銃弾が顔の近くをかすめ、兵士たちが次々と倒れた。

「稲川、本部に上がれ！」。丘の上にある本部との連絡係だ

った稲川さんは、上官の命令で伍長と交代して前線を離れ

た。翌十五日まで戦闘が続いた後、部隊は撤退。日本がポ

ツダム宣言を受諾し、無条件降伏したことも知らなかった。

伍長はその後、戦死したという。 

      ◆ 

 死と隣り合わせの経験は、平成生まれの私には想像がで
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きない世界だった。 

 学校を出て会社員をしていた稲川さんは二十歳を迎えた

四三年に徴兵され、ソ連との国境警備の部隊に配属された。

「お国のために戦う自負があった」。だが、実際の戦闘では

撤退を余儀なくされ、山の中を逃げ回った。 

 「前線で死んでいれば、こんなつらい思いをしなくて良

かったのに、と悔やんでね」。やや早口で話す稲川さんがあ

る場面を思い出した時、重い口調に変わった。 

 「助けて」。夜に山中を移動していると、ぼろぼろの和服

を着た開拓民の女性と遭遇した。衰弱しきった様子で赤ん

坊を抱き、かぼそい声で懇願された。「子どもだけでも連れ

ていって」。だが、ソ連軍の追撃におびえ、食料も枯渇した

稲川さんは数十人の兵士とともに立ち去った。 

 開拓民保護の命令、国のために戦う自負…。実際は自分

の命を守ることしかできなかった。しばしの沈黙の後、稲

川さんは続けた。「罪のない市民や下っ端の兵士が犠牲にな

る戦争は、やっぱりおかしい」 

 九月末にソ連軍に捕まり十一月にシベリアの捕虜収容所

に連行された。二年近く労働を強要され、四七年九月、引

き揚げ船で京都府の舞鶴港に戻った。帰還後、三つ上の兄

の戦死を知らされ、無念さが込み上げた。 

      ◆ 

 取材の後、稲川さんに駅まで見送ってもらった。日差し

が照り付ける中、「毎年夏になると、からっとした暑さだっ

た満州を思い出すよ」とつぶやいた。 

 隣を歩きながら考えた。七十三年前の戦地で私は生き残

れただろうか。女性と赤ちゃんを助けただろうか。個人の

力量や思いなどを超えた戦場の残酷さ。想像すら難しいが、

忘れてはいけない過去がある。「生きて帰れたことは運が良

かった。平和に幸せに暮らせることがありがたい」。そう話

す稲川さんの思いを、伝えていくことはできる。（大島宏一

郎（２６歳）整理部） 

＜ソ連の対日参戦＞ １９４５年８月８日にソ連が日ソ中

立条約を破棄して宣戦布告し、９日に満州（現・中国東北

部）に侵攻。関東軍の大半が敗走した。当時の満州には約

１５５万人の日本人が暮らしていたが、戦闘や病死、餓死

などで約２４万人が犠牲になったとされる。 

      ◆ 

 平成最後の夏。時代が移り変われば、昭和はさらに遠ざ

かっていく。それでも、上書きしてはいけない歴史がある。

今年も若手記者たちが戦争の体験者に出会い、悩み、考え

た。 

◆ご意見・ご感想 お寄せください 

 メールは shakai@tokyo-np.co.jp。手紙は〒１００ ８５

０５（住所不要）東京新聞社会部。ファクスは０３（３５

９５）６９１９。 


